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はしがき

　この年報は、北見地区消防組合の機構並びに消防統計、消防

力の現勢を集録し、消防組合の消防施設及び体制の強化と消防

事務の執務資料として編集し、広く当組合の実態を紹介するも

のであります。

　なお、この年報は、毎年12月31日をもって集録し、一部これに

よらないものについては、当該表にそれぞれ記載する年月日で

表わしておりますとともに、必要に応じて前年との対比、過去

数年間の比較を表わしております。
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北 見 地 区 消 防 組 合 の 概 要

　北見地区消防組合は、昭和47年４月１日北見市、置戸町、訓子府町及び端野町の１市３町をもって発足し、

平成18年３月５日に北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し、北見市、置戸町及び訓子府町の１市２町

の構成となりました。

　当組合は、令和５年４月１日現在、面積2,145.63h、人口119,510人、世帯数65,007世帯を有し、消防職員

268名、消防団員664名体制で、効率的な運営と消防力の充実強化、消防常備化により初動体制を整え、近隣

市町が消防行政を共同処理し、もって広域的消防行政の充実発展を図ることを目的としております。
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北見地区消防組合・北見地区消防組合議会名簿

北見地区消防組合

役　　職

役　　職 氏 名

役　　職 氏 名

役　　職 氏 名

役　　職 氏 名

役　　職 氏 名

役　　職 氏 名

氏 名 備 考

役　　職 氏 名 備 考

役　　職 氏 名 備 考

役　　職 氏 名 備 考

北見地区消防組合議会

北見地区消防組合監査委員

北見地区消防組合消防審議会

北見地区消防組合公平委員会

北見地区消防組合北見消防団

北見地区消防組合端野消防団

北見地区消防組合常呂消防団

北見地区消防組合留辺蘂消防団

北見地区消防組合置戸消防団

北見地区消防組合訓子府消防団

管　理　者

副 管 理 者

消　防　長

辻 直　孝

浅野目　浩　美

山　田　敏　文

団 長

副　団　長

副　団　長

副　団　長

副　団　長

本　部　長

村　田 司

松　本　義　彦

工　藤　秀　雄

工　藤　利　夫

米　田 実

中　橋　孝　章

役　　職 氏 名

情報公開・個人情報保護・行政不服審査会

会 長

委 員

委 員

佐　藤　信　孝

矢　崎　秀　人

山　川　栄　二

団 長

副　団　長

本　部　長

沼 﨑　栄　治

林 裕

武　田　敏　幸

団 長

副　団　長

本　部　長

田　渕　正　彰

伊　藤　欣　也

藤　田　尚　士

団 長

副　団　長

副　団　長

本　部　長

坂　田　圭　司
横　山　勝　人
東海林　和　善
工　藤　　　悟

団 長

副　団　長

本　部　長

沼　津　一　憲

髙　橋　伸　也

前　田 篤

団 長

副　団　長

副　団　長

柴　田　浩　幸

佐　藤　好　広

竹　澤　哲　郎

北 見 市 長

北 見 市 副 市 長

役　　職 氏 名 備 考

議 長

副　議　長

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

議 員

加　城　博　志

松　谷　隆　一

小　野　卓　也

浦　西　孝　浩

安　藤　憲　彦

合　田　悦　子

森　谷　隆　文

桜　井　由美子

髙　田　有　修

三　浦 亨

柏　原 勝

山　田　耕　平

谷　口　武　彦

吉　野　美　香

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

北見市議会議員

置戸町議会議員

置戸町議会議員

訓子府町議会議員

訓子府町議会議員

識見を有する者

議員から選任

加　藤　直　信

谷　口　武　彦

北見市監査委員

会 長

副　会　長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

辻 直　孝

村　田 司

深　川　正　美

伊　田 彰

沼 﨑　栄　治

田　渕　正　彰

坂　田　圭　司

沼　津　一　憲

柴　田　浩　幸

北 見 市 長

北見消防団団長

置 戸 町 長

訓 子 府 町 長

端野消防団団長

常呂消防団団長

留辺蘂消防団団長

置戸消防団団長

訓子府消防団団長

委　員　長

委 員

委 員

木名瀬　広　暁

村　林 宏

佐　藤　明　美

北 見 市

北 見 市

訓 子 府 町

令和５年６月１日現在

訓子府町議会議員
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昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立 

消防職員定数123名、消防団員定数550名

管 　 理 　 者 宇佐美　福　生 

消 　 防 　 長 佐　渡　𠮷　朗

消 防 署 長  大　西　豊　寿 

置 戸 支 署 長 高　山　良　一 

訓 子 府 支 署 長 畠　中 実 

端 野 支 署 長 水　口　輝　夫 

北見消防団団長 中　村　幸　七 

置戸消防団団長 星　加　秋　秀 

訓子府消防団団長 三　宅　一　利 

端野消防団団長 石　川　正　雄

４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

４月１日 消防職員定数　132名

５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

５月１日 消防職員定数　134名

６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

北　見　地　区　消　防　組　合　の　沿　革 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

昭和53年 ４月１日 消防職員定数 146名

８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

選任

７月１日 消防職員定数 149名

昭和55年 ４月１日 消防職員定数 151名

６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

４月１日 消防職員定数 155名

５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

選任

９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

昭和57年 ４月１日 消防職員定数 156名

５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

昭和58年 １月５日 端野消防団 団長に安藤博司氏就任

４月１日 消防職員定数 159名

５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

７月11日 消防職員定数 161名

７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

８月15日 置戸消防団 団長に大友成晴氏就任

11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

12月１日 訓子府消防団 団長に平塚房義氏就任

昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

４月１日 北見消防団 団長に青木康英氏就任

11月６日 消防署に救助工作車を配備

昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

８月１日 第７代消防長 萬正徳氏就任

11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

４月１日 消防職員定数 162名

４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

４月１日 消防職員定数 164名

６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

11月28日 訓子府支署で救急業務開始

11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

４月１日 消防職員定数 165名

４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

８月１日 北見消防団に女性部発足

10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

４月１日 消防職員定数 170名

４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

を開始する

７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

４月１日 消防職員定数 171名

６月１日 置戸消防団に女性部発足

７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

12月25日 端野消防団に女性班発足

12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

地上高9.84ｍ)

平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長 五十嵐優氏)

４月１日 消防職員定数 174名

４月１日 消防団員定数 552名

５月21日 週休２日制を導入

９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

３月20日 高規格救急自動車運用開始

４月１日 消防職員定数 178名

５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

氏選任

５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

７月14日 消防団員定数 560名

８月15日 置戸消防団 団長に中田秀生氏就任

８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

11月１日 消防団員定数 565名

11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

12月１日 訓子府消防団 団長に坂井悠紀氏就任

12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

１月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

１月５日 端野消防団 団長に中橋豊明氏就任

４月１日 消防職員定数 180名

５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

７月15日 北見市開基100年 市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける

12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

平成９年 １月24日 端野消防団 団長に塚本誠氏就任

３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

４月１日 消防職員定数 182名

４月１日 消防団員定数 580名

５月１日 置戸消防団に団本部を設置

５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

４月１日 消防職員定数 183名

６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

習を北見市で開催した

７月１日 北見消防団 団長に飯田安藏氏就任

９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

平成11年 ４月１日 消防職員定数 187名

５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

選任

６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

９月１日 置戸消防団 団長に石井幸夫氏就任

９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

11月19日 消防署仮眠室を個室化

平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

４月１日 消防職員定数 189名

７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

平成14年 ４月１日 消防職員定数 191名

４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団 団長 飯田安藏氏就任

５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

本部員を団本部零分団に改めた

６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

平成15年 ４月１日 消防職員定数 193名

４月１日 消防団員定数 585名 (北見 223名、置戸 127名、訓子府 105名、端野 130名)

５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

選任

７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

９月１日 置戸消防団 団長に桑山隆氏就任

10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

〜２月10日 が発生した

２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

化を図った

４月１日 消防職員定数 195名

６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

平成17年 １月24日 端野消防団 団長に五十嵐優氏就任

３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

訓子府町の１市２町になる

消防職員定数 240名（北見 212名　置戸 14名　訓子府 14名）

消防団員定数 820名（北見 223名　端野 130名　常呂 100名　留辺蘂 135名

　　　　　　　　　　置戸 127名　訓子府 105名） 

消防署は１消防署 ３支署 ３出張所を、１消防署 ５支署 ３出張所体制とした

消防団は４消防団 ４団本部 24分団を、６消防団 ６団本部 31分団体制とした

常呂消防団 団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団 団長に林勇氏就任

４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団 団長 飯田安藏氏就任

平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団 団長 坂井悠紀氏就任

５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団 団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

受ける

10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団 団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

を図った

４月１日 常呂消防団 団長に永田次男氏就任

６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

12月10日 留辺蘂消防団 団長に野尻裕氏就任

12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団 団長 坂井悠紀氏就任

５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

同第13代副議長に表宏樹氏選任

６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

開催した

７月１日 北見消防団 団長に高橋勝志氏就任

７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

４月５日 前北見消防団 団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

４月１日 常呂消防団 団長に田渕正彰氏就任

６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

端野町で開催した

８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

平成25年 １月24日 端野消防団 団長に村中淳氏就任

平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長 鈴木正末氏より消防連絡車

「すずき号」の寄贈を受ける

平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

同14代副議長に小川清人氏選任

６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

開催した

11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

３月６日 北見地区危険物安全協会（会長 石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

開催した

３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

４月１日 第18代消防長 佐藤淳一氏就任

６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

開催した

９月１日 置戸消防団 団長に木村茂廣氏就任

９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

11月20日 北見消防団 第９分団詰所を移転改築

12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長 鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

寄贈を受ける

平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長 主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

の寄贈を受ける

３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

４月１日 救急ＷＳ運用開始

６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

常呂町で開催した

７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

平成29年 １月24日 端野消防団 団長に笹木健生氏就任

２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

２月13日 元北見地区消防組合消防長 鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

２月13日 北見消防団 団長 高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

受ける

７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

開催した

９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団 団長 野尻裕氏就任

４月１日 消防職員定数 252名

５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

７月１日 北見消防団 団長に村田　司氏就任

７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

留辺蘂町で開催した

８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

９月６日 北海道胆振東部地震発生

道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

令和元年 ９月１日 置戸消防団 団長に沼津一憲氏就任

11月１日 訓子府消防団 団長に柴田浩幸氏就任

令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団 団長 田渕正彰氏 

就任

４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

に改めた　

４月１日 消防職員定数 266名

６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団 団長 田渕正彰氏就任

７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

選任

８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

８月23日 元訓子府消防団 団長 坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

９月16日 元北見地区消防組合消防長 鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

12月10日 留辺蘂消防団 団長に坂田圭司氏就任

令和３年 １月24日 端野消防団 団長に沼﨑栄治氏就任

３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

４月１日 第22代消防長 山田敏文氏就任

５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

11月30日 元北見地区消防組合消防長 鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

ン）の寄贈を受ける

令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団 団長 村田　司氏 

就任

４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署 開所式開催

10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署 新庁舎運用開始



−５−

 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始



−６−

 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始



−７−

 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始



−８−

 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始



−９−

 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始
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 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始
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 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始
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 昭和47年 ４月１日 北見地区消防組合設立         

   消防職員定数123名、消防団員定数550名      

    管 　 理 　 者  宇佐美　福　生      

    消 　 防 　 長  佐　渡　𠮷　朗      

    消 防 署 長  大　西　豊　寿      

    置 戸 支 署 長  高　山　良　一      

    訓 子 府 支 署 長 畠　中　　　実      

    端 野 支 署 長  水　口　輝　夫      

    北見消防団団長 中　村　幸　七      

    置戸消防団団長 星　加　秋　秀      

    訓子府消防団団長 三　宅　一　利      

    端野消防団団長 石　川　正　雄

  ４月６日 第４代消防長　中沢巽氏就任

　　　　 ５月24日 北見地区消防組合議会開かれる

     初代議長に木村劼志氏、同副議長に湊谷八重蔵氏選任

　　　　 12月４日 端野支署庁舎を増改築し、待機宿舎１棟４戸を建設した

 昭和48年 ４月１日 消防職員定数　125名

　　　　 ７月18日 北見地区消防組合議会第２代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ８月17日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 10月20日 訓子府消防団　団長に久島昭三氏就任

　　　　 12月13日 北見地区危険物安全協会置戸部会が発足した

 昭和49年 ４月１日 消防職員定数　130名

  ６月５日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

  ６月23日 第25回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 ９月４日 f日本損害保険協会より置戸支署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 10月30日 置戸消防団に北海道優良消防団として表彰旗が授与された

　　　　 12月12日 北見地区危険物安全協会訓子府部会が発足した

　　　　 ２月13日 北見信用金庫より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

 昭和50年 ３月31日 田嶋めつゑ氏より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　132名

　　　　 ５月２日 北見地区消防組合管理者に寺前武雄氏 (北見市長) が就任

　　　　 ６月11日 北見地区消防組合議会第３代議長に辻芳夫氏、第２代副議長に坂井武則氏選任 

  ８月24日 台風６号による集中豪雨で常呂川が、氾濫した

　　　　 ９月３日 北海道共済農業共同組合連合会より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 10月23日 訓子府支署職員待機宿舎　１棟３戸を新築した

 昭和51年 ２月20日 北見地区防火管理協議会 (会長　八島梯二郎氏) 発足

　　　　 ４月２日 住友生命保険会社より北見消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 消防職員定数　134名

　　　　 ６月27日 第27回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した 

  11月１日 第５代消防長　大西豊寿氏就任

 昭和52年 ４月１日 消防職員定数　139名

　　　　 ６月26日 第28回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ８月12日 北見地区消防組合議会第４代議長に遠藤森通氏選任

 昭和52年 ９月18日 北見トンネル (石北線連続立体交差化事業) 開通

 昭和53年 ４月１日 消防職員定数　146名

  ８月７日 北見地区消防組合消防本部、消防署及び消防組合議会議場が落成し、移転した

　　　　 ９月18日 f日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

 昭和54年 ６月11日 北見地区消防組合議会第５代議長に栗原太郎氏、同第３代副議長に寺崎正雄氏 

   選任

　　　　 ７月１日 消防職員定数　149名

 昭和55年 ４月１日 消防職員定数　151名

　　　　 ６月２日 訓子府消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

　　　　 ７月６日 第31回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 11月27日 消防100年記念消防団全国大会 (東京武道館)

　　　　 12月26日 消防署西出張所を北見市三輪446番地の58に新築移転した

 昭和56年 ３月30日 北見信用金庫より消防署に梯子車（41メートル級）の寄贈を受ける

　　　　 ４月１日 消防職員定数　155名

　　　　 ５月15日 防火基準適合表示要綱制定される

　　　　 ６月18日 北見地区消防組合議会第６代議長に渡辺重忠氏、同第４代副議長に𠮷田直次氏 

   選任

　　　　 ９月１日 第６代消防長　吉藤顕氏就任

　　　　 12月17日 北見消防団第１分団庁舎、合同詰所及び車庫を建設

 昭和57年 ４月１日 消防職員定数　156名

　　　　 ５月21日 ㈲三好木材店より置戸支署に指揮広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月11日 国鉄石北線でオホーツク１号が北見市豊田85番地付近で脱線

　　　　 10月３日 北見消防団第５分団第２部（現 第９分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 10月５日 北見消防団第５分団第１部（現 第８分団）の詰所及び車庫を新築移転

　　　　 12月９日 北見地区危険物安全協会より本部連絡用軽乗用車の寄贈を受ける

 昭和58年 １月５日 端野消防団　団長に安藤博司氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　159名

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第７代議長に田中慶氏、同第５代副議長に高山良一氏選任

  ７月11日 消防職員定数　161名

　　　　 ７月29日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団が出場した

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に大友成晴氏就任

　　　　 11月22日 自治体消防発足35周年記念大会式典 (日本武道館)

　　　　 11月22日 北見消防団第３分団（現 第６分団）詰所新築

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に平塚房義氏就任

 昭和59年 ２月29日 置戸支署で救急業務開始

　　　　 ４月１日 北見消防団　団長に青木康英氏就任

　　　　 11月６日 消防署に救助工作車を配備

 昭和60年 ７月１日 北見地区消防組合議会第８代議長に高橋武雄氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団が出場した

　　　　 10月３日 第21回全国消防長会消防組合委員会を北見市で開催

　　　　 10月19日 北見消防団第４分団（現 第７分団）詰所及び車庫落成

　　　　 11月６日 端野消防団第２分団詰所を新築

 昭和61年 ６月10日 北見市開基90年、市制施行45年記念式典

　　　　 ７月11日 北海道消防操法訓練大会に置戸消防団が出場した

　　　　 ８月１日 第７代消防長　萬正徳氏就任

　　　　 11月２日 消防署西出張所に３節式スノーケル車 (21メートル級) を更新配備

 昭和61年 11月７日 北見消防団第２分団（現 第５分団）詰所及び車庫を新築

 昭和62年 １月14日 北見信用金庫より端野支署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に久島正氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第９代議長に辰巳実氏、同第６代副議長に安藤義昭氏選任

　　　　 ６月12日 第39回北海道消防大会を北見市で開催

　　　　 ８月21日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

　　　　 ９月16日 毎年11月９日を「119番の日」として制定される

　　　　 12月23日 北見消防団第１分団詰所及び車庫の第２期増築を行い、第４部を統合した

 昭和63年 ８月６日 記録的な豪雨 (１時間に65ミリ) により北見駅前一帯が一時的に大洪水となる

　　　　 11月14日 北海道共済農業協同組合連合会より救急車の寄贈を受ける

　　　　 12月10日 通信指令室に地図検索装置及び指令伝送装置Ⅱ型を導入

　　　　 12月19日 北見消防団第５分団第３部（現 第10分団）に詰所及び倉庫を新築落成

　　　　 12月20日 北見消防団第５分団第２部、第３部に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置 

　　　　 12月20日 端野支署に有線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

 平成元年 ３月６日 端野消防団に消防庁長官より表彰旗が授与された

  ４月１日 消防職員定数　162名

  ４月10日 第８代消防長　村瀬哲實氏就任

　　　　 ７月３日 北見地区消防組合議会第10代議長に森務氏選任

　　　　 ８月１日 北見消防団に団本部を設置 (本部長、飯田安藏氏)

　　　　 ９月18日 g日本損害保険協会より北見消防署に水槽付消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月14日 端野消防団第１分団第３部に詰所を新設

　　　　 11月28日 北見消防団第５分団第４部（現 第11分団）に車庫兼詰所を建設

　　　　 12月５日 端野消防団第５分団に詰所を新設

 平成２年 ３月７日 消防史、「北見の消防」が発刊された

　　　　 ４月１日 消防職員定数　164名

　　　　 ６月13日 平成２年度網走川・常呂川連合水防演習

　　　　 11月26日 北海道共済農業協同組合連合会より訓子府支署に救急自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月28日 訓子府支署で救急業務開始

　　　　 11月30日 訓子府支署に無線通信連絡システム導入

　　　　 12月15日 置戸支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月17日 置戸支署消防庁舎建設落成

 平成３年 １月27日 訓子府町において、消防組織75年式典及び訓子府消防史発刊

  ４月１日 消防職員定数　165名

　　　　 ４月26日 北見西ロータリークラブより本部指令車の寄贈を受ける

  ５月22日 北見地区消防組合議会第11代議表に小泉順裕氏、同第７代副議長に田嶋博氏選任

　　　　 ６月30日 第42回北海道消防協会網走地方支部北見地方分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ８月１日 北見消防団に女性部発足

　　　　 10月21日 ㈱北見日産自動車より北見消防署に査察指導車の寄贈を受ける

　　　　 11月１日 災害弱者緊急通報システム導入

 平成４年 ３月25日 通信指令室及び消防自動車車庫増築竣工

　　　　 ４月１日 消防職員定数　170名

　　　　 ４月１日 指名隊員４名による水難救助隊が発足し、潜水業務を可能とする水難救助活動

   を開始する

　　　　 ７月31日 北海道消防操法訓練大会に訓子府消防団が出場した

　　　　 ９月11日 台風17号来襲、各地で交通寸断

　　　　 10月１日 ＪＲ石北本線東部立体交差竣工

 平成４年 12月４日 端野町緋牛内コミュニティー消防センター (164.43㎡) 竣工

　　　　 12月21日 消防署南出張所 (543.77㎡) 及び防災資機材備蓄施設 (194.32㎡) 竣工

 平成５年 １月30日 消防緊急通信指令施設 (Ⅱ型) 竣工

　　　　 ３月31日 訓子府消防団日出分団に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 ４月１日 消防職員定数　171名

　　　　 ６月１日 置戸消防団に女性部発足

　　　　 ７月２日 北見地区消防組合議会第12代議長に佐川薫氏選任

　　　　 ７月12日 南西沖地震発生により水難救助隊派遣

　　　　 10月４日 消防緊急通信指令施設気象情報収集装置を導入

　　　　 11月18日 自治体消防45年記念式典が東京ドームで開催

　　　　 12月25日 端野消防団に女性班発足

　　　　 12月27日 消防訓練塔落成　主塔 (地下１階地上７階建、地上高23.2ｍ) 副塔 (地上３階建、

   地上高9.84ｍ)

 平成６年 １月１日 端野消防団に団本部を設置 (本部長　五十嵐優氏)

　　　　 ４月１日 消防職員定数　174名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　552名

　　　　 ５月21日 週休２日制を導入

　　　　 ９月16日 f日本消防協会より北見消防署に救急自動車１台の寄贈を受ける

　　　　 10月６日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

 平成７年 ３月17日 北見地区危険物安全協会30周年記念式典が開催された

　　　　 ３月20日 高規格救急自動車運用開始

　　　　 ４月１日 消防職員定数　178名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に小山健一氏 (北見市長) が就任

　　　　 ５月19日 第９代消防長　橘邦朋氏就任

　　　　 ５月22日 北見地区消防組合議会第13代議長に佐々木雄一氏、同第８代副議長に中田秀生

   氏選任

　　　　 ５月26日 北見中央ライオンズクラブより北見消防署に広報車の寄贈を受ける

　　　　 ６月18日 第46回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

　　　　 ７月14日 消防団員定数　560名

　　　　 ８月15日 置戸消防団　団長に中田秀生氏就任

  ８月29日 f日本消防協会より本部広報車の寄贈を受ける

  ８月31日 前消防長大西豊寿氏より懸垂幕昇降装置の寄贈を受ける

　　　　 ９月４日 北海道共済農業協同組合連合会より端野支署に救急車の寄贈を受ける

  11月１日 訓子府町消防団に女子部発足

　　　　 11月１日 消防団員定数　565名

　　　　 11月30日 端野町協和コミュニティ消防センター竣工

　　　　 12月１日 訓子府消防団　団長に坂井悠紀氏就任

　　　　 12月11日 端野支署消防庁舎移転新築

 平成８年 １月１日 端野支署で救急業務開始

　　　　 １月１日 端野消防団組織を４分団制に改めた

　　　　 １月５日 端野消防団　団長に中橋豊明氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　180名

　　　　 ５月10日 北見地区防火管理者協議会20周年記念式典を北見市で開催

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第９代副議長に瀬口強氏選任

　　　　 ７月14日 北見市開基100年祝賀パレードに北見消防団、北見地区消防音楽隊参加

  ７月15日 北見市開基100年　市民参加劇に北見地区消防音楽隊参加

 平成８年 ７月22日 消防署通信指令室に仮眠室を新設

　　　　 10月14日 坂井悠紀氏（訓子府消防団長）より、訓子府消防団に広報車の寄贈を受ける 

  12月５日 消防署救急仮眠室を個室化

 平成９年 １月24日 端野消防団　団長に塚本誠氏就任

　　　　 ３月31日 消防署西出張所に高規格救急自動車を配備

　　　　 ４月１日 消防職員定数　182名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　580名

　　　　 ５月１日 置戸消防団に団本部を設置

　　　　 ５月１日 訓子府消防団組織を３分団制に改めた

　　　　 ６月22日 第48回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第14代議長に山川尚子氏選任

　　　　 ７月24日 北海道消防操法訓練大会に北見消防団、置戸消防団出場

　　　　 ８月27日 消防署西出張所救急仮眠室を個室化

 平成10年 １月22日 道東地区消防職員意見発表会が北見市で開催された

　　　　 ４月１日 第10代消防長　村田浩氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　183名

　　　　 ６月21日 自治体消防制度50周年記念第49回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演

   習を北見市で開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に飯田安藏氏就任

　　　　 ９月９日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 12月11日 訓子府支署に無線遠隔サイレン吹鳴装置を設置

　　　　 12月25日 端野支署に小型動力ポンプ付水槽車Ⅱ型を配備

 平成11年 ４月１日 消防職員定数　187名

　　　　 ５月１日 北見地区消防組合管理者に神田孝次氏（北見市長）が就任

　　　　 ５月20日 第11代消防長　伊藤弘氏就任

　　　　 ５月26日 北見地区消防組合議会第15代議長に井戸正麿氏、同第10代副議長に橋本憲治氏

   選任

  ６月３日 全国消防長会組合消防委員会を北見市で開催

  ９月１日 置戸消防団　団長に石井幸夫氏就任

　　　　 ９月20日 g日本損害保険協会より北見消防署に消防ポンプ自動車の寄贈を受ける

　　　　 11月19日 消防署仮眠室を個室化

 平成12年 ４月１日 北見地区消防設備安全協会設立

　　　　 ４月１日 北見消防団組織を５分団制から11分団制に改めた

　　　　 ４月22日 有珠山噴火に伴い緊急消防援助隊派遣

　　　　 ６月18日 第51回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を訓子府町で開催した

　　　　 ６月30日 消防署南出張所に化学車を更新配備

　　　　 ８月２日 消防署に45メートル級梯子車を更新配備

 平成13年 ４月１日 第12代消防長　中谷征裕氏就任

　　　　 ４月１日 消防職員定数　189名

　　　　 ７月９日 北見地区消防組合議会第16代議長に坂本日出男氏選任

　　　　 ７月26日 北海道消防操法訓練大会に端野消防団出場

　　　　 ８月７日 置戸支署仮眠室を個室化

　　　　 ９月４日 消防署に救助工作車を更新配備

　　　　 ９月８日 北見市地域救急災害合同訓練が北見市で開催された

　　　　 11月２日 訓子府支署に高規格救急自動車を配備

 平成14年 ４月１日 第13代消防長　鈴木正末氏就任

 平成14年 ４月１日 消防職員定数　191名

　　　　 ４月４日 北海道消防協会網走地方支部長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

　　　　 ５月１日 北見消防団組織を11分団制から13分団制に改め、女性部を団本部ミント分団、 

   本部員を団本部零分団に改めた

　　　　 ６月16日 第53回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を置戸町で開催した

　　　　 10月２日 置戸支署に高規格救急自動車を配備

　　　　 12月14日 消防署東出張所庁舎移転改築

 平成15年 ４月１日 消防職員定数　193名

　　　　 ４月１日 消防団員定数　585名 (北見　223名、置戸　127名、訓子府　105名、端野　130名)

　　　　 ５月28日 北見地区消防組合議会第17代議長に鳥越良孝氏、同第11代副議長に佐藤輝昭氏

   選任

　　　　 ７月６日 消防署・北見消防団・消防関係５団体の消防防災総合訓練・自主防災総合訓練

   を統合し『防災フェスティバル2003』を開催

　　　　 ９月１日 置戸消防団　団長に桑山隆氏就任

　　　　 10月14日 全国共済農業協同組合連合会北海道本部より消防署に救急車の寄贈を受ける

　　　　 11月20日 自治体消防55周年記念大会が東京ドームで開催

　　　　 11月28日 消防署東出張所に高規格救急自動車を配備

 平成16年 １月14日 北見地方にて観測史上最高の積雪深度171cmを記録し大雪と暴風雪による雪害

           〜２月10日 が発生した

  ２月13日 北見消防団に災害時団員輸送のためのマイクロバス ( 26人乗り) を配備

　　　　 ３月30日 ＩＴ化推進事業により、北見地区消防組合のホームページを開設するとともに、 

   本部・署・所において庁内ＬＡＮを構築しグループウェアを導入し情報の共有

   化を図った

  ４月１日 消防職員定数　195名        

　　　　 ６月27日 第55回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を端野町で開催した

  ９月８日 台風18号の上陸に伴い北見地方にて暴風災害が発生した

　　　　 ９月９日 全国消防長会組合消防委員会北ブロック会議を北見市で開催した

　　　　 10月25日 消防本部庁舎の暖房設備改修工事を行い、ボイラー運転の無人化を図った

  11月19日 消防本部庁舎屋上防水工事の竣工

 平成17年 １月24日 端野消防団　団長に五十嵐優氏就任

　　　　 ３月20日 北見消防100年記念式典を開催した

　　　　 ４月１日 第14代消防長　新井山勉氏就任

　　　　 ６月26日 第56回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合演習を北見市で開催した

　　　　 ７月11日 北見地区消防組合議会第18代議長に小野哲昭氏選任

　　　　 ７月21日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に北見消防団出場（準優勝）　　　

　 11月１日 北見消防100年記念事業の一環として、消防史「北見の消防第２巻」が発行された　 

 平成18年 ３月２日 訓子府支署仮眠室を整備し消防待機室を廃止する

　　　　 ３月５日 北見市・端野町・常呂町・留辺蘂町が合併し構成市町が北見市、置戸町及び

   訓子府町の１市２町になる

   消防職員定数　240名（北見　212名　置戸　14名　訓子府　14名）

   消防団員定数　820名（北見　223名　端野　130名　常呂　100名　留辺蘂　135名

   　　　　　　　　　　置戸　127名　訓子府　105名）   

   消防署は１消防署　３支署　３出張所を、１消防署　５支署　３出張所体制とした

   消防団は４消防団　４団本部　24分団を、６消防団　６団本部　31分団体制とした

   常呂消防団　団長に鈴木輝幸氏、留辺蘂消防団　団長に林勇氏就任

　　　　 ４月１日 北海道消防協会副会長に北見消防団　団長　飯田安藏氏就任

 平成18年 ４月１日 北海道消防協会網走地方支部北見分会長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月23日 北見地区消防組合議会第19代議長に小畑紘司氏選任

　　　　 ６月９日 第58回北海道消防大会を北見市で開催

　  北見消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ６月30日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に広報車（更新）の寄贈を

   受ける

  10月30日 訓子府町ライオンズクラブより訓子府消防団に消防機材車の寄贈を受ける　

 平成19年 ６月23日 北見市にて水道水濁り水流入による大規模な断水が発生し、北見市より給水活

           〜８月９日 動の要請があり、網走支庁管内各消防本部及び旭川市・釧路市消防本部の応援

   を受け、最大時21台の大型水槽車等で臨時給水所及び医療福祉機関への給水活

　　　　　　　　　　　 動を実施した

　 10月１日 第15代消防長　高屋敷渉氏就任

　　　　 12月22日 坂井悠紀氏（訓子府消防団　団長）より、訓子府消防団に人員輸送車の寄贈を受ける

 平成20年 ３月10日 通信指令室に高機能消防指令センター導入し、組合内の通信指令体制の一元化

   を図った

　　　　 ４月１日 常呂消防団　団長に永田次男氏就任

  ６月29日 第59回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で開催した

　　　　 ７月17日 北見地区消防組合議会第20代議長に佐藤輝昭氏、同第12代副議長に真柳正裕氏選任

　　　　  北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

　　　　 ７月５日 北海道洞爺湖サミット消防特別警戒に化学車小隊及び予防警戒員を派遣

　　　　 12月10日 留辺蘂消防団　団長に野尻裕氏就任

　　　　 12月21日 北見地区消防組合管理者に小谷毎彦氏（北見市長）が就任

 平成21年 ３月25日 消防署南出張所に25メートル級屈折梯子車を更新配備

  ７月12日 第60回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で開催した

 平成22年 ４月１日 第16代消防長　高田健氏就任

   北海道消防協会網走地方支部長に訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏就任

　　　　 ５月14日 北見地区消防組合議会第21代議長に高橋克博氏、

   同第13代副議長に表宏樹氏選任

  ６月27日 第61回北海道消防協会網走地方支部北見分会連合消防演習を北見市留辺蘂町で

   開催した

　　　　 ７月１日 北見消防団　団長に高橋勝志氏就任

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会ポンプ車操法の部に留辺蘂消防団出場（準優勝）

 平成23年 ３月11日 東日本大震災発生（東北地方に甚大な被害をもたらした）

　　　　 ３月16日 緊急消防援助隊（北海道第２次派遣隊）として２隊７名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ３月28日 緊急消防援助隊（北海道第６次派遣隊）として１隊５名が宮城県石巻市へ派遣される

  ４月５日 前北見消防団　団長　飯田安藏氏より人員輸送車「ｉｆいいだ号」の寄贈を受ける

　　　　 ４月17日 緊急消防援助隊（北海道第11次派遣隊）として１隊３名が宮城県石巻市へ派遣される

　　　　 ４月25日 緊急消防援助隊（北海道第13次派遣隊）として１隊２名が宮城県石巻市へ派遣される

 平成24年 ４月１日 第17代消防長　岡田雅裕氏就任

  ４月１日 常呂消防団　団長に田渕正彰氏就任

  ６月26日 常呂漁業協同組合より消防署常呂支署に指揮車・輸送車の寄贈を受ける

  ７月１日 第63回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   端野町で開催した

  ８月22日 北見ライオンズクラブから北見消防署・北見消防団に広報車の寄贈を受ける

  12月６日 北見地区消防組合管理者に櫻田真人氏（北見市長）が就任

 平成25年 １月24日 端野消防団　団長に村中淳氏就任

 平成25年 ７月19日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に訓子府消防団出場

  11月25日 消防団120年・自治体消防65周年記念大会が東京ドームで開催

  11月30日 常呂消防100年記念式典を開催した。

  12月３日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防連絡車

   「すずき号」の寄贈を受ける

 平成26年 ４月17日 総務省消防庁より無償貸与車両（拠点機能形成車両）が配備される

  ５月19日 北見地区消防組合議会第22代議長に宮沢祐一郎氏、

   同14代副議長に小川清人氏選任

  ６月８日 第65回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市で

   開催した

  11月９日 留辺蘂消防100年記念式典を開催した

 平成27年 ２月８日 訓子府消防100年記念式典祝賀会を開催した

  ３月６日 北見地区危険物安全協会（会長　石崎猛雄氏）設立50周年記念式典祝賀会を

   開催した

  ３月10日 常呂消防団に日本消防協会長より特別表彰「まとい」が授与された

  ４月１日 第18代消防長　佐藤淳一氏就任

  ６月28日 第66回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を訓子府町で

   開催した

  ９月１日 置戸消防団　団長に木村茂廣氏就任

  ９月27日 北見地区消防組合管理者に辻　直孝氏（北見市長）が就任

  11月20日 北見消防団　第９分団詰所を移転改築

  12月４日 元北見地区消防組合消防本部消防長　鈴木正末氏より消防音楽隊制服一式の

   寄贈を受ける

 平成28年 ２月19日 北見地区防火管理協議会（会長　主藤隆臣氏）より新庁舎用デジタルサイネージ 

   の寄贈を受ける

  ３月１日 小柳直久氏（北見市消防後援会会長）より新庁舎用備品一式の寄贈を受ける

  ４月１日 救急ＷＳ運用開始

  ６月18日 第67回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   常呂町で開催した

  ７月15日 北海道消防操法訓練大会小型ポンプ操法の部に常呂消防団出場

  ７月19日 北見地区消防組合議会第23代議長に小川清人氏、同15代副議長に中崎孝俊氏選任

  11月20日 置戸消防100年記念式典を開催した

 平成29年 １月24日 端野消防団　団長に笹木健生氏就任

  ２月２日 消防署西出張所庁舎耐震・大規模改修工事竣工

  ２月13日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より新庁舎用備品の寄贈を受ける

  ２月13日 北見消防団　団長　高橋勝志氏より、新消防庁舎用階段手摺の寄贈を受ける

  ３月１日 北見地区消防組合消防本部・消防署　新庁舎運用開始

  ３月25日 北見地区消防組合消防本部・消防署　開所式開催

  ４月20日 北見白樺ライオンズクラブより消防署に災害防除車（ホイルローダ）の寄贈を

   受ける

  ７月９日 第68回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を置戸町で

   開催した

  ９月１日 北見地区消防組合消防署留辺蘂支署　新庁舎運用開始

  11月12日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　新庁舎運用開始

  12月３日 北見地区消防組合北見消防団統合詰所　開所式開催

 平成30年 ３月７日 自治体消防70周年記念式典が国技館で開催

 平成30年 ４月１日 第19代消防長　板東克浩氏就任

  ４月１日 北見地区消防組合消防署救助課による水難救助活動を開始する

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に留辺蘂消防団　団長 野尻裕氏就任

  ４月１日 消防職員定数　252名

  ５月30日 北見地区消防組合議会第24代議長に中崎孝俊氏、同第16代副議長に 隅田一男氏選任

  ７月１日 北見消防団　団長に村田　司氏就任

  ７月15日 第69回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を北見市

   留辺蘂町で開催した

  ８月31日 留辺蘂消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ９月６日 北海道胆振東部地震発生

   道内広域消防応援隊（後方支援小隊）として１隊７名が厚真町へ派遣される

 平成31年 ４月１日 第20代消防長　水戸秀信氏就任

  ４月１日 119番通報の多言語通訳サービス運用開始

 令和元年 ９月１日 置戸消防団　団長に沼津一憲氏就任

  11月１日 訓子府消防団　団長に柴田浩幸氏就任

 令和２年 ４月１日 第21代消防長　橘井和明氏就任

  ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏 

   就任

  ４月１日 訓子府消防団組織を３分団制から４分団制に改め、団本部女子部をくるね分団 

   に改めた　

  ４月１日 消防職員定数　266名

  ６月19日 北海道消防協会オホーツク地方支部長に常呂消防団　団長　田渕正彰氏就任

  ７月５日 第71回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ７月14日 北見地区消防組合議会第25代議長に隅田一男氏、同第17代副議長に中崎孝俊氏 

   選任

  ８月22日 置戸消防団に北海道消防協会長より表彰旗が授与された

  ８月23日 元訓子府消防団　団長　坂井悠紀氏より訓子府指揮車の寄贈を受ける

  ９月16日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部１号車の寄贈を受ける

  11月１日 Net119緊急通報システム運用開始

  12月10日 留辺蘂消防団　団長に坂田圭司氏就任

 令和３年 １月24日 端野消防団　団長に沼﨑栄治氏就任

  ３月５日 端野消防団に日本消防協会長より表彰旗が授与された

  ４月１日 第22代消防長　山田敏文氏就任

  ５月15日 北見西ロータリークラブより消防本部に指令車の寄贈を受ける

  ７月４日 第72回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を端野町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  11月30日 元北見地区消防組合消防長　鈴木正末氏より本部４号車・無人航空機（ドロー 

   ン）の寄贈を受ける

 令和４年 ４月１日 北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会長に北見消防団　団長　村田　司氏 

   就任

  ４月１日 留辺蘂消防団組織を３分団制から８分団制に改め、女性部を発足した

  ６月19日 第73回北海道消防協会オホーツク地方支部北見分会連合消防演習を美幌町で開 

   催予定であったが、新型コロナウイルス感染症拡大により中止とした

  ９月20日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　開所式開催

  10月１日 北見地区消防組合消防署訓子府支署　新庁舎運用開始
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昭和48年11月３日

昭和49年４月29日

昭和49年４月29日

昭和49年11月３日

昭和52年４月29日

昭和54年４月29日

昭和54年11月３日

昭和56年11月３日

昭和57年11月３日

昭和58年４月29日

昭和58年11月３日

昭和58年11月３日

昭和59年11月３日

昭和60年４月29日

昭和61年11月３日

昭和62年４月29日

昭和63年４月29日

昭和63年４月29日

平成３年４月29日

平成４年４月29日

平成６年４月29日

平成７年４月29日

平成７年11月３日

平成８年11月３日

平成９年４月29日

平成11年２月７日

平成11年４月29日

平成11年11月19日

平成12年４月29日

平成13年４月29日

平成13年４月29日

平成14年４月29日

平成15年11月３日

平成16年４月29日

平成16年11月３日

平成16年11月３日

平成17年１月28日

平成17年４月29日

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲 ４ 等 瑞 宝 章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

勲７等青色桐葉章

勲５等双光旭日章

勲 ７ 等 瑞 宝 章

勲７等青色桐葉章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲６等単光旭日章

勲６等単光旭日章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

勲６等単光旭日章

勲６等単光旭日章

勲６等単光旭日章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

勲７等青色桐葉章

勲６等単光旭日章

藍 綬 褒 章

勲５等双光旭日章

勲６等単光旭日章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

勲６等単光旭日章

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲 ４ 等 瑞 宝 章

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲６等単光旭日章

勲６等単光旭日章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章

高 　 田 　 定 之 助

青 　 木 　 　 　 武

中 　 谷 　 中 　 松

輿 　 石 　 　 　 碇

石 　 井 　 易 五 郎

松 　 岩 　 三 喜 治

山 　 本 　 以 　 文

松 　 浦 　 利 　 雄

桑 　 山 　 三 　 郎

石 　 川 　 正 　 雄

中 　 村 　 幸 　 七

富 　 澤 　 重 　 次

高 　 橋 　 農 夫 男

野 　 村 　 竹 　 夫

森 　 谷 　 耐 　 二

佐 々 木 　 正 　 男

奥 　 山 　 　 　 力

橋 　 本 　 久 　 二

伊 　 藤 　 静 　 夫

丹 　 羽 　 喜 　 衛

安 　 藤 　 博 　 司

大 　 西 　 豊 　 壽

今 　 泉 　 寛 　 次

菊 　 田 　 廣 　 義

中 　 　 　 富 　 榮

引 　 地 　 　 　 進

青 　 木 　 康 　 英

大 　 友 　 成 　 晴

中 　 田 　 秀 　 生

森 　 谷 　 順 　 二

清 　 水 　 平 　 士

岡 　 村 　 信 　 一

流 　 水 　 正 　 男

横 　 山 　 行 　 男

二 　 俣 　 　 　 弘

石 　 井 　 幸 　 夫

久 島 昭 三

山 　 春 義

元北見消防団　団長

元置戸消防団　団長

元北見消防団副団長

元訓子府消防団副団長

元置戸消防団　団長

元北見消防団副団長

元置戸消防団分団長

元北見消防団副分団長

元置戸消防団副団長

元端野消防団　団長

元北見消防団　団長

元北見消防本部主幹

元北見消防団副団長

元北見消防団副団長

元北見消防団副団長

元置戸消防団副団長

元北見消防団副団長

元北見消防団副団長

元北見消防団部長

元北見消防団副団長

端野消防団　団長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元北見消防団副団長

元北見消防団副団長

元北見消防団副団長

元北見地区消防組合消防署長

元北見消防団　団長

元置戸消防団　団長

元置戸消防団　団長

元北見消防団副団長

元置戸消防団分団長

元北見消防団分団長

元北見地区消防組合消防署次席

元北見地区消防組合消防本部主幹

元北見地区消防組合消防本部総務課長

元置戸消防団　団長

元訓子府消防団　団長

元北見消防団副団長

受　章　年　月　日 種　　　　　類 氏　　　　　　　　名 所　　　　　　　　属

昭和47年から
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受　章　年　月　日 種　　　　　類 氏　　　　　　　　名 所　　　　　　　　属

平成17年11月３日

平成17年11月３日

平成17年12月７日

平成18年４月29日

平成18年11月３日

平成18年11月３日

平成18年11月３日

平成18年11月３日

平成19年４月29日

平成19年４月29日

平成19年11月３日

平成19年11月３日

平成19年11月３日

平成20年４月29日

平成20年11月３日

平成20年11月３日

平成20年11月３日

平成20年11月28日

平成21年４月29日

平成21年４月29日

平成21年４月29日

平成21年４月29日

平成21年４月29日

平成21年11月３日

平成21年11月３日

平成21年11月３日

平成22年４月29日

平成22年11月３日

平成23年４月１日

平成23年４月29日

平成23年４月29日

平成23年７月12日

平成23年11月３日

平成23年11月３日

平成24年３月１日

平成24年４月29日

平成24年４月29日

平成24年６月１日

平成24年11月１日

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

藍 綬 褒 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

元訓子府消防団　団長

元北見地区消防組合消防本部予防課長

元訓子府消防団副団長

元北見地区消防組合消防署消防課長

訓子府消防団　団長

元常呂消防団分団長

元常呂消防団分団長

元北見地区消防組合消防署主幹

置戸消防団　団長

元北見地区消防組合消防署参事

元北見地区消防組合訓子府支署長

元北見地区消防組合置戸支署長

元北見地区消防組合消防署南出張所主幹

元留辺蘂町消防本部消防署長事務取扱代行

留辺蘂消防団　団長

元北見地区消防組合消防署長

元留辺蘂消防団副団長

元留辺蘂消防団　団長

端野消防団　団長

北見消防団副団長

留辺蘂消防団副団長

元北見地区消防組合消防署参事

元留辺蘂消防団副団長

訓子府消防団副団長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元常呂消防団　団長

元網走地区消防組合消防本部次長兼常呂分署長

元留辺蘂町消防本部消防課長

元置戸消防団分団長

元北見地区消防組合消防署長

訓子府消防団分団長

元訓子府消防団分団長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元北見消防団副団長

元留辺蘂町消防団副分団長

元北見消防団　団長

元北見地区消防組合通信指令室長

元置戸消防団分団長

元留辺蘂消防団分団長

平 塚 房 義

沼 倉 悦 郎

久 原 清 喜

中 村 晴 男

坂 井 悠 紀

鈴 木 　 章

馬 渕 　 弘

釘 田 貞 一

桑 山 　 　

磯 江 英 典

小 林 　 敦

高 橋 　 稔

和 崎 　 猛

島 　 章 一

林 勇

長 堀 茂 俊

岡 田 　 勉

林 勇

五 十 嵐 　 　 　 優

安 田 廣 夫

藤 田 俊 博

小 中 信 文

丹 治 　 晃

西 山 孝 正

伊 藤 　 弘

阿 部 只 義

北 野 　 護

掛 端 祐 吉

菊 池 　 貢

佐 渡 谷 　 正 　 裕

武 永 重 道

鈴 木 信 愛

鈴 木 正 末

二 瓶 廣 二

岡 　 正 彦

飯 田 安 藏

松 村 則 良

佐 久 間 　 　 　 彰

岡 田 　 誠
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受　章　年　月　日 種　　　　　類 氏　　　　　　　　名 所　　　　　　　　属

平成24年11月３日

平成24年11月３日

平成25年４月29日

平成25年４月29日

平成25年11月３日

平成25年11月３日

平成25年11月３日

平成25年11月３日

平成26年６月26日

平成26年６月26日

平成26年７月26日

平成26年11月３日

平成27年４月29日

平成27年４月29日

平成27年４月29日

平成27年11月３日

平成28年４月29日

平成28年４月29日

平成28年４月29日

平成28年11月３日

平成28年11月３日

平成29年４月29日

平成29年４月29日

平成29年４月29日

平成29年４月29日

平成29年11月３日

平成29年11月３日

平成30年３月31日

平成30年４月29日

平成30年４月29日

平成30年４月29日

平成30年４月29日

平成30年10月１日

平成30年11月３日

平成30年11月３日

平成30年11月３日

平成31年４月１日

令和元年５月21日

令和元年５月21日

令和元年８月23日

令和元年11月３日

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

紺 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

紺 綬 褒 章

瑞 宝 小 綬 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

元留辺蘂消防団副団長

元北見地区消防組合通信指令室長

元北見地区消防組合消防署消防課長

元留辺蘂町消防団分団長

置戸消防団副団長

元北見地区消防組合消防署救急課長

元留辺蘂町消防団副分団長

元訓子府消防団副団長

元訓子府消防団分団長

元北見地区消防組合訓子府支署長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元北見地区消防組合通信指令室長

元北見地区消防組合消防署南出張所長

元留辺蘂消防団副団長

北見消防団副団長

元北見地区消防組合消防署東出張所長

元北見地区消防組合消防署南出張所長

元置戸消防団　団長

常呂消防団　団長

元訓子府消防団副団長

常呂消防団副団長

元北見地区消防組合留辺蘂支署長

元端野消防団　団長

北見消防団副団長

留辺蘂消防団　団長

元北見地区消防組合消防署南出張所長

留辺蘂消防団副団長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元常呂消防団副団長

元訓子府消防団副分団長

置戸消防団副団長

元北見消防団分団長

元北見地区消防組合消防署東出張所係長

元訓子府消防団部長

北見消防団副団長

元置戸消防団分団長

元北見地区消防組合消防署西出張所係長

元訓子府消防団副団長

元常呂消防団副団長

元北見地区消防組合消防本部次長

村 井 弘 司

小 野 寺 　 　 　 陛

前 　 行 雄

西 部 一 男

木 村 茂 廣

小 野 勝 代

山 梨 昭 雄

輿 石 英 男

浜 出 勝 治

花 岡 隆 男

鈴 木 正 末

古 　 賀 　 　 　 登

飯 　 田 　 庄 三 郎

植 松 和 磨

古 屋 敏 文

浅 田 敏 　

丹 羽 憲 二

桑 山 　 隆
田 渕 正 彰

武 永 重 道

小 形 良 一

保 木 元 　 信 　 市

五 十 嵐 　 　 　 優

谷 本 勇 治

野 尻 　 裕

山 川 和 彦

村 川 　 隆
鈴 木 正 末
新 井 山  　 勉
小 松 澤 　 康 　 司
八 島 俊 弘
佐 藤 幸 一
森 田 幸 一
斎 　 藤 　 　 　 勉
澤 田 森 民
松 本 義 彦
百 　 瀬 　 久 　 勝
山 　 下 　 　 　 弘
西 　 山 　 孝 　 正
小 　 形 　 良 　 一
氏 　 家 　 　 　 忍



−16−

受　章　年　月　日 種　　　　　類 氏　　　　　　　　名 所　　　　　　　　属

昭和48年３月２日

昭和50年４月29日

昭和56年４月29日

昭和57年10月23日

昭和60年３月29日

平成元年４月29日

平成６年11月３日

平成７年４月29日

平成７年９月９日

平成17年11月３日

藍 綬 褒 章

勲６等単光旭日章

勲5等双光旭日章

叙 位 正 六 位

勲６等単光旭日章

勲６等単光旭日章

勲６等単光旭日章

藍 綬 褒 章

勲６等単光旭日章

瑞 宝 単 光 章

留辺蘂町消防団　団長

元留辺蘂町消防団分団長

元留辺蘂町消防団　団長

元留辺蘂町消防団　団長

元留辺蘂町消防団分団長

元留辺蘂町消防団副団長

元留辺蘂町消防団副団長

留辺蘂町消防団　団長

元留辺蘂町消防団副団長

元留辺蘂町消防団副団長

赤 　 坂 　 徳 太 郎

佐 々 木 　 義 　 信

赤 　 坂 　 徳 太 郎

赤 　 坂 　 徳 太 郎

山 口 勝 美

愛 沢 　 明

池 上 昭 夫

山 田 　 寛

藤 原 一 夫

佐 藤 正 雄

受　章　年　月　日 種　　　　　類 氏　　　　　　　　名 所　　　　　　　　属

昭和56年４月29日

平成11年８月23日

勲 ５ 等 瑞 宝 章

勲 ６ 等 瑞 宝 章

元常呂消防団　団長

元常呂消防団分団長

小 林 秀 明

平 間 幸 正

旧常呂町

旧留辺蘂町

受　章　年　月　日 種　　　　　類 氏　　　　　　　　名 所　　　　　　　　属

令和元年11月３日

令和２年４月29日

令和２年４月29日

令和２年４月29日

令和２年４月29日

令和２年11月３日

令和２年11月３日

令和２年11月３日

令和２年11月３日

令和３年３月１日

令和３年４月29日

令和３年４月29日

令和３年11月３日

令和３年11月３日

令和３年11月３日

令和４年４月29日

令和４年４月29日

令和４年４月29日

令和４年４月29日

令和４年11月３日

令和４年11月３日

令和４年11月３日

藍 綬 褒 章

瑞 宝 小 綬 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 双 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 小 綬 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

瑞 宝 単 光 章

瑞 宝 単 光 章

藍 綬 褒 章

常呂消防団副団長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元北見地区消防組合消防署西出張所長

元常呂消防団　団長

端野消防団　団長

元北見地区消防組合消防署消防課長

元置戸消防団　団長

置戸消防団　団長

留辺蘂消防団副団長

元北見消防団分団長

元北見地区消防組合消防署救急課長

元北見消防団副団長

元北見地区消防組合消防署留辺蘂支署警備課長補佐

元訓子府消防団　団長

北見消防団　団長

元北見地区消防組合消防本部消防長

元北見地区消防組合消防署常呂支署長

元北見消防団分団長

北見消防団副団長

元北見地区消防組合消防署南出張所長

元留辺蘂消防団副団長

元訓子府消防団副団長

伊 　 藤 　 欣 　 也
髙 屋 敷 　 　 　 渉

岡 中 哲 治

永 田 次 男

笹 木 健 生

苅 谷 利 雄

木 村 茂 廣

沼 津 一 憲

西 野 克 利

小 野 春 作

佐 々 木 　 順 　 一

古 屋 敏 文

安 田 　 薫

坂 井 悠 紀

村 田 　 司

高 田 　 健

山 口 泉 一

中 村 俊 輔

工 藤 秀 雄

中 島 　 実

村 川 　 隆

佐 藤 好 広



公 有 財 産 ( 建 物 ) 一 　覧
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区　　　　分 所 　 在 　 地 構　　　　　　造 延べ面積 土地面積建　　　築

消 防 本 部 消 防 署
北 見 消 防 団 統 合 詰 所

消 防 署 西 出 張 所

消 防 署 東 出 張 所

消 防 署 南 出 張 所 及 び
防災資機材地域備蓄施設

消 防 訓 練 塔 （ 主 塔 ）
　 　 　 　 　 （ 副 塔 ）

北見消防団　第 ５ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ６ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ７ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ８ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ９ 分 団

　 　 〃 　 　 第 10 分 団

旧北見消防団第10分団

端 野 支 署
端野消防団第1分団第1部・第2部

端野消防団第1分団第1部

　　　〃　　　〃　第2部

　 　 〃 　 　 第 ２ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ３ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ４ 分 団

常 呂 支 署
常 呂 消 防 団 第 １ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ２ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ３ 分 団

　 　 〃 　 　 第 ４ 分 団

留 辺 蘂 支 署

留 辺 蘂 支 署 仲 町 倉 庫

留辺蘂消防団留辺蘂第1分団・第3分団

　　 〃　　第 ２ 分 団

温 根 湯 温 泉 分 遣 所
留 辺 蘂 消 防 団 温 根 湯
第１分団・第２分団・第３分団

留辺蘂消防団温根湯第４分団

留辺蘂消防団瑞穂分団

置 戸 支 署

置 戸 消 防 団 秋 田 分 団

　 　 〃 　 　 境 野 分 団

　 　 〃 　 　 勝 山 分 団

訓 子 府 支 署

訓子府消防団日出分団

北見市寿町２丁目１−28
　

　〃　中央三輪７丁目446−58

　〃　春光町３丁目10−６

　〃　広明町210−３

　　　　　〃

　〃　上ところ173

　〃　仁頃町242−２

　〃　上仁頃128−２

　〃　相内町63

　〃　東相内町287

　〃　富里172−１

　〃　豊田535−１

　〃　端野町二区469−１

　〃　端野町協和239−１

　〃　端野町川向167

　〃　端野町一区55−３

　〃　端野町緋牛内1388−2

　〃　端野町豊実259−１

　〃　常呂町字常呂558

　〃　常呂町字栄浦145−1

　〃　常呂町字日吉213

　〃　常呂町字豊川64−４

　〃　留辺蘂町旭公園99-18

　〃　留辺蘂町仲町95−13

　〃　留辺蘂町元町９

　〃　留辺蘂町栄町30−９

　〃　留辺蘂町温根湯温泉111−1

　〃　留辺蘂町大和355−3

　〃　留辺蘂町瑞穂31−２

置戸町字置戸192

　〃　字秋田279−８

　〃　字境野84−１

　〃　字勝山235

訓子府町東幸町５番地

　　〃　字日出28−14

鉄筋コンクリート造　４階

鉄筋コンクリート造　２階　　　　

　　　　〃　　　　　２階

　　　　〃　　　　　２階

鉄筋コンクリート造　２階
一部鉄骨造

鉄骨鉄筋コンクリート造　B1．F7
鉄骨造（一部　鉄筋コンクリート造）F3

木造モルタル平屋

木造モルタル　一部鉄骨

木造モルタル平屋

木造サイディング張平屋　一部簡易耐火

木造サイディング張平屋　一部鉄骨造

木造サイディング張平屋

木造サイディング張平屋

鉄筋コンクリート造　2階　一部鉄骨造

ブロック造平屋

木造サイディング張平屋

木造サイディング張平屋

木造サイディング張平屋

木造サイディング張平屋

鉄筋コンクリート造　2階

木造サイディング張平屋

木造サイディング張平屋

木造サイディング張平屋

木造　１階

ブロック造　　２階

木造サイディング張平屋

木造サイディング張　２階

鉄筋コンクリート造　2階

木造サイディング張平屋

木造モルタル平屋

鉄筋コンクリート造　2階

木造モルタル平屋　一部鉄骨

木造モルタル平屋　一部鉄骨

木造モルタル平屋　一部鉄骨

鉄筋コンクリート造　2階　一部鉄骨造

木造モルタル平屋　一部鉄骨

4,996.91g

1,172.06g

598.00g

671.08g

738.09g

288.00g
70.43g

126.76g

70.74g

124.74g

263.42g

195.30g

147.82g

127.98g

1,101.97g

43.74g

38.88g

131.22g

164.43g

115.02g

2,216.50g

145.80g

115.02g

129.60g

1,846.97g

90.74g

271.61g

103.07g

562.59g

57.55g

70.80g

995.88g

131.22g

137.70g

144.18g

訓子府町財産

136.08g

6,969.56g

2,485.93g

1,813.03g

9,675.63g

　　

 

北見市財産 

17,739.66g

北見市財産　

613.38g

置戸町財産 

訓子府町財産
 

平成29年１月31日

平成28年11月８日

昭和55年12月25日

平成14年12月10日

平成４年12月21日

平成５年12月27日

昭和61年11月７日

昭和58年11月22日

昭和60年10月19日

昭和57年10月５日

平成27年11月20日

平成元年11月28日

昭和63年12月19日

平成７年12月11日

平成７年11月30日

平成元年11月14日

昭和60年11月６日

平成４年12月４日

平成元年12月２日

平成10年10月７日

昭和57年11月15日

昭和60年11月21日

昭和63年12月26日

平成29年３月31日

昭和52年11月15日

平成12年３月29日

平成７年11月16日

平成元年10月９日

昭和61年10月２日

昭和63年８月17日

平成２年12月17日

昭和63年12月12日

昭和56年12月２日

昭和58年10月27日

令和４年３月23日

昭和60年12月３日

昭和47年から１　行政財産（組合財産）



位置・面積

人口・世帯数

消防装備と人口等の比較
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令和５.４.１

令和５.４.１

一 台 に

対 し

一 人 に

対 し

一 人 に

対 し

人 口

世 帯

消 防 自 動 車

人 口

世 帯

消 防 団 員

人 口

世 帯

消 防 職 員 268

242

445

664

97

179

111

585

1,076

組 合 計

237

259

473

479

128

234

91

676

1,234

北 見 市

15

91

175

90

15

29

9

152

293

置 戸 町

16

129

285

95

21

48

11

187

415

訓 子 府 町

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

143°53″

143°40″

143°50″

東 経

43°48″

43°46″

43°46″

北 緯

1,427.41

527.27

190.95

面 積

組 合 計

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

世　帯　数

65,007

61,571

1,372

2,064

男

56,866

53,439

1,220

2,207

女

62,644

58,866

1,418

2,360

計

人　　　　　　　　口

119,510

112,305

2,638

4,567

区分

市町名

区　分

市町名

市町名

区分

h



円グラフ元　81.5mm　大→中 53%　中→小　27％

令和５年度消防組合一般会計予算

令和５年度消防組合一般会計予算の割合
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歳　出（％）歳　入（％）

予 備 費  0.07 議 会 費  0.10

公債費 12.97

消防費分担金及び負担金

歳 入 歳 出

総 務 費 9.27

消防
施設費
15.00

非常備
消防費
6.07

訓子府
7.57

置 戸
6.98

北　見

85.45

常備消防費

78.93

3,198,500

77.5998.38

3,198,500
千円 千円

(単位：千円)

諸収入 0.45

繰越金 0.08

寄附金 0.01

使用料及び
手数料 0.03

消防組合債 1.05

予 算 額

3 , 1 1 0

2 9 6 , 3 9 8

2 , 4 8 1 , 7 9 9

4 1 4 , 8 8 1

2 , 3 1 2

3 , 1 9 8 , 5 0 0

歳　　　　　　出

１．議　　　会　　　費

２．総　　　務　　　費

３．消　　　防　　　費

４．公　　　債　　　費

５．予　　　備　　　費

歳 　 出 　 合 　 計

予 算 額

3 , 1 4 6 , 7 8 3

1 , 0 0 0

1 0

2 , 5 0 0

1 4 , 4 0 7

3 3 , 8 0 0

3 , 1 9 8 , 5 0 0

歳　　　　　　入

１．分担金及び負担金

２．使用料及び手数料

３．寄 　 　 附 　 　 金

４．繰 　 　 越 　 　 金

５．諸 　 　 収 　 　 入

６．消 防 組 合 債

歳 　 入 　 合 　 計



令和５年度消防組合一般会計予算の財源内訳

令和５年度消防組合構成市町一般会計予算と消防組合負担金の比較

令和５年度消防組合一般会計予算と組合構成市町民世帯の比較
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(単位：円)

(単位：千円)

(単位：千円)

44,317

162,354

116,420

49,086

一 世 帯 当 た り 予 算

3.60

4.71

5.33

3.76

(b)／(a)×100      ( % )　

24,000

84,439

52,615

26,601

一 人 当 た り 予 算

2,688,878

219,689

238,216

3,146,783

消防組合負担金 (b)

2,735,459,000

222,750,000

240,291,000

3,198,500,000

消 防 組 合 予 算

74,660,000

4,666,000

4,473,200

83,799,200

市町一般会計予算 (a)

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

合 計

  区　　　　分 

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

合 計

区　　　　分

2,690,378

220,689

238,216

3,149,283

一 般 財 源

財 　 　 　 源 　 　 　 内 　 　 　 訳

11,281

2,061

2,075

15,417

そ の 他

33,800

0

0

33,800

地 方 債国 道 支 出 金

特 　 定 　 財 　 源

2,735,459

222,750

240,291

3,198,500

消 防 組 合 予 算

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

合 計

区　　　　分



消防職員数の状況
令和５.４.１
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15

16

237

消 防 長

次 長

参 事

総 務 課

警 防 課

予 防 課

救急企画課

小 計

署 長

副 署 長

主 幹

庶 務 課

消 防 課

救 助 課

救 急 課

通信指令課

西 出 張 所

東 出 張 所

南 出 張 所

端 野 支 署

常 呂 支 署

留辺蘂支署

置 戸 支 署

訓子府支署

小 計

消

　
　
　
　
　
　
　防

　
　
　
　
　
　
　署

消

　
　防

　
　本

　
　部

62

14

4

1

2

6

8

4

1

6

7

6

3

62

3

2

1

3

79

3

1

4

8

7

4

8

4

4

9

6

4

7

6

6

3

3

71

85

3

3

2

1

9

5

2

3

5

8

7

8

4

4

8

10

4

8

76

33

1

1

1

1

4

1

1

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

2

2

29

2

2

2

3

1

1

2

1

1

1

1

1

268

1

1

1

7

5

7

2

24

1

2

1

27

12

14

13

14

24

24

14

15

25

27

15

16

244

268組　　合　　計

消

防

士

消

防

副

士

長

消

防

士

長

消

防

司

令

補

消

防

司

令

消

防

司

令

長

消

防

監

消

防

正

監

消　　　防　　　吏　　　員合

　
　
　
　
　
　
　
　計

階　　　級

定員（人）

所　　　属



消防職員年齢状況

消　防　職　員　在　職　年　状　況
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令和５.４.１

令和５.４.１

組 合 計

５ 年 未 満

５年 以 上 10年 未 満

10　 〃 　 15　 〃 　

15　 〃 　 20　 〃 　

20　 〃 　 25　 〃 　

25　 〃 　 30　 〃 　

30　　年　　以　　上

平均在職年(年・ヵ月)

組　　　合　　　計

20　　歳　　未　　満

20歳 以 上 25歳 未 満

25　 〃 　 30　 〃 　

30　 〃 　 35　 〃 　

35　 〃 　 40　 〃 　

40　 〃 　 45　 〃 　

45　 〃 　 50　 〃 　

50　 〃 　 55　 〃 　

55　　歳　　以　　上

平均年齢(歳・ヶ月)

268

51

55

47

26

31

18

40

14.9

268

5

42

47

42

37

25

31

26

13

35.9

合

　
　
　
　計

3

3

37.0

3

3

58.9

消

防

監

1

1

58.8

消

防

正

監

2

2

38.6

2

1

1

56.6

消
防
司
令
長

33

5

6

22

29.9

33

11

18

4

51.6

消

防

司

令

85

1

13

24

26

11

10

20.7

85

7

26

24

19

7

2

42.7

消
防
司
令
補

79

2

41

31

2

1

2

10.2

79

35

30

10

1

1

2

31.8

消

防

士

長

3

3

12.6

3

2

1

35.2

消
防
副
士
長

62

49

13

2.9

62

5

42

12

3

23.7

消

防

士

消　　　　防　　　　吏　　　　員
階　　級

年　齢　別

合

　
　
　
　計

消

防

監

1

1

39.10

消

防

正

監

消
防
司
令
長

消

防

司

令

消
防
司
令
補

消

防

士

長

消
防
副
士
長

消

防

士

消　　　　防　　　　吏　　　　員
階　　級

在　職　別



消　防　職　員　の　新　任・退　職　状　況

消　防　学　校　等　派　遣　状　況

令和４.４.２〜令和５.４.１

令和４.４.１〜令和５.３.31
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8

5

2

1

1

0

0

1

解　　　　　　　　除発　　　　　　　　令

配 置 替退 職配 置 替新 任
増 減 比 較

7

5

2

0

組 合 計

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

区　分

市町名

教育別

市町名

特 別 教 育

札
幌
市
消
防
学
校

救

急

救

命

東

京

研

修

所

札
幌
市
消
防
局
指
令
セ
ン
タ
ー
研
修

大
規
模
災
害
広
域
応
援
指
揮
課
程

指

揮

幹

部

科

基

礎

教

育

ビ
デ
オ
硬
性
喉
頭
鏡
講
習

気

管

挿

管

再

認

定

講

習

都

市

型

救

助

課

程

水

難

救

助

課

程

は
し
ご
自
動
車
運
用
課
程

ポ
ン
プ
操
法
指
導
員
課
程

救

助

科

救

急

科

火

災

調

査

科

危

険

物

科

予

防

査

察

科

警

防

科

違

反

是

正

特

別

講

習

火

災

調

査

科

予

防

科

救

助

科

警

防

科

消

防

団

長

科

上

級

幹

部

科

幹

部

科

消防団員
教　　育 専科教育総合教育道MC関係

教　　  育
実務
実習専 　 科 　 教 　 育初

　
　
　任

　
　
　教

　
　
　育

合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　計

処

置

拡

大

２

行

為

講

習

幹

　部

　教

　育

　幹

　部

　科

組 合 計

置 戸 町

訓 子 府

47

38

6

3

9

7

2

1

1

1

1

6

6

1

1

12

8

2

2

8

8

6

4

2

1

1

1

1

1

1

本部

署

北

見

市

北 海 道 消 防 学 校 消防大学校
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北見地区消防組合機構

総 務 担 当

財 務 担 当

警 防 担 当

消 防 団 担 当

予防保安担当

設備指導担当

庶 務 担 当

予 防 担 当

設 備 担 当

統 計 担 当

担 当

担 当

救 急 担 当

庶務予防担当

消防救助担当

救 急 担 当

庶務予防担当

消防救助担当

救 急 担 当

庶務予防担当

消防救助担当

庶務予防団担当

消防救助救急担当

庶務予防団担当

消防救助担当

救 急 担 当

温根湯温泉分遣所

庶務予防担当

消 防 団 担 当

消防救助担当

救 急 担 当

庶 務 予 防 係

警 備 団 係

救 急 救 助 係

庶 務 係

予 防 係

警 備 救 急 係

訓子府支署

置 戸 支 署

南 出 張 所

警 備 課

端 野 支 署

警 備 課

常 呂 支 署

警 備 課

留辺蘂支署

東 出 張 所

西 出 張 所

通信指令課

救 急 課

救 助 課

消 防 課

庶 務 課

主 幹

予 防 課

救急企画担当

救急指導担当
救急企画課

警 防 課

総 務 課

消防本部次長

消防本部参事

消

防

長

副

管

理

者

管

理

者

消

防

審

議

会

委

員

　９
名

監

　
査

　
委

　
員

　２
名

公

平

委

員

会

委

員

　３
名

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

　３
名

北

見

地

区

消

防

組

合

会
計
管
理
者

出

納

員

訓

子

府

町

　２
名

置

　戸

　町

　２
名

北

　見

　市

　10 
名

北
見
地
区
消
防
組
合
議
会

消 防 署 長 副 署 長

令和５.４.１
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北見地区消防組合消防団組織機構
令和５.４.１

第　10　分　団

第 ９ 分 団

第 ８ 分 団

秋 田 分 団

境 野 分 団

勝 山 分 団

第 ３ 分 団

第 ２ 分 団

第 １ 分 団

くるね分団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

第 ２ 分 団

第 １ 分 団

留辺蘂第３分団

温根湯第１分団

温根湯第２分団

温根湯第３分団

温根湯第４分団（機)

瑞穂分団（機)

留辺蘂第２分団（機)

留辺蘂第１分団

第 ３ 部

第 ４ 部

本 部

女 性 部

女 性 部

女 性 部

女 性 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部 （機）

第 １ 部 （機）

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ３ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

第 ２ 部

第 １ 部

置 戸 分 団

第 ７ 分 団

第 ６ 分 団

第 ５ 分 団

第 ４ 分 団

第 ３ 分 団

第 ２ 分 団

第 １ 分 団

団本部零分団

団本部ミント分団

団

本

部

団

本

部

︵
機
︶

︵
機
︶

団

本

部

第３分団（機）

第４分団（機）

第２分団（機）

第 １ 分 団
団

本

部

団

本

部

団

本

部

副

団

長

副

団

長

副

団

長

副

団

長

副

団

長

副

団

長

団

長

団

長

団

長

団

長

団

長

団

長

管

理

者

北

見

地

区

消

防

組

合

北見消防団

端野消防団

常呂消防団

留辺蘂消防団

置戸消防団

訓子府消防団

※（機）は機能別団員の在団を表す



消防団員数の状況

消防団員職業別状況

そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地

方

公

務

員

国

家

公

務

員

公務(他に分類

されないもの)不

動

産

業

金

融

・

保

険

業

飲

食

店

卸

売

・

小

売

業

運

輸

・

通

信

業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

223

202

130

96

100

71

123

110

127

90

105

95

820

664

合 計

152

128

95

67

65

43

74

53

83

47

68

67

537

405

団 員

26

27

17

15

9

7

27

25

21

21

14

8

114

103

班 長

13

14

8

6

13

9

12

10

12

11

10

7

68

57

部 長

13

14

2

1

5

4

8

8

4

4

5

5

37

36

副分団長

13

13

5

4

5

5

10

10

4

4

5

5

42

41

分 団 長

5

5

2

2

2

2

3

3

2

2

2

2

16

16

副 団 長

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

6

6

団 長

定 員

実 員

定 員

実 員

定 員

実 員

定 員

実 員

定 員

実 員

定 員

実 員

定 員

実 員
組 合 合 計

市　町　名

令和５.４.１

令和５.４.１

階級

区分

職　種

消防団名

北見消防団

端野消防団

常呂消防団

留辺蘂消防団

置戸消防団

訓子府消防団

組 合 合 計

202

96

71

110

90

95

67

75

50

53

36

26

2

2

1

15

1 16

3

14

8

6

18

3

7

16

4

1

1

1

2

7

28

3

2

12

9

1

9 3 49

6

2

17

16

3

1

1

2

26

2

3

1

4

4

1

6

2

8

4

4

664 307 5 15 1 47 44 5 11 55 9 3 93 30 14 25

北 見 市
（ 北 　 見 ）

北 見 市
（ 端 　 野 ）

北 見 市
（ 常 　 呂 ）

北 見 市
（留 辺 蘂）

置 戸 町

訓 子 府 町

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ

ー

ビ

ス

業

−26−



北見消防団員職業別状況

−27−

そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地

方

公

務

員

国

家

公

務

員

公務(他に分類

されないもの)

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ

ー

ビ

ス

業

不

動

産

業

金

融

・

保

険

業

飲

食

店

卸

売

・

小

売

業

運

輸

・

通

信

業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

北見消防団団員数

令和５.４.１

令和５.４.１

1

　1

　

　2

1

1

1

1

49

8

5

5

5

5

5

2

5

4

5

　3

2

1

9

1

2

3

1

2

28

2

4

4

1

2

6

3

1

2

3

　1

1

　4

1

1

1

1

　18

2

1

2

1

1

3

3

5

16

3

2

4

1

3

2

1

1

1

　2

1

1

67

11

15

16

18

3

4

202

7

14

13

14

13

15

14

16

16

16

33

17

14

消 防団合計

団 本 部

団本部ミント分団

団本部零分団

第　１　分　団

第　２　分　団

第　３　分　団

第　４　分　団

第　５　分　団

第　６　分　団

第　７　分　団

第　８　分　団

第　９　分　団

第　10　分　団

分　団　名

消 防 団 合 計

団 本 部

団本部ミント分団

団 本 部 零 分 団

第　１　分　団

第　２　分　団

第　３　分　団

第　４　分　団

第　５　分　団

第　６　分　団

第　７　分　団

第　８　分　団

第　９　分　団

第　10　分　団

定 員

実 員

1

1

1

1

団　長

5

5

5

5

副団長

13

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

13

13

分団長

14

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

13

14

副分団長

14

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

13

14

部　長

27

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

2

1

26

27

班　長

128

9

8

9

8

10

9

11

11

11

20

12

10

152

128

団　員

202

7

14

13

14

13

15

14

16

16

16

33

17

14

223

202

合　計

北見消防団員配置状況

階　級
区　分



北見消防団員年齢状況

北見消防団員勤続年数状況

令和５.４.１

令和５.４.１

平均年齢(歳･ヶ月)

計

18　　　〜　　　20

21　　　〜　　　25

26　　　〜　　　30

31　　　〜　　　35

36　　　〜　　　40

41　　　〜　　　45

46　　　〜　　　50

51　　　〜　　　55

56　歳　以　上

５ 年 未 満

５　　　〜　　　９

10　　　〜　　　14

15　　　〜　　　19

20　　　〜　　　24

25　　　〜　　　29

30　年　以　上

66.8

1

1

37.5

1

67

5

5

33

5

1

4

56.8

13

2

1

1

9

25.6

13

1

3

1

4

4

55

14

2

5

7

24.2

14

2

1

6

3

2

49.9

14

1

2

5

3

3

18.5

14

3

7

1

3

48

27

1

1

3

4

9

6

3

16

27

1

9

11

5

1

40.8

128

2

13

15

26

43

19

5

5

6.9

128

46

47

23

8

4

44.6

202

2

14

16

30

51

36

20

33

12.5

202

46

48

38

30

18

11

11

年　数

階　級

年　齢

階　級

平均年数 (年･ヶ月)

計 1

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

−28−



端野消防団員職業別状況

−29−

そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地

方

公

務

員

国

家

公

務

員

公務 (他に分類

されないもの)

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ

ー

ビ

ス

業

不

動

産

業

金

融

・

保

険

業

飲

食

店

卸

売

・

小

売

業

運

輸

・

通

信

業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

端野消防団団員数

令和５.４.１

(　) 内は機能別団員数を表す

(　) 内は機能別団員数を表す

令和５.４.１

分　団　名

端 野 消 防 団 員 配 置 状 況

区　分

階　級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

消 防 団 合 計

団 本 部

女 性 部

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

定 員

実 員

1

1

1

1

2

2

2

2

4

1

1

1

1

5

4

1

1

2

1

6

1

2

1

1

1

8

6

15

3

4

3

3

2

17

15

67
(23)

8

32
(11)

11  
(6)

9　
(3)

7　
(3)

95

67
(23)

96
(23)

3

12

40
(11)

16
(6)

14
(3)

11
(3)

130

96
(23)

団 本 部

女 性 部

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

96
(23)

3　

12

40
(11)

16
(6)

14
(3)

11
(3)

75
(20)

2　

32
(8)

16
(6)

14
(3)

11
(3)

　 　 3　
(1)

　3　
(1)

　

3

1

1

1

6　
(1)

3　

　3　
(1)

3　
(1)

2　

　1　
(1)

　 6

6

消 防 団 合 計



端野消防団員年齢状況

−30−

端野消防団員勤続年数状況

令和５.４.１

令和５.４.１

平均年齢(歳･ヶ月)

計

18　　　〜　　　20

21　　　〜　　　25

26　　　〜　　　30

31　　　〜　　　35

36　　　〜　　　40

41　　　〜　　　45

46　　　〜　　　50

51　　　〜　　　55

56　歳　以　上

５ 年 未 満

５　　　〜　　　９

10　　　〜　　　14

15　　　〜　　　19

20　　　〜　　　24

25　　　〜　　　29

30　年　以　上

57.8

1

1

29.2

1

50.5

2

1

1

24.3

2

1

1

42.6

4

1

2

1

21.3

4

1

2

1

37.6

1

1

13.3

1

1

43.8

6

2

2

1

1

14.3

6

1

4

1

38.5

15

7

5

1

2

12.3

15

4

7

2

2

39.5
(45.5)

67
(23)

5

12

17  

8　 
(4)

8 
(8)

13
(8)

4　
(3)

4.1
(2.0)

67
(23)

44
(20)

18
(3)

3

2

44.6
(45.5)

96
(23)

5

12

26  

17 
(4)

11 
(8)

16
(8)

7　
(3)

2

15.2
(2.0)

96
(23)

44
(20)

23
(3)

16

4

6

3

年　数

階　級

年　齢

階　級

平均年数 (年･ヶ月)

計 1

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

(　) 内は機能別団員数を表す

(　) 内は機能別団員数を表す



常呂消防団員職業別状況

−31−

そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地
方
公
務
員

国
家
公
務
員

公務 (他に分類
されないもの)

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ

ー

ビ

ス

業

不

動

産

業

金

融

・

保

険

業

飲

食

店

卸

売

・

小

売

業

運

輸

・

通

信

業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

常呂消防団団員数

令和５.４.１

令和５.４.１

分　団　名

常 呂 消 防 団 員 配 置 状 況

区　分
階　級 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

消 防 団 合 計

団 本 部

女 性 部

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

定 員

実 員

1

1

1

1

2

2

2

2

5

1

1

1

1

1

5

5

4

1

1

1

1

5

4

9　 
(3)

3　 
(3)

1

1

1

1

2

13

9　 
(3)

7

1

2

1

1

2

9

7

43 
(4)

4　 
(4)

1

7

6

7

18

65

43 
(4)

71 
(7)

11 
(7)

3

12

10

11

24

100

71 
(7)

団 本 部

女 性 部

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

消 防 団 合 計

11
(7)

3　

12

10

11

24

50
(7)

71
(7)

11
(7)

5

11

24

　 15

1

4

10

　 　

　

　 2

　

1

1

2　

　

2　

　 2　

　

2　
　

　

(　) 内は機能別団員数を表す

(　) 内は機能別団員数を表す



常呂消防団員年齢状況
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常呂消防団員勤続年数状況

令和５.４.１

令和５.４.１

平均年齢(歳･ヶ月)

計

18　　　〜　　　20

21　　　〜　　　25

26　　　〜　　　30

31　　　〜　　　35

36　　　〜　　　40

41　　　〜　　　45

46　　　〜　　　50

51　　　〜　　　55

56　歳　以　上

５ 年 未 満

５　　　〜　　　９

10　　　〜　　　14

15　　　〜　　　19

20　　　〜　　　24

25　　　〜　　　29

30　年　以　上

68.7

1

1

47.8

1

66.3

2

2

40.4

2

2

54.3

5

1

4

31.1

5

1

4

51.7

4

1

2

1

26.8

4

1

2

1

55.1
(62.11)

9
(3)

2

3

4
(3)

15.8
(0)

9
(3)

3
(3)

1

2

3

42.1

7

1

2

3

1

19.7

7

1

4

1

1

36.8
(51.7)

43
(4)

2

12

11

7

4

3
(3)

2

2
(1)

8.4
(0)

43
(4)

16
(4)

12

8

4

1

2

41.5
(56.5)

71
(7)

2

12

12

9

11

3
(3)

8

14
(4)

26.4

71
(7)

19
(7)

13

12

6

6

5

10

年　数

階　級

年　齢

階　級

平均年数 (年･ヶ月)

計 1

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

(　) 内は機能別団員数を表す

(　) 内は機能別団員数を表す



留辺蘂消防団員職業別状況

−33−

そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地
方
公
務
員

国
家
公
務
員

公務 (他に分類
されないもの)

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ
ー
ビ
ス
業

不

動

産

業

金
融
・
保
険
業

飲

食

店

卸
売
・
小
売
業

運
輸
・
通
信
業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

留辺蘂消防団団員数

令和５.４.１

令和５.４.１

分　団　名

留 辺 蘂 消 防 団 員 配 置 状 況

区　分 階　級 団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

消 防 団 合 計

団 本 部

女 性 部

留 辺 蘂 第 １ 分 団

留 辺 蘂 第 ２ 分 団

留 辺 蘂 第 ３ 分 団

温 根 湯 第 １ 分 団

温 根 湯 第 ２ 分 団

温 根 湯 第 ３ 分 団

温 根 湯 第 ４ 分 団

瑞 穂 分 団

定 員

実 員

1

1

1

1

3

3

3

3

10

2
　

1
　

1
　

1
　

1
　

1
　

1
　

1
　

1
　

10

10

8

1

1

1

1

1

1

1

1

8

8

10
(1)

1　
(1) 

1
　

1
　

1　

1　

1　

1
　

1
　

1
　

1　

12

10

25

1
　

3
　

3
　

3
　

3
　

3
　

3
　

3
　

3
　

27

25

53
(8)

4
　

6
　

6　
(2)

5
　

6
　

6　

6　
3　

(2)　
11
(4)

74

53

110
(9)

7　
(1)

6　

12

12
(2)

11

12

12

12

9
(2)
17
(4)

123

110

団 本 部

女 性 部

留 辺 蘂 第 １ 分 団

留 辺 蘂 第 ２ 分 団

留 辺 蘂 第 ３ 分 団

温 根 湯 第 １ 分 団

温 根 湯 第 ２ 分 団

温 根 湯 第 ３ 分 団

温 根 湯 第 ４ 分 団

瑞 穂 分 団

消 防 団 合 計

7
　

6
　

12

12

11

12

12

12

9

17

53
(4)

110
(9)　

1
　

1
　

3
　

5　
(1)

9

12

8

14
(3)

　 14

1

4

2

4

1

1

1

3　
(1)

1
　

　

　

2　
(1)

1

1

12

1
　

2
　

1
　

4
　

3
　

1
　

17

1
　

1
　

2
　

2
　

2
　

　

8
　

1
　

1

1

1

1

　 8　
(1)

1　
(1)

4　

1　

1　

1　

(　) 内は機能別団員数を表す

(　) 内は機能別団員数を表す



留辺蘂消防団員年齢状況
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留辺蘂消防団員勤続年数状況

令和５.４.１

令和５.４.１

平均年齢(歳･ヶ月)

計

18　　　〜　　　20

21　　　〜　　　25

26　　　〜　　　30

31　　　〜　　　35

36　　　〜　　　40

41　　　〜　　　45

46　　　〜　　　50

51　　　〜　　　55

56　歳　以　上

５ 年 未 満

５　　　〜　　　９

10　　　〜　　　14

15　　　〜　　　19

20　　　〜　　　24

25　　　〜　　　29

30　年　以　上

60.1

1

1

35.2

1

64.7

3

3

35.6

3

1

2

45.5

10

2

1

7

28.5

10

2

4

4

44.5

8

1

2

1

4

25.8

8

1

1

1

3

2

45.2
(68.3)

10
(1)

1　

4　

2　

3　
(1)

20.5
(3.1)

10
(1)

1　
(1) 

1

1

5

2

46.9

25

5

3

8

6

3

18.3

25

2

5

10

6

1

1

46.9
(58.3)

53
(8)

1　

2　

4

10

13
(2)

　
9　

5　

9　
(6)

7.0
(3.0)

53
(8)

25
(7)

11
(1)

12

3

1

1

46.3
(59.3)

110
(9)

1　

2　

4　

15

18
(2)

25

15

30
(7)

15.2
(3.0)

110
(9)

26
(8)

13
(1)

19

15

15

12

10

年　数

階　級

年　齢

階　級

平均年数 (年･ヶ月)

計 1

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

(　) 内は機能別団員数を表す

(　) 内は機能別団員数を表す



置戸消防団員職業別状況
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そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地

方

公

務

員

国

家

公

務

員

公務(他に分類

されないもの)

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ

ー

ビ

ス

業

不

動

産

業

金

融

・

保

険

業

飲

食

店

卸

売

・

小

売

業

運

輸

・

通

信

業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

置戸消防団団員数

令和５.４.１

令和５.４.１

分　団　名

置戸消防団員配置状況

区　分

階　級
団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

消 防 団 合 計

団 本 部

女 性 部

置 戸 分 団

勝 山 分 団

境 野 分 団

秋 田 分 団

定 員

実 員

1

1

1

1

2

2

2

2

4

1

1

1

1

4

4

4

1

1

1

1

4

4

11

1

3

2

3

2

12

11

21

2

9

3

4

3

21

21

47

5

17

7

11

7

83

47

90

3

8

31

14

20

14

127

90

団 本 部

女 性 部

置 戸 分 団

勝 山 分 団

境 野 分 団

秋 田 分 団

90

3

8

31

14

20

14

36

　

2

1

10

15

8

2

2

　 　 8

1

6

1

7

1

4

2

2

1

1

9

1

1

5

2

16

3

8

3

2

2

1

1

4

3

1

　 4

1

1

1

1

消 防 団 合 計



置戸消防団員年齢状況

−36−

置戸消防団員勤続年数状況

令和５.４.１

令和５.４.１

平均年齢(歳･ヶ月)

計

18　　　〜　　　20

21　　　〜　　　25

26　　　〜　　　30

31　　　〜　　　35

36　　　〜　　　40

41　　　〜　　　45

46　　　〜　　　50

51　　　〜　　　55

56　歳　以　上

５ 年 未 満

５　　　〜　　　９

10　　　〜　　　14

15　　　〜　　　19

20　　　〜　　　24

25　　　〜　　　29

30　年　以　上

75.08

1

1

38.05

1

団　長

65.02

2

2

37.11

2

2

59.10

4

4

29.11

4

1

1

2

56.03

4

3

1

31.06

4

1

3

57.06

11

1

4

6

31.00

11

1

2

2

6

50.11

21

5

2

3

2

9

22.10

21

2

6

6

4

3

40.11

47

1

2

4

3

16

8

6

3

4

12.07

47

8

9

16

8

5

1

47.09

90

1

2

4

3

21

11

9

12

27

19.08

90

8

9

18

15

14

9

17

年　数

階　級

年　齢

階　級

平均年数 (年･ヶ月)

計 1

副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計



訓子府消防団員職業別状況
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そ

の

他

分
類
不
能
の
産
業

員
に
準
ず
る
職
員

特
殊
法
人
等
公
務

地

方

公

務

員

国

家

公

務

員

公務(他に分類

されないもの)

(

複
合
サ
ー
ビ
ス
業
を
含
む)

サ

ー

ビ

ス

業

不

動

産

業

金

融

・

保

険

業

飲

食

店

卸

売

・

小

売

業

運

輸

・

通

信

業

熱
供
給
・
水
道
業

電

気

・

ガ

ス

製

造

業

建

設

業

鉱

業

漁

業

林

業

農

業

職　　　　業　　　　構　　　　成

計

訓子府消防団団員数

令和５.４.１

令和５.４.１

分　団　名

訓子府消防団員配置状況

区　分

階　級

消 防 団 合 計

団 本 部

く る ね 分 団

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

定 員

実 員

1

1

1

1

2

2

2

2

5

1

1

1

1

1

5

5

5

1

1

1

1

1

5

5

7

1

1

2

2

1

10

7

8

1

1

2

2

2

14

8

67

6

10

20

19

12

68

67

95

13

14

26

25

17

105

95

団 本 部

く る ね 分 団

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

消 防 団 合 計

13

14

26

25

17

2695

4

1

5

2

14

1

1

　 6

3

3

16

3

4

3

4

2

1

1

7

2

2

1

2

1

1

3

1

1

1

　 　26

3

3

11

9

4

2

1

1

　 4

1

1

2

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計



訓子府消防団員年齢状況
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訓子府消防団員勤続年数状況

令和５.４.１

令和５.４.１

平均年齢(歳･ヶ月)

計

18　　　〜　　　20

21　　　〜　　　25

26　　　〜　　　30

31　　　〜　　　35

36　　　〜　　　40

41　　　〜　　　45

46　　　〜　　　50

51　　　〜　　　55

56　歳　以　上

５ 年 未 満

５　　　〜　　　９

10　　　〜　　　14

15　　　〜　　　19

20　　　〜　　　24

25　　　〜　　　29

30　年　以　上

60.2

1

1

38.11

1

67.8

2

2

41.6

2

2

63.11

5

1

4

37.8

5

1

1

1

2

41.3

5

1

3

1

18.0

5

2

1

2

46.11

7

1

2

2

1

1

14.8

7

3

1

1

1

1

46.6

8

2

2

1

3

10.8

8

3

2

1

2

35.2

67

5

9

7

12

11

11

7

3

2

6.10

67

39

12

5

5

6

39.9

95

5

9

7

13

15

15

13

7

11

11.0

95

42

17

10

6

11

4

5

年　数

階　級

年　齢

階　級

平均年数 (年･ヶ月)

計 1

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計

団　長 副団長 分団長 副分団長 部　長 班　長 団　員 合　計
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バ
リ

ト
ン

サ
ッ

ク
ス

テ ナ ー サ ッ ク ス

ア
ル

ト
サ

ッ

ク
ス

　 ス
ー

ザ
フ

ォ
ン

　 ユ
ー

ホ
ニ

ウ
ム

パ ー カ ッ シ ョ ン

ト
ロ

ン
ボ

ー
ン

 
ト

ラ
ン

ペ
ッ

ト

指 揮 者

消 防 音 楽 隊

　U  創　立　消防組合設立以前の昭和33年３月、北見消防団第１分団の団員らが発起人となり、市街

地有志の寄附を得て各楽器を購入し、基礎的な指導を市内の小学校教諭に依頼し27名で

「消防　ブラスバンド」としてスタートした。

UU 組　織

統 括 者

隊 　 長

副 隊 長

楽 　 長

副 楽 長

木　　管 打 楽 器金　　　　管

グ
ロ
ッ
ケ
ン

シ
ン
バ
ル

バ
ス
ド
ラ
ム

ス
ネ
ア
ド
ラ
ム

バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス

テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス

ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス

ス
ー
ザ
フ
ォ
ン

ユ
ー
ホ
ニ
ウ
ム

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
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＃　所属・階級別構成人員 令和５.４.１

階級

所属

合 計

消 防 本 部

消 防 署

23

4

19

合 計 消防正監

1

1

消防司令長 消防司令

11

3

8

消防司令補

9

1

8

消防士長 消防副士長

2

2

消防士 団 員消防監

7

活 動 内 容

6

通 常 練 習

♭　活動状況 (令和３年度実績 )

特 別 練 習

1

派 遣 回 数

1

消 防 関 係 市 町 村 そ の 他

派　　遣　　内　　容



令和４年度　山岳救助訓練

警 防 編
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消
　

防
　

通
　

信
　

指
　

令
　

施
　

設

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
　

 4
・

携
帯

無
線

局
　

　
　

 5
・

動
態

管
理

無
線

局
　

 2

西
出

張
所

・
情

報
表

示
盤

・
動

態
管

理
無

線
局

　
  
1

・
移

動
無

線
局

　
　

　
  
4

・
携

帯
無

線
局

　
　

　
  
7

本
　

部

・
署

所
端

末
装

置
・

地
図

検
索

装
置

・
情

報
表

示
盤

・
支

援
シ

ス
テ

ム
・

移
動

無
線

局
　

　
  

  
 9

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
 1

0
・

動
態

管
理

無
線

局
　

  
5

消
防

署

・
移

動
無

線
局

　
　

  
 1

3

北
見

消
防

団

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
無

線
前

進
基

地
局

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
指

令
台

三
者

通
話

内
線

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
  
  
 5

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
  
 5

・
動

態
管

理
無

線
局

　
  
2

・
サ

イ
レ

ン
(無

線
子

局
）

 7
・

サ
イ

レ
ン

(有
線

子
局

）
 3

端
野

支
署

・
移

動
無

線
局

　
　

  
  
 6

端
野

消
防

団

消
防

緊
急

通
信

指
令

台
指

令
台（

通
常

時
２

席
／

大
規

模
災

害
時

４
席

）
指

揮
台（

通
常

時
１

席
／

大
規

模
災

害
時

２
席

）
無

線
統

制
台（

大
規

模
災

害
時

1
1
9
回

線
受

付
可

能
）

表
　

　
示

　
　

盤

・
車

両
運

用
表

示
盤（

４
面

）
　

・
支

援
情

報
表

示
盤（

４
面

）

・
多

目
的

情
報

表
示

盤（
４

面
）

・
ダ

イ
ヤ

ル
イ

ン

電
子

P
B
X（

本
部

/署
）

・
ろ

う
あ

者
1
1
9
受

付
・

通
信

指
令

業
務

通
信

指
令

F
A

X

・
警

察
　

　
　

　
　

　
1

・
北

電
　

　
　

　
　

　
1

専
用

回
線

・
固

定
回

線

発
信

地
シ

ス
テ

ム

・
IP

回
線

・
携

帯
電

話
回

線

位
置

情
報

シ
ス

テ
ム

・
外

線
　

　
　

　
　

　
1

・
内

線
　

　
　

　
　

　
1

消
防

団
統

合
詰

所

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
無

線
前

進
基

地
局

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
指

令
台

三
者

通
話

内
線

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
  
  
 7

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
  
 5

・
動

態
管

理
無

線
局

　
  
2

・
サ

イ
レ

ン
(無

線
子

局
）

 2
・

サ
イ

レ
ン

(有
線

子
局

）
 2

常
呂

支
署

・
移

動
無

線
局

　
　

  
  
 5

常
呂

消
防

団

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
無

線
前

進
基

地
局

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
指

令
台

三
者

通
話

内
線

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
  
  
 7

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
  
 5

・
動

態
管

理
無

線
局

　
  
2

・
サ

イ
レ

ン
(無

線
子

局
）

 1
・

サ
イ

レ
ン

(有
線

子
局

）
 2

留
辺

蘂
支

署

・
風

向
速

度
計

・
湿

度
計

・
雨

量
計

気
象

情
報

収
集

装
置

・
サ

イ
レ

ン
(無

線
子

局
）

4
・

サ
イ

レ
ン

(有
線

子
局

）
5

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

シ
ス

テ
ム

・
移

動
無

線
局

　
　

  
  
 8

留
辺

蘂
消

防
団

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
無

線
前

進
基

地
局

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
指

令
台

三
者

通
話

内
線

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
  
  
 3

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
  
 2

・
動

態
管

理
無

線
局

　
  
2

・
サ

イ
レ

ン
吹

鳴（
親

局
） 

 1
・

サ
イ

レ
ン

吹
鳴（

子
局

） 
 6

置
戸

支
署

・
移

動
無

線
局

　
　

  
  
 6

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
  
 6

置
戸

消
防

団

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
無

線
前

進
基

地
局

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
指

令
台

三
者

通
話

内
線

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
  
  
 4

・
携

帯
無

線
局

　
　

  
  
 3

・
動

態
管

理
無

線
局

　
  
2

・
サ

イ
レ

ン
吹

鳴（
親

局
） 

 1
・

サ
イ

レ
ン

吹
鳴（

子
局

） 
 5

訓
子

府
支

署

・
移

動
無

線
局

　
　

  
  
 6

訓
子

府
消

防
団

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
　

 4
・

携
帯

無
線

局
　

　
　

 4
・

動
態

管
理

無
線

局
　

 3

東
出

張
所

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
本

部
内

線
・

移
動

無
線

局
　

　
　

 5
・

携
帯

無
線

局
　

　
　

 4
・

動
態

管
理

無
線

局
　

 2

南
出

張
所

・
署

所
端

末
装

置
・

指
令

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

・
無

線
前

進
基

地
局

・
地

図
検

索
装

置
・

支
援

シ
ス

テ
ム

・
本

部
内

線

・
移

動
無

線
局

　
　

　
 1

・
携

帯
無

線
局

　
　

　
 1

・
動

態
管

理
無

線
局

　
 1

・
サ

イ
レ

ン
(無

線
子

局
）

 1
・

サ
イ

レ
ン

(有
線

子
局

）
 1

温
根

湯
分

遣
所

・
災

害
事

案
管

理
・

出
動

車
両

管
理

・
災

害
点

検
索

・
目

標
物

検
索

・
災

害
事

案
案

内
・

職
員

召
集（

順
次

指
令

） 
8
　

・
災

害
案

内
 

2
本

・
警

防
業

務
・

予
防

業
務

・
ろ

う
あ

者
1
1
9
受

付
 

2
台

 
2
本

・
固

定
／

IP
回

線
　

 同
時

着
信

 
8
本

・
携

帯
専

用
回

線
　

同
時

着
信

 
4
本

・
携

帯
転

送
用

回
線

 
2
本

・
ろ

う
あ

者
専

用
F

A
X

 
1
台

・
ア

ナ
ロ

グ
回

線（
安

全
セ

ン
タ

ー
）

 
2
本

・
1
1
9
回

線

・
自

動
出

動
指

定
装

置

・
地

図
検

索
装

置

・
E

-m
a
il

 指
令

装
置

・
災

害
案

内
ト

ー
キ

ー

・
支

援
シ

ス
テ

ム

・
N

et
11

9緊
急

通
報

シ
ス

テ
ム

・
一

般
加

入
回

線

無
線

設
備

（
基

地
局

・
固

定
局

）
・

統
制

波
・

活
動

波
・

主
運

用
波

・
デ

ー
タ

波〔
車

両
動

態
・

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

〕

・
消

防
団

緊
急

伝
達

シ
ス

テ
ム（

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

無
線

シ
ス

テ
ム

）

・
回

線
選

択
装

置
／

車
両

動
態

管
理

（
A

V
M

）
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119番月別受付状況
令和４年中(単位：回)

（注）１.　各受付件数は、１出動に複数の通報件数を含む。

　　　２.　その他とは、応答不能・通報訓練等、各項目以外のもの。

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

（北　見）

（端　野）

（常　呂）

（留辺蘂）

置　戸　町

訓子府町

7 

1 

3 

412 

25 

15 

35 

12 

19 

3 

7 

33 

1 

28 

4 

1 

24 

1 

3 

5 

2 

13 

1 

1 

1 

529 

26 

17 

43 

19 

23 

1 

362 

16 

6 

20 

7 

10 

10 

1 

9 

1 

1 

22 

1 

1 

26 

2 

1 

26 

6 

3 

3 

2 

13 

1 

12 

470 

25 

11 

33 

12 

12 

3 

1 

356 

15 

16 

25 

12 

20 

2 

1 

1 

2 

1 

7 

22 

1 

1 

2 

18 

1 

1 

1 

64 

1 

2 

1 

6 

30 

3 

3 

1 

1 

504 

18 

22 

31 

16 

30 

8 

1 

1 

366 

15 

23 

21 

4 

12 

5 

3 

1 

15 

2 

1 

2 

23 

1 

24 

2 

1 

44 

2 

5 

4 

2 

21 

1 

1 

2 

508 

18 

30 

33 

6 

18 

4 

1 

4 

1 

1 

1 

442 

17 

10 

35 

10 

16 

7 

1 

3 

2 

2 

29 

1 

2 

1 

32 

1 

1 

41 

1 

7 

3 

1 

42 

2 

1 

9 

1 

2 

603 

20 

20 

56 

13 

22 

1 

385 

19 

10 

29 

11 

20 

2 

5 

1 

2 

26 

1 

4 

1 

22 

1 

3 

3 

1 

2 

46 

11 

1 

2 

3 

1 

1 

57 

6 

6 

14 

3 

2 

544 

38 

21 

54 

19 

26 

1 

4 

456 

19 

14 

18 

11 

15 

10 

1 

7 

1 

2 

3 

18 

3 

2 

33 

1 

4 

1 

34 

6 

3 

3 

2 

41 

1 

3 

4 

599 

24 

23 

31 

25 

19 

4 

1 

2 

1 

483 

27 

5 

35 

13 

23 

8 

2 

1 

2 

1 

47 

3 

36 

3 

1 

3 

30 

1 

1 

1 

19 

5 

1 

5 

630 

37 

10 

50 

13 

24 

8 

1 

401 

32 

9 

35 

9 

32 

7 

17 

3 

16 

1 

1 

2 

26 

1 

2 

1 

52 

1 

1 

4 

4 

1 

2 

90 

1 

2 

3 

3 

1 

618 

37 

16 

44 

16 

38 

473 

21 

12 

29 

15 

15 

6 

1 

1 

9 

24 

1 

27 

2 

1 

43 

2 

4 

2 

103 

7 

6 

17 

3 

1 

687 

30 

21 

46 

19 

22 

4 

1 

517 

22 

15 

39 

10 

23 

17 

1 

3 

1 

2 

1 

1 

27 

1 

21 

2 

2 

30 

1 

1 

1 

62 

4 

9 

2 

6 

682 

25 

20 

54 

13 

32 

5 

1 

585 

29 

14 

42 

9 

31 

5 

4 

5 

13 

35 

2 

27 

1 

1 

2 

26 

3 

1 

2 

2 

1 

38 

2 

2 

2 

2 

736 

39 

17 

48 

12 

40 

72

6,366

106

129

354

2

374

565

24

695

8,687

5

1,702

4

16

39

34

68

1

303

2,172

54

2,990

88

79

239

2

269

31

23

140

3,915

43

3

7

6

8          

5          

5,238

257

149

363

123        

236        

82

5

7

5          

7          

97

3

8

6

3          

12          

322

8

5

13

3          

3          

2

          

          1          

320

15

5

21

3          

10          

460

22

21

26

18         

18         

17

2

4

1

                   

                   

529

22

29

80

20         

 15         

7,110

337

228

523

183        

306        

 

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月種別 市町（自治区） 市町計（自治区）組合計（ＩＰ電話）（携帯）

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

北
見
市

火

　
　災

救

　
　急

救

　
　助

他
　
災
　
害

問
　
合
　
せ

い
た
ず
ら

間
　
違
　
い

試

　
　験

転

　
　送

そ
　
の
　
他

合

　
　計

59

6,007

94

114

348

2

361

529

24

660

8,198
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119番受付状況

火 災

救 急

救 助

問 合 せ

いたずら・間違い

受
付
件
数

(注)　１.　各受付件数は、１出動に複数の通報件数を含む。

北　　見　　市

一　般 Ｉ　Ｐ 携　帯 一　般 Ｉ　Ｐ 携　帯 一　般 Ｉ　Ｐ 携　帯

置　　戸　　町 訓　子　府　町

8

1,564

11

76

67

4

1,579

4

38

33

47

2,864

79

234

263

4

37

2

54

1

1

4

32

3

2

2

1

73

1

4

1

69

3

94

6

3

6

令和４年中(単位：回)

3,000

2,500

2,000

1,500

1,000

300

250

200

150

100

50

0
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消　防　水　利

公設 私設 40m
3

以上
40m

3

未満
40m

3

以上
40m

3

未満
40m

3

以上
40m

3

未満
40m

3

以上
40m

3

未満
河川 池沼 その他

消 火 栓 防火水槽(公) 防火水槽(私) 防火井戸(公) 防火井戸(私) そ　の　他

防火用水路
2

区　分

設置場所

合　　　　計

小 計

(市)市街地域

豊 田 地 域

相 内 地 域

東 相 内 地 域

上 仁 頃 地 域

仁 頃 地 域

上ところ地域

その他の地域

端 野 地 域

一 区 地 域

緋 牛 内 地 域

豊 実 地 域

川 向 地 域

その他の地域

常 呂 地 域

栄 浦 地 域

日 吉 地 域

その他の地域

留 辺 蘂 地 域

温 根 湯 地 域

瑞 穂 地 域

その他の地域

小 計

常 元 地 域

勝 山 地 域

置 戸 地 域

境 野 地 域

秋 田 地 域

その他の地域

小 計

日 出 地 域

訓 子 府 地 域

農 試 地 域

その他の地域

北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　見

置

　
　
　
　
　戸

訓

　子

　府

1,283

1,260

940

3

21

45

3

3

18

15

24

1

22

3

3

13

104

38

4

8

7

1

15

1

10

4

14

14

13

1

297

214

63

1

4

4

2

1

5

33

6

3

1

1

3

35

2

1

4

29

15

1

33

4

19

7

2

1

50

4

44

1

1

49

49

22

3

3

4

2

3

4

1

2

1

1

1

2

13

13

2

1

1

2

7

3

3

2

1

8

7

1

2

1

1

1

1

1

1

41

37

1

1

10

2

2

1

2

4

2

8

3

1

4

3

1

1

1

1

1

1

2

2

2

4

2

2

水槽２

令和５年４月１日
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令和５年４月１日

令和５年４月１日

消火栓管径別設置状況

消防自動車等現有数状況

小

型

動

力

ポ

ン

プ

　

計

　

そ

の

他

小

型

特

殊

車

小

型

動

力

ポ

ン

プ

積

載

車

人

員

搬

送

車

救

助

工

作

車

高

規

格

救

急

車

救

急

自

動

車

機

材

搬

送

車

屈

折

梯

子

自

動

車

25   

ｍ

級

梯

子

自

動

車

45   

ｍ

級

化

学

消

防

車

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
水
槽
車
10   
ｔ

小

型

動

力

ポ

ン

プ

付

水

槽

車

水

槽

付

ポ

ン

プ

車

消

防

ポ

ン

プ

車

連

絡

車

移

動

防

災

指

導

車

火

災

原

因

調

査

車

広

報

車

指

揮

車

指

令

車

車　名

区　分

50 ㎜ 75 ㎜ 100 ㎜ 125 ㎜ 150 ㎜ 200 ㎜ 250 ㎜ 300 ㎜ 400 ㎜ 450 ㎜ 計

小 計

公 設

私 設

公 設

私 設

公 設

私 設

公 設

私 設

小 計

公 設

私 設

小 計

公 設

私 設

1

1

1

170

161

49

9

14

88

1

9

9

680

679

627

10

11

9

22

1

1

320

311

272

2

5

10

22

5

5

4

4

63

60

52

1

7

3

3

13

12

6

6

1

1

43

43

35

1

7

6

6

6

1

1

1

1,297

1,274

1,048

13

25

41

146

1

8

8

15

15

北

　見北

　
　
　
　
　
　
　見

端

　野

常

　呂

置

　
　戸

訓

子

府

留
辺
蘂

管径別

区分 計

北　見 1

1

1

1

1

1

1

1

6

4

1

1

1

7

1

1

6

6

10

4

3

4

1

22

7

2

2

5

4

3

23

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

1

7

4

1

2

2

1

1

11

1

1

2

1

1

1

5

1

1

2

4

1

1

1

7

47

12

14

18

9

11

111

1

1

2

17

9

7

6

4

3

46

1

1

1

1

4

2

1

3

端　野

常　呂

留辺蘂

置　　　戸

訓　子　府

計

北

　
　
　見
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公設消火栓地域別設置状況

令和５年４月１日

計
区　分

管径別

合　　　　　計

小　　　　計

(市)市街地域

豊 田 地 域

相 内 地 域

東相内地域

上仁頃地域

仁 頃 地 域

上ところ地域

その他の地域

端 野 地 域

一 区 地 域

緋牛内地域

豊 実 地 域

川 向 地 域

その他の地域

常 呂 地 域

栄 浦 地 域

日 吉 地 域

その他の地域

留辺蘂地域

温根湯地域

瑞 穂 地 域

その他の地域

小　　　　計

常 元 地 域

勝 山 地 域

置 戸 地 域

境 野 地 域

秋 田 地 域

その他の地域

小　　　　計

日 出 地 域

訓子府地域

農 試 地 域

その他の地域

1

1

1

169

160

31

6

9

1

1

1

9

11

3

55

30

3

9

1

6

2

670

669

567

1

12

25

1

3

14

4

10

1

2

1

6

21

1

1

1

318

309

245

2

3

11

1

3

7

5

6

4

14

8

5

4

1

4

4

63

60

51

1

1

7

3

3

13

12

6

6

1

1

42

42

35

2

2

3

6

6

6

1

1

1

1,283

1,260

942

3

21

45

3

3

18

13

24

1

22

3

3

13

104

38

4

8

7

1

15

1

10

4

北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　見

置

　
　
　
　
　戸

訓

　子

　府

50　
㎜

75　
㎜

100　
㎜

125　
㎜

150　
㎜

200　
㎜

250　
㎜

300　
㎜

400　
㎜

450　
㎜
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水管現有状況

種　別
所　属

合　　　　　　計 1,894 

738 

84 

133 

47 

47 

47 

46 

45 

45 

45 

111

44

44

281

50

135

20

28

48

286

46

90

50

50

50

339

65

36

36

36

36

35

35

35

25

193

10

76

33

47

27

57

29

8

8

12

957

385

78

237

2

1

1

1

9

9

6

23

9

9

93

55

38

87

50

37

127

46

14

14

14

10

10

10

9

132

30

54

15

17

16

133

42

33

30

28

40

40

11

29

2,891

1,163

173

399

49

48

48

47

54

54

51

134

53

53

374

105

173

20

28

48

373

96

127

50

50

50

466

111

50

50

50

46

45

45

44

25

325

40

130

48

64

43

190

71

41

38

40

令和５年４月１日（単位：本）

65　㎜ 50　㎜ 40　㎜ 計

北

　
　
　
　
　
　
　
　
　見北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　見

端

　
　
　野

常

　
　
　呂

留

辺

蘂

置

　
　
　
　戸

訓

　子

　府

小 計

消 防 署

出 張 所

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

第 ５ 分 団

第 ６ 分 団

第 ７ 分 団

第 ８ 分 団

第 ９ 分 団

第 10 分 団

小 計

支 署

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

小 計

支 　 署

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団

第 ４ 分 団

小 計

支 署

留 辺 蘂 第 １ 分 団

留 辺 蘂 第 ２ 分 団

留 辺 蘂 第 ３ 分 団

温 根 湯 第 １ 分 団

温 根 湯 第 ２ 分 団

温 根 湯 第 ３ 分 団

温 根 湯 第 ４ 分 団

瑞 穂 分 団

小 計

支 署

置 戸 分 団

勝 山 分 団

境 野 分 団

秋 田 分 団

小 計

支 署

第 １ 分 団

第 ２ 分 団

第 ３ 分 団



−48−

消
防

自
動

車
（

救
急

車
含

む
）

一
覧

表
（

北
見

）
令

和
５

年
４

月
１

日

北
見

指
令

車

本
部

１
号

車

本
部

２
号

車

本
部

３
号

車

本
部

４
号

車

本
部

５
号

車

火
災

原
因

調
査

車

北
見

支
援

１
号

車

北
見

１
号

車

北
見

２
号

車

救
助

工
作

車

梯
子

車

北
見

救
急

２
号

車

北
見

指
揮

車

査
察

指
導

車
(広

報
3
)

北
見

輸
送

車

北
見

機
材

２
号

車

北
見

災
害

防
除

車
２

西
１

号
車

化
学

車

北
見

救
急

１
号

車

北
見

広
報

１
号

車

北
見

災
害

防
除

車
１

東
１

号
車

東
２

号
車

北
見

救
急

３
号

車

北
見

広
報

５
号

車

北
見

災
害

防
除

車
３

南
１

号
車

屈
折

梯
子

車

北
見

機
材

１
号

車

北
見

救
急

４
号

車

北
見

広
報

４
号

車

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト

北
見

団
連

絡
車

北
見

団
輸

送
車

北
見

第
１

分
団

車

北
見

第
２

分
団

車

北
見

第
３

分
団

車

北
見

第
４

分
団

車

北
見

第
５

分
団

車

北
見

第
６

分
団

車

北
見

第
７

分
団

車

北
見

第
８

分
団

１
号

車

北
見

第
８

分
団

２
号

車

北
見

第
９

分
団

車

北
見

第
1
0

分
団

車

端
野

指
揮

車

端
野

１
号

車

端
野

水
槽

車

端
野

救
急

１
号

車

端
野

機
材

１
号

車

端
野

災
害

防
除

車

端
野

第
１

分
団

１
部

車

端
野

第
１

分
団

２
部

車

端
野

第
１

分
団

３
部

車

端
野

第
２

分
団

車

端
野

第
３

分
団

車

端
野

第
４

分
団

車

常
呂

指
揮

車

常
呂

１
号

車

常
呂

水
槽

車

常
呂

救
助

資
機

材
車

常
呂

救
急

１
号

車

常
呂

救
急

２
号

車

常
呂

広
報

車

常
呂

輸
送

車

常
呂

災
害

防
除

車

常
呂

第
１

分
団

１
号

車

常
呂

第
１

分
団

２
号

車

常
呂

第
２

分
団

車

常
呂

第
３

分
団

車

常
呂

第
４

分
団

車

留
辺

蘂
指

揮
車

留
辺

蘂
１

号
車

留
辺

蘂
水

槽
車

留
辺

蘂
機

材
車

留
辺

蘂
救

急
１

号
車

留
辺

蘂
救

急
２

号
車

留
辺

蘂
広

報
車

温
根

湯
機

材
車

留
辺

蘂
輸

送
車

留
辺

蘂
災

害
防

除
車

留
辺

蘂
第

１
分

団
車

留
辺

蘂
第

２
分

団
車

留
辺

蘂
第

３
分

団
車

温
根

湯
第

１
分

団
車

温
根

湯
第

２
分

団
車

温
根

湯
第

３
分

団
車

温
根

湯
第

４
分

団
車

瑞
穂

分
団

車

車 名

北
見

80
0さ

  
49

81

北
見

33
0そ

 
 1

19
0

北
見

30
0ち

 
 5

82
1

北
見

58
0き

 
50

85

北
見

58
3も

 
 

11
9

北
見

58
0い

　
 
35

2

北
見

80
0さ

 
 3

16
5

北
見

80
0は

 
82

3

北
見

80
0は

  
 9

84

北
見

80
0は

  
 9

06

北
見

80
0は

 
 1

09
5

北
見

83
0さ

  
  

11
9

北
見

80
0さ

  
  4

95
7

北
見

80
0さ

  
  3

16
4

北
見

88
0あ

  
  

16
5

北
見

80
0は

 
 

68
5 

  
 

北
見

80
0さ

 
 2

44
8

北
見

市
わ

 
61

79

北
見

80
0は

　
 
81

0

北
見

80
0は

　
 　

89

北
見

80
0さ

 
 5

12
1

北
見

88
0あ

 
  

 3
4

北
見

市
わ

 
 4

88
8

北
見

80
0は

 
 

48
5 

  

北
見

80
0は

 
  

39
1

北
見

83
0す

 
 3

11
9

北
見

88
0あ

 
 

20
3

北
見

市
わ

 　
　

　
68

16

北
見

80
0は

 
 1

05
0 

  

北
見

80
0は

 
  

59
1

北
見

80
0は

 
  

95
7

北
見

80
0さ

 
 3

79
7 

  

北
見

88
0あ

 
 

19
0 

   

北
見

48
0い

 
 6

38
2

北
見

20
0さ

 
  

18
1

北
見

80
0さ

 
 1

71
0

北
見

80
0さ

 
 3

30
3 

 

北
見

80
0さ

 
 2

20
2 

 

北
見

80
0さ

  
 3

64
7

北
見

80
0さ

 
 3

33
6 

 

北
見

80
0さ

 
 3

49
7 

 

北
見

80
0さ

 
 3

82
6 

  

北
見

80
0さ

 
 4

09
5

北
見

80
0は

  
   

39
4

北
見

80
0さ

 
 3

82
5 

  

北
見

80
0さ

 
  

26
0

北
見

83
0み

 
  

11
9

北
見

80
0は

 
  

53
6

北
見

80
0は

 
  

94
7

北
見

80
0さ

 
 3

32
5

北
見

80
あ

  
 

 5
08

3

端
野

町
を

 
　

2
1

北
見

80
0さ

 
 3

33
4 

 

北
見

80
0さ

 
 1

47
9

北
見

88
0あ

 
  

25
8 

 

北
見

80
0さ

  
  3

93
9

北
見

88
そ

 
 2

11
7 

 

北
見

80
0さ

 
 1

69
2

北
見

80
0さ

 
 3

38
2

北
見

80
0は

 
 1

12
0

北
見

80
0は

 
  

58
9

北
見

80
0は

 
  

86
4 

  

北
見

80
0さ

 
 3

48
2

北
見

80
0さ

 
 3

65
5

北
見

88
0あ

 
 

8
1 

  
  
 

北
見

20
0さ

 
  

41
5

北
見

市
わ

 
 6

08
6

北
見

80
0さ

 
 2

41
9

北
見

80
0は

 
 

63
2

北
見

80
0さ

 
 3

45
1

北
見

80
0さ

 
 3

11
7

北
見

80
0さ

  
33

35

北
見

80
0さ

 
 2

45
9

北
見

80
0は

 
  

99
1

北
見

80
0は

  
  

 6
29

北
見

80
0さ

 
 1

48
6

北
見

80
0さ

  
  3

95
6

北
見

80
0さ

  
27

92

北
見

88
0あ

  
  

33
1

北
見

88
そ

 
 

21
67

北
22

す
 

 
11

36

北
見

市
Ｅ

　
 　

58
1

北
見

80
0さ

  
41

26

北
見

80
0さ

  
34

41

北
見

80
0さ

  
 2

97
0

北
見

80
0さ

  
 4

71
7

北
見

88
は

  
  

 
87

8

北
見

83
0そ

  
  

11
9

北
見

80
0さ

  
 3

13
8

北
見

80
0さ

 
 2

19
9

登 録 番 号

ト
ヨ

タ

ト
ヨ

タ

ト
ヨ

タ

三
菱

ダ
イ

ハ
ツ

マ
ツ

ダ

ト
ヨ

タ

い
す

ゞ

日
野

日
野

日
野

日
　

野

ト
ヨ

タ

ト
ヨ

タ

日
産

い
す

ゞ

ニ
ッ

サ
ン

コ
マ

ツ

日
野

い
す

ゞ

日
産

マ
ツ

ダ

C
A

T
三

菱

日
野

ニ
ッ

サ
ン

Ｕ
Ｄ

ト
ヨ

タ

ス
ズ

キ

コ
マ

ツ

日
野

日
野

日
野

ト
ヨ

タ

マ
ツ

ダ

ト
ヨ

タ
L

&
F

三
　

　
菱

三
　

　
菱

三
　

　
菱

日
野

い
す

ゞ

日
　

野

い
す

ゞ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

ト
ヨ

タ

ニ
ッ

サ
ン

Ｕ
Ｄ

日
　

野

ト
ヨ

タ

ダ
イ

ハ
ツ

Ｃ
Ａ

Ｔ
三

菱

日
　

野

三
菱

ダ
イ

ハ
ツ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

い
す

ゞ

三
菱

日
野

日
野

日
野

ト
ヨ

タ

ト
ヨ

タ

三
菱

三
菱

コ
マ

ツ

い
す

ゞ

日
野

日
野

い
す

ゞ

い
す

ゞ

ト
ヨ

タ

日
野

日
野

ト
ヨ

タ

ト
ヨ

タ

ニ
ッ

サ
ン

ス
ズ

キ

ト
ヨ

タ

日
野

ク
ボ

タ

日
野

日
野

ニ
ッ

サ
ン

Ｕ
Ｄ

日
野

日
野

日
野

い
す

ゞ

日
野

車 体 製 造 元

令
４

令
２

平
25

平
26

令
３

平
18

平
22

平
26

平
29

平
27

令
元

平
12

令
４

平
22

平
24

平
22

平
18

平
29

平
25

平
12

令
４

平
18

平
21

平
18

平
16

平
29

平
26

令
２

平
30

平
20

平
28

平
26

平
25

平
30

平
25

平
15

平
15

平
23

平
17

平
25

平
23

平
24

平
26

平
28

平
16

平
26

平
11

平
17

平
19

平
28

平
23

平
４

平
12

平
23

平
15

平
28

平
27

平
８

平
15

平
24

令
２

平
20

平
26

平
24

平
25

平
21

平
24

平
27

平
18

平
21

平
24

平
22

平
23

平
18

平
29

平
21

平
15

平
27

平
20

令
元

平
８

昭
61

平
24

平
28

平
24

平
21

令
２

平
10

平
12

平
22

平
17

車 両 導 入 年 度

指
令

車

連
絡

車

連
絡

車

連
絡

車

連
絡

車

連
絡

車

火
災

原
因

調
査

車

支
援

車

タ
ン

ク
車

タ
ン

ク
車

救
助

工
作

車

は
し

ご
車

高
規

格
救

急
車

指
揮

車

広
報

車

輸
送

車

機
材

車

小
型

特
殊

車

タ
ン

ク
車

化
学

車

高
規

格
救

急
車

広
報

車

小
型

特
殊

車

タ
ン

ク
車

タ
ン

ク
車

高
規

格
救

急
車

広
報

車

小
型

特
殊

車

タ
ン

ク
車

屈
折

は
し

ご
車

機
材

車

高
規

格
救

急
車

広
報

車

小
型

特
殊

車

連
絡

車

輸
送

車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

タ
ン

ク
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

指
揮

車

タ
ン

ク
車

大
型

水
槽

車

高
規

格
救

急
車

機
材

車

小
型

特
殊

車

タ
ン

ク
車

ポ
ン

プ
車

積
載

車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

指
揮

車

タ
ン

ク
車

大
型

水
槽

車

機
材

車

高
規

格
救

急
車

高
規

格
救

急
車

広
報

車

輸
送

車

小
型

特
殊

車

ポ
ン

プ
車

タ
ン

ク
車

ポ
ン

プ
車

積
載

車

ポ
ン

プ
車

指
揮

車

タ
ン

ク
車

大
型

水
槽

車

機
材

車

高
規

格
救

急
車

高
規

格
救

急
車

広
報

車

機
材

車

輸
送

車

小
型

特
殊

車

ポ
ン

プ
車

タ
ン

ク
車

タ
ン

ク
車

タ
ン

ク
車

タ
ン

ク
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

ポ
ン

プ
車

種 別

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

日
本

機
械

モ
リ

タ

モ
リ

タ

オー
トワ

ーク
ス京

都

モ
リ

タ

モ
リ

タ

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

日
本

機
械

モ
リ

タ

田
井

自
動

車

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

田
井

自
動

車

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

製 作 所

ポ
ン

プ
等

㊌
−Ⅰ

−
Ｂ

㊌
−

Ⅱ

Ⅱ
型

㊌
−

Ⅱ

Ⅱ
型

㊌
−

Ⅱ

㊌
−

Ⅱ

㊌
−

Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

㊌
−

Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

㊌
−

Ⅱ

㊌
−

Ⅰ
−

A 

Ｃ
Ｄ

−
Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

㊌
−

Ⅱ

Ⅱ
型

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

㊌
−

Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

㊌
−

Ⅱ

Ⅱ
型

Ｃ
Ｄ

−
Ⅱ

㊌
−

Ⅰ
−

A 

㊌
−

Ⅰ
−

A 
 

㊌
−

Ⅰ
−

A

㊌
−

Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅰ

車 両 形 式

北
見

指
令

１

北
見

予
防

１

北
見

支
援

１

北
見

１

北
見

２

北
見

救
助

１

北
見

梯
子

１

北
見

救
急

２

北
見

指
揮

１

北
見

広
報

３

北
見

輸
送

１

北
見

機
材

２

北
見

西
１

北
見

化
学

１

北
見

救
急

１

北
見

広
報

１

北
見

東
１

北
見

東
２

北
見

救
急

３

北
見

広
報

５

北
見

南
１

北
見

屈
折

１

北
見

機
材

１

北
見

救
急

４

北
見

広
報

４

北
見

輸
送

２

北
見

団
11

北
見

団
21

北
見

団
31

北
見

団
41

上
常

呂
１

仁
頃

１

上
仁

頃
１

相
内

１

相
内

２

東
相

内
１

富
里

１

端
野

指
揮

1

端
野

１

端
野

水
槽

１

端
野

救
急

１

端
野

機
材

１

端
野

団
２

端
野

団
１

川
向

３

端
野

一
区

１

緋
牛

内
１

豊
北

１

常
呂

指
揮

１

常
呂

１

常
呂

水
槽

１

常
呂

機
材

１

常
呂

救
急

１

常
呂

救
急

２

常
呂

広
報

１

常
呂

団
１

常
呂

団
２

栄
浦

１

日
吉

３

豊
川

１

留
辺

蘂
指

揮
１

留
辺

蘂
１

留
辺

蘂
水

槽
１

留
辺

蘂
機

材
１

留
辺

蘂
救

急
１

留
辺

蘂
救

急
２

留
辺

蘂
広

報
１

温
根

湯
機

材
1

留
辺

蘂
１

部
１

留
辺

蘂
２

部
２

留
辺

蘂
３

部
２

温
根

湯
1

部

温
根

湯
２

部
２

温
根

湯
３

部
１

温
根

湯
４

部
１

瑞
穂

１

車 載

1
0
4

1
0
3

　 2
0
9

　 3
0
3

3
0
9

3
0
4

4
0
3

4
0
4

5
0
3

5
0
4

6
0
3

6
0
9

6
0
4

7
0
3

7
0
9

7
0
4

　 8
0
4

8
0
9

8
0
5

8
0
3

8 8 5 4 4 4 7 
 

2 6 6 5 6 7 8 4 31
 6 1 5 7 7 4 1 6 6 7 4 1 6 6 3 7 4 1 4 26
 

10
 

10
 

10
 

10
 

10
 

10
 

10
 

10
 7 10
 1 8 6 3 7 2 1 6 7 4 10
 

10
 6 8 6 3 3 7 7 4 29
 1 6 6 10
 6 10
 8 6 3 6 7 7 4 6 29
 1 10
 7 6 7 7 10
 

10
 8 

定 員

49
4 

49
4 

44
8 

33
9 

33
9 

33
9

53
8 

11
97 77
0 

85
0 

97
4 

10
90

 

56
6 

53
8 

33
9 

89
9 

47
5 

41
5 

84
4 

79
0 

53
3

33
9 

40
3

84
0 

77
5 

56
5 

33
9

40
8

91
5 

90
6 

92
6 

56
5 

33
9 

34
7 

33
9 

62
4 

54
9 

56
2 

55
2 

56
2 

57
0 

57
5 

57
5

57
5 

68
1 

57
5 

40
3 

48
0 

90
5 

92
2 

56
2 

32
9 

41
5 

67
7 

69
6 

33
9 

57
5 

56
4 

57
6 

47
5 

91
5 

92
0 

92
6 

56
2 

56
2 

33
9 

69
9 

46
5

56
0 

75
3 

69
5 

51
5 

57
5 

48
4 

89
9 

77
8 

47
3 

56
5

56
4 

33
9 

46
9 

69
9 

40
3 

69
5

67
7 

67
2 

68
0 

87
1 

67
7 

56
1 

52
0 

全 長

18
5 

18
5 

17
4 

14
7 

14
7 

14
7

18
8 

 

24
9

22
9 

24
9 

24
9 

24
9 

18
9 

18
8 

14
7 

23
4 

16
9 

16
9 

24
9 

24
9 

18
8 

14
7 

15
0

24
9 

24
9 

18
9 

14
7

15
0

24
9 

24
9 

23
1 

18
9 

14
7 

11
5 

14
7 

20
1 

18
8 

18
8 

18
8 

18
8 

18
9 

18
8 

18
9

18
9 

22
8 

18
9 

15
0 

18
0 

24
9 

24
9 

18
9 

13
9 

15
5 

23
1 

23
1 

14
7 

18
9 

18
8 

19
1 

17
9 

24
9

24
9 

23
0 

18
9 

18
9

14
7 

20
1 

16
7

18
8 

25
0 

23
5 

18
0 

18
9 

18
0 

25
0 

24
9 

16
9 

19
0 

19
0 

14
7 

16
9 

19
9 

15
8 

23
5

22
7 

22
8 

22
8 

24
9 

23
1 

18
9 

18
8 

全 幅

20
5 

19
5 

14
9 

17
7 

16
3 

17
1

24
9 

35
9

29
3 

33
2 

35
9 

35
2 

25
0 

24
7 

19
4 

31
4 

23
1 

25
0 

30
5

30
5 

24
9 

18
8 

25
0

29
8 

30
7 

25
0 

18
5

25
0

31
3

36
5 

29
8 

25
2 

18
8 

21
1

18
7 

26
2 

27
0 

27
7 

27
8 

27
6 

27
7 

27
7 

27
6

27
7 

27
6 

27
6 

25
0 

20
7 

34
5 

30
6 

24
9 

19
3 

25
5 

27
3 

27
5 

19
9 

25
8 

26
1 

27
6 

20
8 

32
3 

31
6 

29
5

24
9 

25
0 

18
3 

26
4 

25
7

28
0 

30
2 

31
7 

23
7 

27
7 

21
2 

31
5 

30
0 

22
1 

24
9 

24
7 

18
9 

22
0 

29
2 

19
4 

28
5 

27
0 

27
1 

27
7 

32
2 

27
2 

27
8 

27
3 

全 高

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

燃 料

2,
49

0

2,
42

0

1,
58

5

1,
19

0

1,
10

0

1,
22

0

2,
87

5

19
,9

70

11
,1

60

15
,8

70

19
,2

95

21
,6

70

3,
19

5

3,
27

0

1,
43

0

9,
57

5

2,
54

0

2,
98

0

15
,9

55

13
,1

15

3,
35

5

1,
22

0

2,
20

0

15
,3

80

14
,5

80

3,
29

5

1,
22

0

2,
97

5

20
,6

90

16
,0

80

10
,9

25

3,
29

5

1,
25

0

3,
32

0

1,
39

0

4,
96

0

4,
95

0

5,
05

0

5,
06

0

5,
08

0

5,
48

0

5,
52

0

5,
51

0

5,
40

0

8,
84

5

5,
53

0

2,
20

0

2,
46

0

21
,4

40

21
,8

35

3,
29

5

1,
21

0

2,
55

0

7,
70

0

7,
34

5

1,
46

0

5,
48

0

5,
26

0

5,
64

0

2,
21

0

19
,7

60

21
,7

05
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,9

45

3,
29

5

3,
29

5

1,
22

0

5,
52

5

3,
31

0

5,
13

0

13
,5

40

7,
64

0

3,
58

0

5,
42

0

2,
37

0

16
,1

90

19
,9

85

3,
27

0

3,
23

5

3,
22

5

1,
27

0

3,
28

0

5,
75

5

2,
46

0

7,
47

0

7,
97

5

7,
81

0

7,
85

5

19
,9

70

7,
00

0

5,
02

0

4,
81

0

総 重 量

1,
50

0

3,
00

0

3,
00

0

1,
50

0

3,
00

0

3,
00

0

6,
50

0

2,
00

0

6,
50

0

10
,0

00

1,
50

0

5,
00

0

10
,0

00

3,
00

0

3,
00

0

10
,0

00

1,
50

0

1,
50

0

1,
50

0

6,
00

0

積 載 水 ︵ 　 ︶

区 分

所 属 北 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 見

本 　 　 　 部 消 　 　 防 　 　 署 西 出 張 所 東 出 張 所 南 出 張 所 北 見 消 防 団 端 野 支 署 ・ 端 野 消 防 団 常 呂 支 署 ・ 常 呂 消 防 団 留 辺 蘂 支 署 ・ 留 辺 蘂 消 防 団

常 備 ・ 非 常 備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

常
備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

識 別 記 号

免 許 区 分

備
　

　
　

　
　

　
考

4W
D

　
北

見
西

ロ
ー

タ
リ

ー
ク

ラ
ブ

寄
贈

　

4W
D

　
鈴

木
氏

寄
贈

　

4W
D

　
鈴

木
氏

寄
贈

4W
D

　
北

見
地

区
危

険
物

安
全

協
会

4W
D

　
鈴

木
氏

寄
贈

4W
D

　
北

見
地

区
防

火
管

理
協

議
会

寄
贈

4W
D

6×
4

4×
2

4×
2 　

キ
ャ

フ
ス

6×
4

8×
4

4W
D

4W
D

4W
D

　
北

見
ラ

イ
オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
寄

贈
　

4×
2　

元
北

見
消

防
団

団
長

 飯
田

安
藏

氏
寄

贈

4×
2　

日
本

消
防

協
会

寄
贈

4W
D

　
北

見
白

樺
ラ

イ
オ

ン
ズ

ク
ラ

ブ
寄

贈
(全

額
)

4×
2　

キ
ャ

フ
ス

4×
2　

4W
D

　

4W
D

　

4W
D

4×
2 　

4×
2　

4W
D

　

4W
D

4W
D

6×
4 　

4×
2　

4×
2　

　

4W
D

　
北

見
信

用
金

庫
寄

贈
　

4W
D

　

2W
D

　

4W
D

　
北

都
板

金
工

業
㈱

 高
橋

勝
志

氏
寄

贈

4×
2　

4×
2　

4×
2　

4×
2　

4×
4　

4×
4　

4×
4　

4×
4　

4×
4　

4×
4　

　

4×
4 　

4×
4　

日
本

損
害

保
険

協
会

寄
贈

　

4W
D

　

6×
4　

6×
4　

4W
D

　

4×
4　

4W
D

　

4×
2　

4×
2　

4×
4　

4×
4　

4×
4　

4×
4　

4W
D

　
常

呂
漁

協
寄

贈
　

6×
4　

キ
ャ

フ
ス

　

6×
4　

4×
2　

4W
D

　

4W
D

　

4W
D

　

4×
2　

常
呂

漁
協

寄
贈

　

4W
D

4×
4 　

4×
2　

4×
4　

4×
4　

総
務

省
消

防
庁

よ
り

無
償

貸
与

4×
4　

4W
D

　

4×
2　

キ
ャ

フ
ス

　

6×
4　

4×
4　

野
村

興
産

イ
ト

ム
カ

鉱
業

所
寄

贈

4W
D

　

4W
D

　

4W
D

　

4×
4　

4×
2　

4W
D

4×
4 　

4×
4　

 

4×
2

4×
2 　

4×
2　

4×
4　

4×
2

4×
2 　

 

緊 急 消 防 援 助 隊 後
方

消
火

救
助

救
急

後
方

消
火

消
火

救
急

消
火

後
方

B
3

C
1

C
1

C
1

C
1

C
1

C
1

B
2

C
1

C
1

B
3

B
3

C
1

B
3

C
1

C
1

C
1

B
3

B
2

B
2

C
1

B
3

C
1

C
1

C
1

C
1

C
1

小 型 ポ ン プ

　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○Ａ Ｖ Ｍ 搭 載

携 帯

無
　

 線
　

 機

北
1

O

北
1

I

北
1

T

北
2

T

北
1

R

北
1

L

北
2

A

北
1

D

北
3

S

北
1

P
T

北
2

M

西
1

T

北
1

C

北
1

A

北
1

S

東
1

T

東
2

T

北
3

A

北
5

S

南
1

T

北
1

B
L

北
1

M

北
4

A

北
4

S

北
団

1P
T

北
団

1
P

北
団

2
P

北
団

3
P

北
団

4
P

北
団

5
P

北
団

6
P

北
団

7
P

北
団

8
P

北
団

8
T

北
団

9
P

北
団

11
P

端
1

O

端
1

T

端
1

L
T

端
1

A

端
1

M

端
団

11
T

端
団

12
P

端
団

13
PL

端
団

2
P

端
団

3
P

端
団

4
P

常
1

D

常
1

T

常
1

L
T

常
1

M

常
1

A

常
2

A

常
1

S

常
1

P
T

常
団

11
P

常
団

12
T

常
団

2
P

常
団

3P
L

常
団

4
P

留
1

D

留
1

T

留
1

L
T

留
1

M

留
1

A

留
2

A

留
1

S

温
1

M

留
1

P
T

留
団

1
P

留
団

2
T

留
団

3
T

温
団

1
T

温
団

2
T

温
団

3
P

温
団

4
P

瑞
団

1
P

普
通

普
通

普
通

普
通

普
通

普
通

普
通

大
型

中
型

大
型

大
型

大
型

普
通

普
通

普
通

大
型

普
通

普
通

大
型

大
型

普
通

普
通

普
通

大
型

大
型

普
通

普
通

普
通

大
型

大
型

中
型

普
通

普
通

普
通

普
通

中
型

準
中

型（
旧

普
通

）

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

普
通

）

準
中

型（
旧

普
通

）

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

中
型

）

中
型

準
中

型（
旧

中
型

）

普
通

普
通

大
型

大
型

普
通

普
通

普
通

中
型

準
中

型（
旧

中
型

）

普
通

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

中
型

）

普
通

大
型

大
型

中
型

普
通

普
通

普
通

中
型

普
通

準
中

型（
旧

中
型

）

大
型

中
型

準
中

型（
旧

普
通

）

準
中

型（
旧

中
型

）

普
通

大
型

大
型

普
通

普
通

普
通

普
通

普
通

中
型

普
通

準
中

型（
旧

中
型

）

中
型

中
型

中
型

大
型

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

中
型

）

準
中

型（
旧

普
通

）

2
0
8

2
1
0

2
0
1

2
0
2

2
0
3

2
0
6

2
0
7

2
0
4

2
0
5

1
0
5

1
0
6

5
0
1

5
0
2

6
0
1

6
0
2

3
0
1

3
0
2

4
0
1

4
0
2

7
0
1

7
0
2

8
0
1

8
0
2
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消
防

自
動

車
（

救
急

車
含

む
）

一
覧

表
（

置
戸

・
訓

子
府

）
令

和
５

年
４

月
１

日

置
戸

指
揮

車

置
戸

救
急

１
号

車

置
戸

１
号

車

置
戸

分
団

２
号

車

置
戸

分
団

３
号

車

置
戸

分
団

水
槽

車

勝
山

分
団

車

境
野

分
団

車

秋
田

分
団

車

訓
子

府
指

揮
車

訓
子

府
１

号
車

訓
子

府
水

槽
車

訓
子

府
救

急
１

号
車

訓
子

府
１

分
団

車

訓
子

府
２

分
団

車

訓
子

府
３

分
団

車

訓
子

府
団

広
報

車

訓
子

府
団

機
材

車

訓
子

府
団

輸
送

車

ミ
ニ

消
防

車

普
通

普
通

大
型

大
型

準
中

型
(旧

中
型

)

大
型

中
型

中
型

中
型

普
通

大
型

大
型

普
通

大
型

中
型

中
型

普
通

普
通

中
型

普
通

北
見

83
0さ

  
 2

0
0

6

北
見

80
0さ

 
3

7
7

9

北
見

80
0は

 
  

76
6

北
見

88
は

　
  

35
8

北
見

88
そ

　
 2

08
2

北
見

83
1さ

 
  

11
9

北
見

83
0た

 
  

11
9

北
見

83
0た

  
1

9
2

4

北
見

83
0せ

 
2

0
0

1

北
見

83
0さ

 
3

4
2

3

北
見

83
0は

 
  

11
9

北
見

88
は

  
  

 　
60

北
見

83
1す

 
  

11
9

北
見

88
は

  
   

79
8

北
見

80
0さ

 
2

3
3

8

北
見

83
0さ

 
3

1
1

9

北
見

88
0あ

 
  

 2
5

北
見

80
0さ

 
2

3
8

9

北
見

83
0す

 
2

1
8

8

北
見

80
あ

 
51

11

ト
ヨ

タ

ト
ヨ

タ

日
野

い
 す

 ゞ

い
 す

 ゞ

日
野

日
野

い
す

ゞ

ニッ
サン

ＵＤ

ト
ヨ

タ

日
野

い
す

ゞ

ト
ヨ

タ

日
野

い
す

ゞ

日
野

ス
ズ

キ

ニ
ッ

サ
ン

ト
ヨ

タ

ス
ズ

キ

平
18

平
26

平
24

平
３

平
８

平
22

平
12

平
17

平
13

令
２

平
15

昭
63

平
23

平
９

平
18

平
17

平
18

平
18

平
19

平
８

指
揮

車

高
規

格
救

急
車

タ
ン

ク
車

タ
ン

ク
車

ポ
ン

プ
車

水
槽

車

小型
ポン

プ付
水槽

車

タ
ン

ク
車

小型
ポン

プ付
水槽

車

指
揮

車

タ
ン

ク
車

大
型

水
槽

車

高
規

格
救

急
車

タ
ン

ク
車

小型
ポン

プ付
水槽

車

タ
ン

ク
車

広
報

車

機
材

車

輸
送

車

そ
の

他

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

ニ
ニ

式

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

トヨ
タテ

クノ
クラ

フト

モ
リ

タ

モ
リ

タ

モ
リ

タ

ト
ヨ

ペ
ッ

ト

　
−

Ⅱ

　
−

Ⅱ

Ｃ
Ｄ

−
Ⅱ

−
Ｉ

Ａ

−
Ⅱ

Ⅱ
型

−
Ⅱ

−
Ｉ

Ａ

置
戸

指
揮

1

置
戸

救
急

1

置
戸

1

置
戸

団
2

2

置
戸

団
3

1

置
戸

団
水

槽
1

勝
山

団
2

境
野

団
2

秋
田

団
2

訓
子

府
指

揮
1

訓
子

府
1

訓
子

府
水

槽
1

訓
子

府
救

急
1

訓
子

府
団

1
2

訓
子

府
団

2
2

訓
子

府
団

3
2

訓
子

府
団

広
報

1

訓
子

府
団

機
材

1

訓
子

府
団

輸
送

1

置
　

戸
60

1

置
　

戸
20

9

置
　

戸
20

1

置
　

戸
60

2

置
　

戸
60

3

勝
　

山
60

1

境
　

野
60

1

秋
　

田
60

1

訓
子

府
20

1

訓
子

府
20

2

訓
子

府
20

9

8 7 6 7 6 7 3 7 3 1 0 6 3 7 7 3 7 4 3 1

48
5 

56
5 

86
5 

85
6 

56
0 

86
0 

67
3 

65
0 

63
2 

53
8 

79
2 

77
0 

56
2 

74
9 

63
0 

67
5 

33
9 

43
3 

53
8 

32
9 

18
0 

18
9 

24
9 

24
9 

18
8 

24
9 

21
8 

23
2 

22
0 

18
8 

24
9 

24
9 

18
9 

24
9 

22
5 

22
8 

14
7 

16
9 

18
8 

13
9 

21
1 

25
6 

30
6 

35
3 

29
2 

30
0 

27
0 

27
0 

26
5 

24
9 

29
8 

30
3 

25
8 

29
8 

26
8 

28
1 

18
3 

20
9 

24
8 

19
9 

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

軽
油

軽
油

軽
油

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

ガ
ソ

リ
ン

2,
42

0

3,
28

5

18
,6

60

19
,3

45

5,
53

0

19
,7

65

7,
98

5

7,
59

5

7,
93

5

2,
71

0

14
,8

80

19
,9

95

3,
21

5

13
,6

85

7,
91

5

7,
96

5

1,
12

0

2,
45

5

2,
96

5

1,
12

0

支 署 ・ 消 防 団 支 署 ・ 消 防 団

置

　 　 　 　 　 　
戸 訓 　 　 　子 　 　 　府

常
備

常
備

常
備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

常
備

常
備

常
備

常
備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

非
常

備

5,
00

0

6,
50

0

8,
00

0

2,
70

0

1,
50

0

2,
70

0

3,
50

0

9,
80

0

3,
00

0

2,
40

0

1,
50

0

置
1

D

置
1

A

置
1

T

置
団

2
T

置
団

3
P

置
団

1
L

T

勝
団

1
T

境
団

1
T

秋
団

1
T

訓
1

D

訓
1

T

訓
1

L
T

訓
1

A

訓
団

1
T

訓
団

2
T

訓
団

3
T

訓
団

1
S

訓
団

1
M

訓
団

1
P

T

車 名

登 録 番 号

車 体 製 造 元

車 両 導 入 年 度

種 別

車 両 形 式

積 載 水 ︵

　
︶

区 分

所 属

常 備 ・ 非 常 備

識 別 記 号

免 許 区 分

製 作 所

定 員

全 長

全 幅

全 高

燃 料

総 重 量

備
　

　
　

　
　

　
考

緊 急 消 防 援 助 隊

小 型 ポ ン プ

Ａ Ｖ Ｍ 搭 載

携 帯

車 載無
　

 線
　

 機

4W
D

　

4W
D

　
ハ

イ
メ

デ
ィ

ッ
ク

　

6×
4　

6×
4　

4×
4　

6×
4　

4×
4　

4×
2　

4×
4　

4W
D

　
坂

井
前

団
長

寄
贈

車
　

　

4×
2　

6×
4　

小
型

動
力

32
馬

力
　

Ｂ
−

３
級

4W
D

　
ハ

イ
メ

デ
ィ

ッ
ク

4×
2　

小
型

動
力

43
馬

力
　

Ｂ
−

３
級

4×
4　

小
型

動
力

41
馬

力
　

Ｂ
−

２
級

4×
4 　

4W
D

　
坂

井
前

団
長

寄
贈

車

4×
4 　

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

寄
贈

車

4W
D

　
坂

井
前

団
長

寄
贈

車

4W
D

　
訓

子
府

消
防

団
寄

贈
車

Ｂ
3

Ｂ
3

Ｂ
3

Ｂ
3

Ｂ
2

　 ○ ○ ○ ○
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地区別救急
令和４.1.1〜令和４.12.31

（北見市自治区別）

管
外

訓
子
府

置
戸

北
見

合
計

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

計
そ

の

他

資
機
材
輸
送

医
師
搬
送

転
院
搬
送

そ　の　他急

病

自

損

行

為

加

害

一

般

負

傷

運

動

競

技

労

働

災

害

交

通

水

難

自

然

災

害

火

災

事故種別

地区別

32

6

26

5

3

3

1

4

1

3

1

1

293

261

271

247

7

5

15

9

6

4

82

82

68

68

4

4

10

10

33

32

31

30

2

2

924

857

860

799

20

20

44

38

11

9

11

9

70

55

68

55

2

4,571

4,247

4,311

3,993

73

72

187

182

4

4

529

513

492

476

36

36

1

1

2

2

205

2

189

2

4

12

6,756

6,065

6,332

5,684

150

138

274

243

10

8

留
辺
蘂

常
呂

端
野

北
見

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

22

5

2

2

219

196

28

31

8

7

16

13

2

1

46

45

5

5

1

1

16

17

22

21

7

7

1

1

1

1

724

668

59

57

23

23

54

51

10

9

1

61

49

2

1

1

1

4

4

3,670

3,392

247

221

111

109

283

271

423

411

28

24

23

23

18

18

2 166

2

8

2

13

5,367

4,798

386

346

172

165

407

375

令元 2 3 4

7,000

6,800

6,600

6,400

6,200

6,000

5,800

5,600

5,400

5,200

5,000

4,800

4,600

4,400

4,200

4,000

3,800

3,600

3,400

3,200

3,000

2,800

2,600

2,400

2,200

2,000

救 急 件 数 の 推 移

　

平9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 24 25 26 27 28 29 3023

※平成18年３月５日

　市町村合併

出 動 件 数

搬 送 人 員
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月別救急出場状況
令和４.1.1〜令和４.12.31

合

計

12      

月

11      

月

10      

月

９

月

８

月

７

月

６

月

５

月

４

月

３

月

２

月

１

月

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

そ

の

他

そ 　 　 の 　 他

計

事故種別

月　　別

7

1

2

1

5

1

3

1

3

3

1

2

3

4

1

32

6

1

1

1

1

1

4

1

28

20

14

13

19

19

16

15

22

18

19

17

28

23

22

23

33

34

29

25

20

17

43

37

293

261

8

8

5

5

8

8

6

6

7

6

5

5

6

6

10

11

10

10

3

3

6

6

8

8

82

82

2

2

1

1

1

1

5

5

4

4

6

6

5

5

1

1

3

2

4

4

1

1

33

32

88

85

61

56

81

78

72

69

73

71

70

69

71

65

72

65

74

68

83

76

78

69

101

86

924

857

2

1

1

1

2

2

2

2

1

1

1

1

2

1

11

9

4

2

5

3

6

4

7

6

6

5

3

3

6

4

5

4

5

5

5

5

11

7

7

7

70

55

362

338

311

302

310

295

307

292

379

352

316

296

391

367

428

384

364

349

423

399

477

418

503

455

4,571

4,247

45

44

31

30

47

43

37

35

50

49

47

47

47

47

31

30

48

47

37

36

50

49

59

56

529

513

1

1

2

20

20

15

16

14

14

13

1

22

15

15

19

22

1

205

2

566

501

449

411

488

448

468

425

560

507

481

443

574

522

599

524

552

514

598

546

671

571

750

653

6,756

6,065
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曜日別救急出場件数

救急業務状況対比表

令和４.1.1〜令和４.12.31

令和４.1.1〜令和４.12.31

月

火

水

木

金

土

日

計

990 

923 

950 

961 

972 

1,002 

958 

6,756 

計

37 

22 

30 

25 

36 

25 

30 

205 

そ

の

他

資

機

材

輸

送

　 

医

師

搬

送

80 

110 

65 

72 

99 

55 

48 

529 

1 

1 

2 

転

院

搬

送

そ 　 の 　 他

654 

614 

637 

671 

625 

703 

667 

4,571 

急

病

16 

13 

8 

8 

9 

6 

10 

70 

自

損

行

為

2 

1 

1 

1 

2 

4 

11 

加

害

132 

106 

134 

133 

139 

136 

144 

924 

一

般

負

傷

6 

3 

6 

1 

5 

6 

6 

33 

運

動

競

技

19 

8 

14 

12 

9 

16 

4 

82 

労

働

災

害

41 

41 

43 

33 

43 

52 

40 

293 

交

通

水

難

自

然

災

害

2 

5 

11 

4 

5 

1 

4 

32 

1 

1 

1 

1 

4 

火

災

増 減 率 　 　 ( % )

増 ・ △ 減

増 減 率 　 　 ( % )

増 ・ △ 減

5,671

6,756

1,085

19.1

5,236

6,065

829

15.8

計

166

205

39

23.5

2

2

200.0

そ

の

他

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

476

529

53

11.1

471

513

42

8.9

7

2

△5

△71.4

転

院

搬

送

そ 　 の 　 他

3,816

4,571

755

19.8

3,661

4,247

586

16.0

急

病

63

70

7

11.1

46

55

9

19.6

自

損

行

為

15

11

△4

△26.7

12

9

△3

△25.0

加

害

759

924

165

21.7

719

857

138

19.2

一

般

負

傷

26

33

7

26.9

26

32

6

23.1

運

動

競

技

67

82

15

22.4

65

82

17

26.2

労

働

災

害

238

293

55

23.1

228

261

33

14.5

交

通

3

4

1

33.3

3

1

△2

△66.7

水

難

自

然

災

害

35

32

△3

△8.6

5

6

1

20.0

火

災

前年

本年

前年

本年

出 場 件 数

搬 送 人 員

事故種別

曜日別

事故種別

地区別
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時間別救急出場状況

時

　
　
　
　
　間

　
　
　
　
　別

　
　
　
　
　内

　
　
　
　
　訳

０　〜　２

２　〜　４

４　〜　６

６　〜　８

８　〜　10

10　〜　12

12　〜　14

14　〜　16

16　〜　18

18　〜　20

20　〜　22

22　〜　24

計

休 日

以 外 の 日

休 日
出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

出 場 件 数

搬 送 人 員

事故種別

区　　分

そ

の

他

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

計

そ 　の　 他

6 

26 

6 

32 

6 

1 

1 

4 

3 

2 

9 

3 

4 

1 

1 

1 

6 

2 

2 

2 

1 

4 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

54 

52 

239 

209 

293 

261 

5 

5 

6 

6 

7 

4 

19 

13 

44 

39 

51 

43 

34 

34 

45 

38 

34 

40 

25 

20 

12 

6 

11 

13 

9 

9 

73 

73 

82 

82 

2 

2 

6 

6 

17 

17 

15 

15 

9 

9 

15 

16 

14 

13 

3 

3 

1 

1 

6 

6 

27 

26 

33 

32 

4 

4 

9 

9 

9 

8 

3 

3 

4 

4 

2 

2 

2 

2 

191 

178 

733 

679 

924 

857 

33 

29 

28 

25 

24 

19 

75 

71 

136 

133 

124 

113 

113 

106 

97 

89 

109 

105 

95 

87 

46 

39 

44 

41 

4 

3 

7 

6 

11 

9 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

11 

6 

59 

49 

70 

55 

7 

7 

1 

1 

4 

3 

7 

6 

6 

6 

9 

7 

4 

3 

3 

2 

9 

6 

5 

1 

6 

4 

9 

9 

905 

831 

3,666 

3,416 

4,571 

4,247 

233 

215 

203 

180 

228 

205 

372 

344 

571 

550 

542 

510 

447 

419 

443 

425 

410 

388 

478 

438 

372 

330 

272 

243 

63 

63 

466 

450 

529 

513 

11 

11 

6 

6 

8 

8 

6 

6 

53 

48 

111 

106 

95 

92 

89 

87 

70 

69 

37 

37 

25 

25 

18 

18 

2 

2 

1 

1 

43 

162 

2 

205 

2 

10 

5 

1 

8 

9 

28 

30 

1 

23 

29 

24 

22 

10 

7 

1,294 

1,148 

5,462 

4,917 

6,756 

6,065 

303 

269 

251 

220 

282 

242 

499 

446 

862 

797 

895 

804 

746 

676 

731 

663 

675 

625 

668 

588 

474 

406 

370 

329 

　

令和４.1.1〜令和４.12.31
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認知別救急出場状況

救急応急処置状況

令和４.1.1〜令和４.12.31

令和４.1.1〜令和４.12.31

1 1 9 番

一 般 加 入 電 話

警 察 電 話

駆 け つ け

そ の 他

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

そ

の

他

そ 　 の 　 他

6,345

191

97

18

105

6,756

合

　
　
　計

止 血

固 定

人 工 呼 吸

胸 骨 圧 迫

酸 素 吸 入

気 道 確 保

保 温

被 覆

そ の 他

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

そ

の

他

そ　の　他

6,065 

193 

440 

31 

206 

1,383 

292 

91 

324 

6,438 

9,398 

計

事故種別

事故種別

搬送人員

処置項目

認知別

30

2

32

2

1

1

4

206

22

56

1

8

293

75

2

5

82

33

33

887

21

3

1

12

924

6

2

3

11

58

5

7

70

4,384

90

13

10

74

4,571

499

29

1

529

1

1

2

164

17

13

1

10

205

6

1 

5 

1 

3 

11 

21 

261

21 

164 

2 

31 

3 

6 

44 

296 

567 

82

20 

37 

7 

1 

33 

80 

178 

32

15 

1 

32 

48 

857

104 

156 

3 

14 

60 

19 

8 

197 

903 

1,464 

9

1 

2 

1 

2 

9 

15 

55

3 

5 

6 

13 

9 

1 

13 

58 

108 

4,247

43 

47 

26 

182 

1,120 

250 

60 

28 

4,469 

6,225 

513

1 

12 

2 

1 

144 

10 

12 

2 

485 

669 

2

1 

1 

94 

96 

　 

　 

　 

　 

 1

1 

1 

1 

1 

2 

1 

7 
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救急応急処置状況

令和４.1.1〜令和４.12.31

血 圧 測 定

心 音 ・ 呼 吸 音

パルスオキシメータ

心 電 図

喉頭鏡・マギール

経鼻エアウェイ 

自動心マッサージ

在宅療法継続点滴

在宅療法継続痩処置

静脈路確保ＣＰＡ後

静脈路確保ＣＰＡ前

血 糖 測 定

ブ ド ウ 糖 投 与

エ ピ ペ ン 投 与

除 細 動 器

食道閉鎖式エアウェイ

気 管 挿 管

ビ デ オ 挿 管

薬 剤 投 与

上 記 以 外

計

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

そ

の

他

そ 　 の 　 他

6,148

2,080

6,284

4,105

21

3

10

2

46

10

188

12

20

140

7

3

46

6,437

25,562

計

事故種別

処置項目

11 

4 

12 

4

11

42

1 

2 

1 

2 

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　

1

1

8

304

156

306

138

1

1

1

1

1

296

1,205

83

28

83

36

1

80

311

33

3

33

8

32

109

881

157

896

280

11

2

4

1

2

10

3

2

4

903

3,156

8

4

9

3

9

33

53

26

52

49

2

4

2

59

247

4,292

1,555

4,368

3,322

10

3

8

2

39

7

184

12

20

124

4

39

4,467

18,456

461

46

501

165

1

485

1,659 

21

99

23

98

1

94

336
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年齢区分別搬送人員状況

傷病程度別搬送人員状況

令和４.1.1〜令和４.12.31

【年齢分類】
　新生児＝生後28日未満
　乳幼児＝28日以上〜７歳未満
　少　年＝７歳以上〜18歳未満
　成　人＝18歳以上〜65歳未満
　高齢者＝65歳以上

【傷病者分類】
　死亡とは、初診時において死亡が確認されたものをいう。    
　重症とは、傷病の程度が三週間の入院加療を必要とするもの以上のものをいう。    
　中等症とは、傷病者の程度が重症又は軽症以外のものをいう。　     
　軽症とは、傷病の程度が入院加療を必要としないものをいう。
　その他とは、医師の診断がないもの及び傷病程度が判明しないもの、並びにその他の場所に搬送したもの。 

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

そ

の

他

新 生 児

乳 幼 児

少 年

成 人

高 齢 者

そ の 他

計

計

事 故 種 別

年 齢 区 別

4 

2 

6 

1 

1 

4 

21 

153 

83 

261 

56 

26 

82 

22 

8 

2 

32 

43 

29 

119 

666 

857 

1 

8 

9 

2 

45 

8 

55 

2 

141 

81 

1,049 

2,974 

4,247 

12 

9 

6 

107 

379 

513 

2 

2 

14 

198 

161 

1,549 

4,143 

6,065 

令和４.1.1〜令和４.12.31

火

災

自

然

災

害

水

難

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

一

般

負

傷

加

害

自

損

行

為

急

病

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資

機

材

輸

送

割

合

そ

の

他

死 亡

重 症

中 等 症

軽 症

そ の 他

計

計

事故種別

傷病程度

1

3

2

6

1

1

4

12

45

200

261

12

27

43

82

9

23

32

9

127

262

459

857

1

8

9

5

8

25

17

55

182

464

1,623

1,978

4,247

4

98

344

67

513

1

1

2

3.4%

11.9%

38.6%

46.1%

100.0%

205

722

2,340

2,798

6,065

そ 　 の 　 他

そ 　 の 　 他
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傷病程度年齢別搬送人員状況

事故種別不搬送件数状況

令和４.1.1〜令和４.12.31

令和４.1.1〜令和４.12.31

死 亡

重 症

中 等 症

軽 症

そ の 他

計

2 

10 

2 

14 

新 生 児

1 

3 

45 

149 

198 

乳 幼 児

3 

38 

120 

161 

少 年

21 

105 

458 

965 

1,549 

成 人

183 

609 

1,789 

1,562 

4,143 

高 齢 者 そ の 他

205 

722 

2,340 

2,798 

6,065 

計

辞 退 ( 到 着 前 )

辞 退 ( 到 着 後 )

拒 否

明 ら か な 死 亡

他 車 ( 隊 ) 搬 送

傷 病 者 な し

誤 報 ・ い た ず ら

そ の 他

計

2 

1 

1 

1 

18 

1 

2 

26 

火

災

自

然

災

害

水

難

37 

8

10 

13

2

70 

1

1

2  

1 

1 

1 

2 

3 

交

通

労

働

災

害

運

動

競

技

1 

50 

11 

6 

2 

70 

一

般

負

傷

1 

1 

2 

加

害

1 

2 

9 

2 

1 

15 

自

損

行

為

2 

213 

48 

33 

1 

1 

32 

330 

急

病

1 

1 

2 

 

転

院

搬

送

医

師

搬

送

資
機
材
輸
送

7 

5 

109 

5 

16 

53 

8 

203 

そ

の

他

そ　の　他

4 

313 

76 

121 

70 

49 

55 

52 

740 

計

年齢別

傷病程度

事故種別

不搬送理由

【年齢分類】

　新生児＝生後28日未満

　乳幼児＝28日以上〜７歳未満

　少　年＝７歳以上〜18歳未満

　成　人＝18歳以上〜65歳未満

　高齢者＝65歳以上

【傷病者分類】

　死亡とは、初診時において死亡が確認されたものをいう。    

　重症とは、傷病の程度が三週間の入院加療を必要とするもの以上のものをいう。    

　中等症とは、傷病者の程度が重症又は軽症以外のものをいう。　     

　軽症とは、傷病の程度が入院加療を必要としないものをいう。

　その他とは、医師の診断がないもの及び傷病程度が判明しないもの、並びにその他の場所に搬送したもの。 

1 

11 

4 

16 
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応急手当普及啓発講習会実施状況

年 講　習　会 人員 ( 名 )回数 ( 回 )

普通救命講習会
普 及 員 講 習 会
指 導 員 講 習 会
患 者 搬 送 業 者

学 校 関 係
職 域 関 係
一 　 　 般

129
108
34

247
9
3
1

3,328
1,843
894

5,251
50
13
2

一 般
講 習

合　　計

計

普通救命講習会
普 及 員 講 習 会
指 導 員 講 習 会
患 者 搬 送 業 者

学 校 関 係
職 域 関 係
一 　 　 般

一 般
講 習

179 3,616

計 65 1,284

34
36
19
89
1
0
0

1,016
423
498

1,677
2
0
0

平成30年

普通救命講習会
普 及 員 講 習 会
指 導 員 講 習 会
患 者 搬 送 業 者

学 校 関 係
職 域 関 係
一 　 　 般

一 般
講 習

25
16
0

19
3
1
1

480
253

0
533
13
3
2

令和３年

計 65 1,527

普通救命講習会
普 及 員 講 習 会
指 導 員 講 習 会
患 者 搬 送 業 者

学 校 関 係
職 域 関 係
一 　 　 般

一 般
講 習

24
8
2

28
2
1
0

760
78
35

648
4
2
0

令和４年

計 68 1,383

普通救命講習会
普 及 員 講 習 会
指 導 員 講 習 会
患 者 搬 送 業 者

学 校 関 係
職 域 関 係
一 　 　 般

一 般
講 習

8
12
9

38
1
0
0

235
196
213
732

7
0
0

令和２年

計 154 3,571

普通救命講習会
普 及 員 講 習 会
指 導 員 講 習 会
患 者 搬 送 業 者

学 校 関 係
職 域 関 係
一 　 　 般

一 般
講 習

38
36
4

73
2
1
0

837
893
148

1,661
24
8
0

令和元年

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500

平成30年

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

1,677
1,937

732
644

533
733

648
760

1,661
1,878

一 般 講 習

普通救命講習

(単位：人)応急手当普及啓発講習受講者数
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月別救助出動件数・活動件数状況

（　）救助人数

９

月

８

月

７

月

６

月

５

月

４

月

３

月

２

月

１

月

建

物

建

物

以

外

火　　災 交

通

事

故

水

難

事

故

風

水

事

故

自

然

災

害

等

機
械
に
よ
る
事
故

よ

る

事

故

建

物

等

に

酸

欠

事

故

ガ

ス

及

び

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

計

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

出 動 件 数

活 動 件 数

7 

4 

3 

2 

4 

2 

4 

3 

5 

3 

3 

2 

4 

2 

8 

6 

5 

5 

7 

6 

50 

35 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

3 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

2 

4 

3 

6 

4 

4 

2 

5 

1 

4 

2 

3 

2 

5 

3 

9 

8 

6 

2 

1 

10 

8 

7 

4 

64 

39 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

1 

8 

6 

2 

2 

1 

3 

2 

11 

7 

12 

8 

11 

7 

9 

4 

10 

6 

4 

3 

12 

9 

15 

11 

15 

9 

9 

7 

13 

8 

14 

10 

135 

89 

事故別

月 　別

10      

月

11      

月

12      

月

計

令和４.1.1〜令和４.12.31

(4)

(2)

(1)

(3)

(3)

(2)

(2)

(9)

(5)

(6)

(37)

(1)

(1)

(2)

(1)

(1)

(2)

(2)

(1)

(1)

(2)

(1)

(5)

(1)

(3)

(4)

(20)

(1)

(1)

(2)

(2)

(2)

(6)

(4)

(3)

(3)

(6)

(6)

(8)

(11)

(7)

(3)

(10)

(67)

(1)

(1)

(2)
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消防特殊機器等現有状況
令和５年４月１日

カ ギ 付 き 梯 子
３ 連 梯 子
ワ イ ヤ ー 梯 子
金属製折りたたみ梯子
張 力 計
救 助 用 縛 帯
空 気 式 救 助 マ ッ ト
平 担 架
バ ス ケ ッ ト 型 担 架
山 岳 担 架
サ バ イ バ ー ス リ ン グ
救 命 索 発 射 銃
救 助 用 支 柱 器 具
マ ン ホ ー ル 救 助 器 具
マット式エアジャッキー
可 搬 式 ウ イ ン チ
エアバックセーフティー
画 像 探 索 機
熱 画 像 直 視 装 置
救 命 ボ ー ト
船 外 機
潜 水 器 具
水 中 無 線 機
油 圧 ス プ レ ッ タ ー
ウェバーライトカッター
油 圧 切 断 機
油 圧 ラ ム シ リ ン ダ ー
削 岩 機
ス ト ラ イ カ ー
エ ン ジ ン カ ッ タ ー
コンクリートチェーンソー
チ ェ ー ン ソ ー
エ ア ジ グ ソ ー
ガ ス 溶 断 機
アークエア切断システム
レ ス キ ュ ー フ ォ ー ス
万 能 オ ノ
鉄線鋏(ボルトクリッパー)
空 気 呼 吸 器
酸 素 呼 吸 器
酸 素 呼 吸 器 冷 却 装 置
簡 易 呼 吸 器
ラ イ フ ジ ャ ケ ッ ト
可 燃 性 ガ ス 測 定 器
酸 素 濃 度 測 定 器
放 射 線 測 定 器
放 射 線 線 量 計
携 帯 警 報 機
放 射 線 防 護 服
化 学 防 護 服
防 毒 衣
耐 熱 服
耐 電 手 袋
耐 電 長 靴
耐 電 ヘ ル メ ッ ト
高 発 泡 装 置
発 泡 原 液
流 出 油 処 理 剤
東 消 式 発 泡 機
投 光 器
携 帯 投 光 器
携 帯 拡 声 器
排 煙 機
放 水 銃
エ ア ー テ ン ト

Ⅱ型

ガステック

陽圧式

エンジン式
ℓ
ℓ

ポーターライト

4.0×5.0×2.8(m)W×L×I

救

助

器

具

破

壊

器

具

隊

員

保

護

用

具

原
液
等

そ

の

他

13
11
1
0
1

20
3
5

11
3
3
2
1
3
4

11
4
1
5
4
2

12
1
5
0
5
4
1
5

11
1

13
0
0
1
5

12
16
57
4
4
0

172
8
0
8

26
30
8

18
8
8

24
9
9
4

9,140
2,270

1
15
47
22
5
3
3

8
7
1

13
2
4
7
3
2
1
1
3
1
7
1
1
3
3
1

12
1
2

3
2
1
3
7
1
9

1
4
8

11
36
4
4

126
7

8
26
21
8

18
2
2

13
9
9
4

7,900
930

1
10
26
14
4
3
3

1
1

3

1

1

1

1

1
1
1
4

11

3

4

340
140

3
8
2

2
2

1
3

1
2

1
1

2
2
2

1
1
1

2

1
1

2
2

2

2
2
8

19
1

3

2
2
5

800
1,200

1
9
2
1

2
1

1
1

1

1
1
1

1

1

1
1

1

1

1
2
9

16

3

4
4
2

100

1
4
4

2
4

1
1

1

2
2

1

1

1
1

1

1

3
4

24
2

6

260

2
2
4

1

1
1

1
1
1

1

1

1

1
1

1
1

1

1
7

15

4

6
1
1

198
161

2
5
5
1

種 別 品 　 　 　 　 名 置　戸 訓子府 備　　　考
北　見

北　　　　見

端　野 常　呂 留辺蘂
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救急用機器等現有状況
令和５年４月１日

種別 品　　　　　　名
北　　　　見

北　見 端　野 常　呂 留辺蘂
置　戸 訓子府 備　　　考

手 動 式 人 工 呼 吸 器

心 肺 蘇 生 用 背 板

自 動 式 吸 引 器

酸 素 吸 入 器

自 動 心 臓 マ ッ サ ー ジ 器

頚 椎 脊 髄 固 定 具

スクープストレッチャー

減 圧 式 部 分 ギ プ ス

担架(メインストレッチャー）

担架(サブストレッチャー）

担 架 ( 椅 子 式 ）

血 圧 計

聴 診 器

喉 頭 鏡 一 式

心 電 計

血 中 酸 素 飽 和 度 測 定 器

半 自 動 式 除 細 動 器

ＡＥＤ（自動体外式除細動器）

救命士用気道確保資機材一式

輸 液 用 資 機 材 一 式

呼吸終末二酸化炭素分圧測定器

ビ デ オ 喉 頭 鏡

血 糖 測 定 器

救 命 処 置 訓 練 用 人 形

心肺蘇生法訓練人形（新生児・乳幼児用）

心肺蘇生法訓練人形（成 人 用）

気管挿管訓練モデル一式

外 傷 モ デ ル キ ッ ト

静 脈 ･ 採 血 注 射 モ デ ル

Ａ Ｅ Ｄ ト レ ー ナ ー

紫 外 線 ロ ッ カ ー

紫 外 線 殺 菌 装 置

ＥＯＧ方 式 滅 菌 装 置

オ ゾ ン 滅 菌 機

オ ー ト ク レ ー ブ 滅 菌 器

48

0

10

13

3

18

23

10

11

8

5

17

20

14

4

19

3

17

20

13

7

8

9

7

11

29

4

0

4

8

5

2

1

1

2

28

0

5

8

0

9

10

5

5

4

4

9

11

8

2

10

1

11

15

8

3

4

4

4

7

13

2

0

2

6

3

2

1

1

1

4

0

1

1

1

2

2

1

1

1

0

1

2

1

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5

1

0

1

0

1

0

0

0

0

8

0

2

2

1

5

7

2

2

0

0

4

4

2

0

4

1

2

2

2

1

1

2

1

1

9

0

0

0

1

0

0

0

0

1

8

0

2

2

1

2

4

2

3

3

1

3

3

3

2

4

0

3

2

2

2

2

2

1

2

2

1

0

1

1

1

0

0

0

0

2

0

1

1

0

3

2

1

1

1

0

4

2

3

0

3

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

0

1

5

1

0

0

1

1

7

0

1

1

0

3

2

1

1

1

0

4

3

3

1

2

1

2

1

1

1

1

2

1

0

4

1

0

1

3

0

0

0

1

1

ハートメイト含む

高規格救急車積載

消防自動車等積載

積載車両数

積載車両数

ハートシム等

呼
吸
・
循
環
管
理

外
傷
・
固
定
用

搬
送
資
機
材

教

養

訓

練

資

機

材

消

毒

機

器

拡

大

応

急

処

置

資

機

材
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消
防

組
合

設
立

以
降

主
な

災
害

状
況

一
覧

(昭
和

4
7
年

４
月

〜
令

和
４

年
1
2
月

)

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

北
見

市
５

条
西

３
丁

目
(お

春
寿

司
)

北
見

市
常

盤
町

３
丁

目
(旭

陽
電

気
)

北
見

市
本

町
１

丁
目

(8
8
8
商

事
)

北
見

市
５

条
西

３
丁

目
(立

林
)

北
見

市
７

条
東

１
丁

目
(辻

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

店
)

北
見

市
三

輪
(田

村
食

品
北

見
工

場
)

北
見

市
大

通
西

３
丁

目
(大

通
り

廉
売

)

北
見

市
４

条
西

２
丁

目
(レ

ス
ト

ラ
ン

い
い

だ
)

北
見

市
山

下
町

２
丁

目
(天

恵
寺

)

北
見

市
中

の
島

町
2
5
(北

見
プ

レ
ス

)

訓
子

府
町

西
訓

子
府

乗
降

場
踏

切

北
見

市
仁

頃
町

1
2
0
(高

沢
寺

)

北
見

市
市

街
地

北
見

市
５

条
西

４
丁

目
(マ

ル
オ

カ
会

館
)

北
見

市
北

光
3
8
9
(ゴ

ト
ー

・
サ

ン
北

見
工

場
)

北
見

市
栄

町
、

光
西

町
地

区

北
見

市
本

沢
7
0
4
(市

車
庫

)山
林

北
見

市
４

条
西

３
丁

目
(パ

レ
ス

ビ
ル

)

北
見

市
５

条
西

３
丁

目
( 
鴻

の
舞

セ
ン

タ
ー

)

北
見

市
朝

日
町

4
8
番

地

発
　

生
　

場
　

所
発

　
生

年
月

日

1
7
:4

1

1
0
:1

7

8
:3

4

1
:0

3

2
1
:2

9

2
3
:5

0

1
:3

0

1
:4

5

2
1
:1

8

1
5
:1

2

1
1
:2

0

8
:3

2

1
0
:0

5

3
:5

5

4
:3

7

1
3
:4

7

1
:4

8

1
3
:3

3

1
6
:5

2

1
6
:2

1

2
2
:0

1

5
:5

5

1
5
:4

2

時
分

1
1
9

1
1
9

警
電

1
1
9

1
1
9

1
1
9

2
3
−

7
1
1
1

警
電

1
1
9

1
1
9

警
電

1
1
9

1
1
9

1
1
9

2
3
−

7
1
1
1

1
1
9

1
1
9

1
1
9

1
1
9

1
1
9

1
1
9

1
1
9

1
1
9

覚
知

方
法

1
2
0

3
8
4

5
9
6

1
1
2

4
8
5

1
,2

9
4

4
,6

3
0

4
1

1
0
8

2
4
5

4
0
6

2
8
0

6
8
2

1
,8

4
6

1
4
7

6
7
5

8
3

1
3
1

3
4
7

6
0

2
7
9

焼
損

面
積

㎡

3
,0

0
2
,0

0
0

3
9
,9

9
3
,0

0
0

3
1
,6

8
0
,0

0
0

2
,9

9
3
,0

0
0

2
8
,7

6
6
,0

0
0

5
5
,3

0
7
,0

0
0

1
,9

7
0
,7

9
6
,0

0
0

4
7
7
,0

0
0

5
,6

0
0
,0

0
0

6
,8

5
7
,0

0
0

4
6
,2

7
3
,0

0
0

1
1
,3

8
6
,0

0
0

1
7
,6

5
1
,0

0
0

6
2
4
,8

0
5
,0

0
0

2
,4

0
2
,0

0
0

1
5
7
,3

8
4
,0

0
0

1
9
,9

2
9
,0

0
0

1
2
,7

4
9
,0

0
0

1
4
3
,0

8
1
,0

0
0

4
,2

6
7
,0

0
0

9
9
9
,0

0
0

損
害

額
死 　 者

2 3 1 1

7
7 1

1
8 1

負 傷 者

2 3 1 1

5
6 1

1
8 1関 収 容

医 療 機

7
1

8
1

8
9

7
4

9
3

7
5

1
2

6
7

6
8

8
7

7
8

9
9

1
1

1
9

1
2

6
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関　係　団　体　の　活　動　状　況

○　組合内における各消防後援会

　消防後援会は、地域愛護の精神に基づき、献身的に防災活動および火災予防思想の普及宣伝を任務

とする消防団の諸活動を支援すると共に、相互の親睦融和を意図とし、消防活動の強化を図り、もっ

て社会福祉の推進に寄与することを目的としている団体です。

○　北見地域救急医療対策協議会（平成３年６月28日設立）

　（１）目　　的

　北見地区消防組合構成市町における救急医療体制、及び救急業務の円滑な推進を図るため関係

機関が相互に連絡し、救急医療対策の健全な運営に資することを目的とする。

　（２）会　　長　　浅野目　浩　美（北見市副市長）

　（３）会員構成

　（４）事　　業

　本会は、目的達成の為次の事業を行う。

１　医療機関及び救急業務実施機関、並びに関係機関相互における救急医療対策の連絡・調整に

　　関すること

２　救急医療及び救急業務の調査・研究に関すること

３　救急医療及び救急業務に関する研修・訓練に関すること

４　救急医療及び救急業務に関する住民への啓蒙・広報に関すること

５　救急医療及び救急業務の適正化に関すること

６　その他、この会の目的達成のため必要なこと

消 防 後 援 会 名 設 立 年 月 日会 長 名

北見消防後援会連絡協議会

端野町消防後援会

常呂消防後援会連絡協議会

留辺蘂町消防後援連合会

置戸町防火推進連絡協議会

訓子府町消防後援会

会長　中　村　寿　志

会長　木　村　則　夫

会長　橘　　　勝　俊

会長　戸　田　健　司

会長　佐　藤　幸　一

会長　藤　田　　　隆

昭和63年４月１日設立

昭和37年４月１日設立

平成18年４月１日設立

平成３年６月17日設立

昭和50年12月13日設立

昭和34年４月１日設立

北見市、置戸町、訓子府町、北海道オホーツク総合振興局保健環境部北見地域保健室、

北見方面北見警察署、北見地区消防組合
行政機関

北見医師会、救急告示医療機関、その他必要と認める医療機関医療機関

日本赤十字北海道看護大学、その他必要と認める教育機関教育機関

令和５年４月







−65−

概　　　　　　　　　　　　　要

・火災予防懸垂幕掲揚、防火のぼり・看板設置

・物品販売店における火災予防啓発店内放送

・車両による巡回広報

・ミニ消防車展示

・火災初期対応実務研修会

・防火パレード

・防火対象物等立入検査

・単身高齢者宅防火診断

・女性消防団による火災予防啓発リーフレット及びチラシ配布

・各事業所への防火ポスター配布

・サイレン吹鳴

・広報誌による火災予防啓発

・危険物施設（給油取扱所）特別査察

・移動タンク貯蔵所パレード

・危険物施設における災害対応訓練

・危険物安全週間のぼり、懸垂幕の設置

・火災予防懸垂幕掲揚、防火のぼり・看板設置

・車両による巡回広報

・ミニ消防車展示

・屋内消火栓実務研修会

・消防団及び幼年消防クラブ火災予防パレード

・防火対象物査察

・単身高齢者宅防火診断

・幼年消防クラブ防火展

・防災管理研修会

・組合内統一防火標語表彰式

・サイレン吹鳴

・物品販売店における火災予防啓発店内放送

・車両による巡回広報

・夜間巡回広報

・歳末火災特別警戒懸垂幕、のぼり、看板設置

・防火対象物査察

・公共施設における火災予防啓発グッズの配布（北見市民会館）

・消防サンタ

・夜間飲食店査察

４ 月 20 日

　 　

４ 月 30 日

（11日間）

10 月 15 日

　 　

10 月 31 日

（17日間）

12 月 15 日

　　

12 月 31 日

（17日間）

６ 月 ５ 日

　　

６ 月 11 日

（７日間）

行　　事　 　名

春 の 火 災

予 防 運 動

秋 の 火 災

予 防 運 動

歳 末 火 災

特 別 警 戒

危 険 物 安 全 週 間

期 　 間

〜

〜

〜

〜

火災予防各種行事実施状況（令和４年度）
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業態別建築同意状況

劇 場 ・ 映 画 館

公 会 堂 ・ 集 会 場

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー

ダ ン ス ホ ー ル ・ 遊 技 場

ファッションヘルス・イメクラ・テレクラ等

カラオケボックス・個室ビデオ等

待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

百 貨 店 ・ 物 品 販 売 店 舗

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所

寄宿舎・下宿・共同住宅

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等

老人デイサービスセンター・保育園等

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

各 種 学 校

図 書 館 ・ 博 物 館

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 の 類

一 般 の 公 衆 浴 場 の 類

車 両 の 停 車 場

神 社 ・ 教 会 の 類

工 場 ・ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

自 動 車 車 庫 ・ 駐 車 場

飛行機・回転翼の格納庫

倉 庫

前各項に該当しない事業所

特 定 複 合 用 途 対 象 物

前記以外の複合用途対象物

小　　　　　　　　計

専 用 住 宅

計 画 通 知

許 可 申 請

計 画 変 更

昇 降 機

そ の 他

小　　　　　　　　計

合　　　　　　　　計

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

区　　　　　　　分
令別表
第　一 総数 １月２月３月４月５月６月７月８月９月10月11月12月

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

0

0

0

0

0

0

0

3

5

0

16

3

1

4

0

0

0

0

0

0

2

4

0

2

0

14

25

5

1

85

15

13

3

20

0

7

58

143

1

2

3

6

3

3

9

1

2

3

1

1

1

3

6

1

2

1

1

1

2

2

1

11

2

3

1

6

17

1

3

1

1

2

1

6

15

2

2

4

8

23

2

1

1

2

1

7

2

1

3

10

2

1

1

1

2

1

8

4

1

5

13

1

1

1

3

6

1

1

2

8

1

2

3

6

1

1

7

2

1

1

1

2

1

8

1

1

5

1

8

16

4

2

3

9

3

3

5

11

20

1

2

1

1

5

1

1

6

1

1

3

3

1

7

8

１項

２項

３項

　　
４　項

５項

６項

　　７　項

　　８　項

９項

　　10　項

　　11　項

12項

13項

　　14　項

　　15　項

16項
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建築同意状況 (過去10年間)

建築同意事務処理状況

総 数

指 定 防 火 対 象 物

一 般 住 宅

計画通知・許可申請

昇 降 機 ・ そ の 他

消防用設備等着工届状況

※　その他とは、用途変更、設計変更等をいう

区　　　　分

　総　　　　　数　

新 築

増 築

改 築

増 改 築

用 途 変 更

計 画 変 更

模 様 替 え

許 可 申 請

仮 使 用

移 転

総　　数

143

91

19

2

1

1

23

3

3

2

9

6

2

1

 7

4

1

1

1

17

12

3

1

1

25

17

4

2

2

10

5

3

2

13

10

2

1

8

5

2

1

7

6

1

16

7

2

1

6

20

13

1

6

6

5

1

5

1

1

3

2

自 動 火 災 報 知 設 備

消防機関へ通知する火災報知設備

屋 内 消 火 栓 設 備

屋 外 消 火 栓 設 備

ス プ リ ン ク ラ ー 設 備

泡 消 火 設 備

ハ ロ ゲ ン 化 物 消 火 設 備

粉 末 消 火 設 備

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備

避 難 器 具

ガ ス 漏 れ 火 災 警 報 設 備

パ ッ ケ ー ジ 型 消 火 設 備

パ ッ ケ ー ジ 型 自 動 消 火 設 備

　 合 　 　 　 　 計 　

市町別

区　分

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

北 　 見 　 市 置 　 戸 　 町 訓 子 府 町 計

58

7

1

8

1

2

2

79

1

1

59

7

1

8

1

2

2

80

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

25年

204

111

29

21

43

26年

175

100

31

16

28

27年

164

94

24

8

38

28年

185

99

27

31

28

29年

210

114

35

30

31

30年

144

78

26

23

17

31年

157

83

31

18

25

R２年

164

123

22

9

10

R３年

174

79

24

42

29

R４年

143

85

15

16

27
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防火管理者講習実施状況

防火管理者選任状況

法第８条対象物

37

34

法第８条対象物

40

16

選 任 済 対 象 物

24

17

選 任 済 対 象 物

33

14

選任率（％）

64.9

50.0

選任率（％）

82.5

87.5

消防計画提出数

24

17

消防計画提出数

26

11

(置戸町)

(北見市) 令和４年12月31日現在

(訓子府町)

回数

1
2・3

4
5
6
7
8
9
10
11
12

13・14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28・29・30
31・32

33・34・35
36・37
38・39
40・41

42・43
44・45
46・47
48・49
50・51
52・53
54・55
56・57
58・59

60・61・62
63・64・65
66・67・68
69・70
71・72
73・74
75・76
77・78

79・80・81
82・83・84
85・86・87
88・89・90
91・92・93
94・95・96
97・98・99
100・101・102
103・104・105
106・107・108
109・110
111・112

113・114・115
計

昭 和 36 年
昭 和 37 年
昭 和 38 年
昭 和 39 年
昭 和 41 年
昭 和 42 年
昭 和 43 年
昭 和 44 年
昭 和 45 年
昭 和 46 年
昭 和 47 年
昭 和 48 年
昭 和 49 年
昭 和 50 年
昭 和 51 年
昭 和 52 年
昭 和 53 年
昭 和 54 年
昭 和 55 年
昭 和 56 年
昭 和 57 年
昭 和 58 年
昭 和 59 年
昭 和 60 年
昭 和 61 年
昭 和 62 年
昭 和 63 年
平 成 元 年
平 成 ２ 年
平 成 ３ 年
平 成 ４ 年

平 成 ５ 年
平 成 ６ 年
平 成 ７ 年
平 成 ８ 年
平 成 ９ 年
平 成 10 年
平 成 11 年
平 成 12 年
平 成 13 年
平 成 14 年
平 成 15 年
平 成 16 年
平 成 17 年
平 成 18 年
平 成 19 年
平 成 20 年
平 成 21 年

192
211
75
42
61
56
49
87
62
62

101
209
77
94
83
74
74
86
92

106
139
107
110
107
133
175
153
144
107
139
120

139
133
157
116
111
111
105
106
108
176
195
207
179
194
167
154
173
169
142
164
193
125
153
147
151
143
140
83

101
134

7,703

20
33
23
20
22
19
18
16
9

10
7
6
9

18
16
11
11
7

13
11
11
10
9
8

10
10
21
3

中止
14

817

回数
甲 種 乙 種 甲 種 乙 種

講習修了者数 講習修了者数

対　象　物　区　分

特 定 防 火 対 象 物

非 特 定 防 火 対 象 物

対　象　物　区　分

特 定 防 火 対 象 物

非 特 定 防 火 対 象 物

対　象　物　区　分

特 定 防 火 対 象 物

非 特 定 防 火 対 象 物

法第８条対象物

707

515

選 任 済 対 象 物

582

282

選任率（％）

82.3

54.8

消防計画提出数

541

252

甲種防火管理再講習実施状況

防災管理新規講習実施状況
講　習　年　月

平成21年５月30日
平成22年６月２日
平成23年６月３日
平成24年６月４日
平成25年６月５日
平成26年10月30日
平成27年10月16日
平成28年10月14日

※平成30年２月６日
平成30年10月12日

※令和元年11月５日
※令和２年11月20日
※令和３年11月19日
※令和４年11月18日

講習回数
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

修了者数
27
20
16
38
31
39
29
28
20
20
13
22
25
20

講　習　年　月
平成21年10月３日
平成22年10月22日
平成23年11月20日

講習回数
1
1
1

修了者数
10
7
7

防火・防災管理再講習実施状況
講　習　年　月

平成27年２月18日
平成28年３月18日

※平成30年２月６日
※令和２年11月20日
※令和３年11月19日

講習回数
1
1
1
1
1

修了者数
３
２
1
1
4

講　　習　　年 講　　習　　年

平成22年・平成23年
平成23年・平成24年
平成24年・平成25年
平成25年・平成26年
平成26年・平成27年
平成27年・平成28年
平成28年・平成29年
平成29年・平成30年
平成30年・平成31年
令和元年・令和２年
令和２年・令和３年
令和３年・令和４年
令和４年・令和５年

130
89
70
47
56
30

平成22年より（一財）日本防火協会へ委託
※ 北見地区消防組合消防本部開催（防火・防災管理再講習）

甲種にあっては、平成22年より（一財）日本防火協会へ委託

※ 北見地区消防組合消防本部開催（防火・防災管理再講習）
 令和元年・４年　防災管理再講習該当者なし
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各種届出状況

各種証明･意見書等

防火基準適合表示対象物認定状況

区　　　　　　　　　分

防 火 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届

防 災 管 理 者 選 任 （ 解 任 ） 届

統 括 防 火 管 理 者 選 解 任 届

統 括 防 災 管 理 者 選 解 任 届

消 防 計 画 作 成 （ 変 更 ） 届

全 体 の 消 防 計 画 変 更 届 ( 防 火 )

全 体 の 消 防 計 画 変 更 届 ( 防 災 )

消 防 訓 練 実 施 計 画

自 衛 消 防 組 織 設 置 届

消 防 用 設 備 等 点 検 結 果 報 告

防 火 対 象 物 点 検 結 果 報 告

防 災 管 理 点 検 結 果 報 告

圧 縮 ア セ チ レ ン 等 貯 蔵 取 扱 届

防 火 対 象 物 使 用 開 始

禁 止 行 為 の 解 除 承 認 申 請

件　数

259

3

12

279

13

978

2,550

75

5

61

18

区　　　　　　　　　　分

消 防 設 備 業 届

炉・厨房設備・温風暖房機等設置届

変 電 ・ 発 電 ・ 蓄 電 池 ・ 設 備 設 置 届

ネ オ ン 管 灯 設 備 設 置 届

水 素 ガ ス を 充 填 す る 気 球 の 設 置 届

火 災 と ま ぎ ら わ し い 煙 等 届

煙 火 打 上 げ ・ 仕 掛 け 届

催 物 開 催 届

道路工事等消防活動上支障ある行為届

露 　 店 　 等 　 の 　 開 　 設 　 届

煙 突 取 付 清 掃 業 届

液体燃料を使用する燃焼機器整備届

少 量 危 険 物 貯 蔵 取 扱 届

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 届

合　　　　　　　　　　計

件　数

2

4

19

64

14

9

138

10

81

5

4,599

り 災 証 明

消 防 用 設 備 等 検 査 済 証

防 炎 表 示 者 認 定 証 明

防 災 設 備 融 資 証 明

液 化 石 油 ガ ス 意 見 書

そ の 他

合 計

29

152

181

北 　 見 　 市

9

1

10

置 　 戸 　 町

7

3

10

訓 子 府 町

45

156

201

計
市町別

区　分

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

用　　　　　　　　途

劇 場 ・ 映 画 館

公 会 堂 ・ 集 会 場

遊 技 場

飲 食 店

百 貨 店 ・ 物 品 販 売 店 舗

旅 館 ・ ホ テ ル

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所

学 　 校

特定複合用途対象物 (１〜４項、５

項イ、６項、９項イが存するもの）

用　　　　　　　　途

旅 館 ・ ホ テ ル

項　　　別

１ 項（イ）

１ 項（ロ）

２ 項（ロ）

３ 項（ロ）

４  項　　　

５ 項（イ）

６ 項（イ）

７  項　　　

16  項（イ）

項　　　別

５ 項（イ）

認 定 対 象 物 数

8

防火認定対象物

2

27

8

4

17

9

1

8

防災認定対象物

 

1

1

1

1

防火対象物・防災管理点検報告特例認定状況
令和４年12月31日現在

令和４年12月31日現在
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7

120

0

17

0

4

0

152

236

87

712

83

115

173

5

62

18

0

7

4

85

442

0

48

1

486

552

261

94

3,771

階層別･業態別棟数表

劇 場 ・ 映 画 館

公 会 堂 ・ 集 会 場

キ ャ バ レ ー ・ カ フ ェ ー

ダ ン ス ホ ー ル ・ 遊 技 場

ファッションヘルス・イメクラ等

カラオケボックス・個室ビデオ等

待 合 ・ 料 理 店

飲 食 店

百 貨 店 ・ 物 品 販 売 店 舗

旅 館 ・ ホ テ ル ・ 宿 泊 所

寄宿舎・下宿・共同住宅

病 院 ・ 診 療 所 ・ 助 産 所

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 等

老人デイサービスセンター・保育園等

幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

各 種 学 校

図 書 館

蒸 気 ・ 熱 気 浴 場 の 類

一 般 の 公 衆 浴 場 の 類

車 両 の 停 車 場

神 社 ・ 教 会 の 類

工 場 ・ 作 業 場

映 画 ・ テ レ ビ ス タ ジ オ

自 動 車 車 両 駐 車 場

飛行機または回転翼の格納庫

倉 庫

前各項に該当しない事業所

特定複合用途対象物（１〜４項
５項イ６･９項イが在するもの）

前記に掲げる以外の複合用途

4

52

11

3

111

173

16

441

46

80

125

5

26

6

3

3

40

250

27

1

276

324

113

42

2,178

1

12

1

5

11

12

15

2

9

18

2

2

1

22

69

9

48

45

20

2

306

1

22

2

7

14

8

48

1

2

7

6

2

1

1

4

55

5

68

45

9

5

313

14

2

1

8

14

4

2

3

7

3

3

1

1

19

1

50

26

8

4

171

1

9

2

5

2

13

2

3

1

2

8

15

3

18

28

16

3

131

6

1

4

1

2

1

4

2

3

2

1

5

13

2

19

16

3

1

86

5

1

1

25

21

25

175

27

13

11

16

1

4

12

1

7

59

85

33

522

6

7

1

2

1

4

1

3

1

26

1

6

1

1

3

3

1

16

2

2

1

2

3

1

2

13

1

1

1

1

2

1

7

1

1

2

３ 階 未 満 ３ 階 以 上

北

　
見

留

辺

蘂

常

　
呂

端

　
野

置

　

戸

訓

子

府

北

　
見

留

辺

蘂

常

　
呂

端

　
野

置

　

戸

訓

子

府

北 見 市 北 見 市

令和４年12月31日現在

１項

２項

３項

４　 　項

５項

６項

７　 　項

８　 　項

９項

10　 　項

11　 　項

12項

13項

14　 　項

15　 　項

16項

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

ハ

ニ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

イ

ロ

項 防 火 対 象 物 区 分 総数

合　　　　　　　計
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危険物規制対象施設地域別状況（完成検査済証交付施設）      

危険物規制対象施設類別状況（完成検査済証交付施設）   

令和５年３月31日現在（単位：件）

貯 蔵 所 （２） 取 扱 所 （３）

小

　
　
　計

製

造

所

(1)

小

　
　
　計

貯

蔵

所

屋

　
内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋
内
タ
ン
ク

貯

蔵

所

地
下
タ
ン
ク

貯

蔵

所

簡
易
タ
ン
ク

貯

蔵

所

移
動
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋

　
　
　外

取

扱

所

給

　
　
　油

取

扱

所

販

　
　
　売

取

扱

所

一

　
　
　般

総　数

(1)＋(2)

　＋(3)

製

造

所

(1)

地域別

施設区分

686

33

52

771

1

1

32

32

503

29

39

571

35

1

10

46

29

29

256

21

17

294

1

1

144

7

12

163

6

6

182

4

13

199

102

2

7

111

1

1

79

2

6

87

令和５年３月31日現在（単位：件）

貯 蔵 所 （２） 取 扱 所 （３）

小

　
　
　計

小

　
　
　計

貯

蔵

所

屋

　
内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋
内
タ
ン
ク

貯

蔵

所

地
下
タ
ン
ク

貯

蔵

所

簡
易
タ
ン
ク

貯

蔵

所

移
動
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋

　
　
　外

取

扱

所

給

　
　
　油

取

扱

所

販

　
　
　売

取

扱

所

一

　
　
　般

総　数

(1)＋(2)

　＋(3)類別

施設区分

1

1

4

761

4

771

1

1

1

1

566

3

571

1

1

27

3

32

46

46

29

29

294

294

1

1

163

163

6

6

1

2

195

1

199

111

111

1

1

1

2

83

1

87

単

　
　
　
　
　
　独

北 見 市

置 戸 町

訓 子 府 町

組 合 計

第 １ 類

第 ２ 類

第 ３ 類

第 ４ 類

第 ５ 類

第 ６ 類

混　　　在

合　　計
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危険物規制対象施設数量別状況（完成検査済証交付施設）      

危険物規制対象施設申請・届出状況   

令和５年３月31日現在（単位：件）

貯 蔵 所 （２） 取 扱 所 （３）

小

　
　
　計

小

　
　
　計

貯

蔵

所

屋

　
内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋
内
タ
ン
ク

貯

蔵

所

地
下
タ
ン
ク

貯

蔵

所

簡
易
タ
ン
ク

貯

蔵

所

移
動
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋

　
　
　外

取

扱

所

給

　
　
　油

取

扱

所

販

　
　
　売

取

扱

所

一

　
　
　般

総　数

(1)＋(2)

　＋(3)数量別

施設区分

415

140

123

27

12

23

30

1

771

361

119

60

12

4

8

6

1

571

1

1

11

8

9

2

1

1

32

16

8

15

1

1

4

1

46

25

4

29

167

77

31

8

2

4

5

294

1

1

140

19

3

1

163

1

3

2

6

54

21

63

14

8

15

24

0

199

2

11

43

8

8

15

24

111

1

1

52

9

20

6

87

令和４年４月１日〜令和５年３月31日（単位：件）

地域別

施設区分

設置許可申請

変更許可申請

仮使用承認申請

完成検査申請

転 出 届 出

廃 止 届 出

指定数量の５倍以下

5倍を越え10倍以下

10倍を越え50倍以下

50倍を越え100倍以下

100倍を越え150倍以下

150倍を越え200倍以下

200倍を越え1,000倍以下

1,000倍を越えるもの

合　　　　　計

製

造

所

(1)

製

造

所

(1)

貯 蔵 所 （２） 取 扱 所 （３）

小

　
　
　計

小

　
　
　計

貯

蔵

所

屋

　
内

貯

蔵

所

屋
外
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋
内
タ
ン
ク

貯

蔵

所

地
下
タ
ン
ク

貯

蔵

所

簡
易
タ
ン
ク

貯

蔵

所

移
動
タ
ン
ク

貯

蔵

所

屋

　
　
　外

取

扱

所

給

　
　
　油

取

扱

所

販

　
　
　売

取

扱

所

一

　
　
　般

総　数

(1)＋(2)

　＋(3)

4

24

0

29

4

17

3

14

0

17

4

14 1 1

2

2

6

3

12

15

4

6

1

10

0

12

3

1

9

11

2

1

1

1
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火災の概要

死 傷

者 数

焼 損

面 積

り 災 人 員

り

災

世

帯

焼
損
棟
数

火災

１件

火

災

件

数

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

車 両

林 野

そ の 他

計

人 口

世 帯

人 口

世 帯

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

計

焼損床面積

全 損

半 損

小 損

計

死 者

負 傷 者

出火率 (件/人口１万人)

焼損表面積

組合管内 北見（区） 端野（区） 常呂（区） 留辺蘂（区） 置 戸 町 訓子府町

3

3

3

13

12

11

45

121,064

65,124

2,690

1,447

3.72

7

3

3

13

26

1,052

24

2

8

10

15

1

7

33,097

2

2

9

3

5

21

100,400

54,952

4,781

2,617

2.09

2

2

9

13

138

6

2

3

5

7

1

4

14,702

3

2

5

4,345

1,999

869

400

11.51

2

581

1

3

1

5

3,423

1,608

685

322

14.61

1

1

1

1

1

914

1

2

2

1

6

5,496

3,087

916

515

10.92

1

2

3

5

1 

1 

1 

444

2

1

1

4

2,712

1,408

678

352

14.75

6

1

7

238

8

2

2

4

3,121

1

1

1

1

4

4,688

2,070

1,172

518

8.53

1

1

2

671

10

1

1

2

1

13,335

市町別

区分

令和４年１月１日〜令和４年12月31日

損害額総計（千円）
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0

10
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80

90

100

34

28

21

38

51

45

32

7
3

12
8 65 5 6 6

4 44 4

62
66

4 4 4 56

0

2

4

6

8

10

14

12

16

18

20

22

行政区域別火災発生状況及び出火率

組
合
内

北
見
自
治
区

常
呂
自
治
区

留
辺
蘂
自
治
区

置
戸
町

訓
子
府
町

端
野
自
治
区

令和元年

令和２年

令和３年

令和４年

令和４年出火率

8.53

14.75

11.51

14.61

10.92

（件） （％）

留辺蘂自治区

６件

端野自治区

５件

常呂自治区

５件

北見自治区

21件

訓子府町

４件

置戸町　４件

3.72

2.09

令和４年１月１日〜令和４年12月31日



（件）
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２件

２件

１件

１件

６件

５件

５件

６件

２件

１件
１件

１件

１件

１件

３件

１件

２件

５件

５件
４件

３件

３件

２件
１件

１件

１件

１件

１件

３件

１件

１件

４件

４件

３件

６件

0

2

4

6

8

10

12

14

16

22

24

26

28

0

2

4

6

8

10

12

14

16

22

24

26

28

18 18

20 20

不
明
・
調
査
中

そ
の
他

放
火
の
疑
い

放
火

火
入
れ

取
灰

衝
突
の
火
花

灯
火

溶
接
機
・
溶
断
機

た
き
火

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー

火
あ
そ
び

配
線
器
具

内
燃
機
関

電
灯
・
電
話
等
の
配
線

電
気
装
置

電
気
機
器

排
気
管

煙
突
・
煙
道

ボ
イ
ラ
ー

こ
た
つ

ス
ト
ー
ブ

焼
却
炉

炉風
呂
か
ま
ど

か
ま
ど

こ
ん
ろ

た
ば
こ

00 0 0 00

4 4

0 0 0 0

22

0
0

00

4

14

3 3 3

1 1

3

1
0

建物火災内訳 建物火災原因内訳 車両火災内訳

車両火災原因内訳 その他火災内訳 その他火災原因内訳

6
5

0 0 0

1 1

0 0 0 0 0

3

3

0 0 0

2
2

0 0
0

1 1 1

8

27

5

出 火原因内訳

住　　宅

共同住宅

工　　場

飲　　食

事 務 所

学　　校

そ の 他

こ ん ろ

電灯・電話等の配線

放　　火

ストーブ

焼 却 炉

電気機器

電気装置

溶接機・切断機

不明・調査中

そ の 他

乗 用 車

貨 物 車

そ の 他

野　火

その他

焼 却 炉

た ば こ

ストーブ

電灯・電話等の配線

火 入 れ

放　　火

不明・調査中

そ の 他

電気装置

溶接機・切断機

排 気 管

不明・調査中

そ の 他

火災発生用途別及び発生原因分類

令和４年

令和３年
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0

10

20
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40

0

25

20

15

10

5

令和３年

令和４年

令和３年

令和４年

月別火災発生状況

複
合
用
途︵
非
特
定
︶

複
合
用
途︵
特
定
︶

旅

　館

事
務
所

倉

　庫

工

　場

物
品
販
売
店
舗

学

　校

飲
食
店

社
会
福
祉
施
設

病

　院

公
会
堂

共
同
住
宅

併
用
住
宅

一
般
住
宅

12
月

11
月

10
月

９
月

８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

用途別火災発生状況

（件）

（発生件数）

（月）

（用途）

0000 0 00 00

3 3

000 0 0 0

4

６

4

1

８8

2 2

00 00 0

0

4

6

0
1

7

4

6

13

4

13

8

1

3

5 5
6

3
2

5

2

99

0

2
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0
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3
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5
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8
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6

9

野火火災発生件数

時間別火災発生状況

過去10年間の死傷者の発生状況

（件数）

（件）

（時間）

2 2

4
5

3

9

10
11

10

8

令
和
4
年

令
和
3
年

令
和
２
年

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

（人）

令
和
４
年

令
和
３
年

令
和
２
年

令
和
元
年

平
成
30
年

平
成
29
年

平
成
28
年

平
成
27
年

平
成
26
年

平
成
25
年

死　者

負傷者

発生件数

令和４年

令和３年

不

　
　明

23
〜
０
時

22
〜
23
時

21
〜
22
時

20
〜
21
時

19
〜
20
時

18
〜
19
時

17
〜
18
時

16
〜
17
時
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〜
16
時
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〜
15
時
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〜
14
時

12
〜
13
時

11
〜
12
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〜
11
時

９
〜
10
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８
〜
９
時

７
〜
８
時

６
〜
７
時

５
〜
６
時

４
〜
５
時

３
〜
４
時

２
〜
３
時

１
〜
２
時

０
〜
１
時

0 0

6

16

14

33

35

99

3

1

6

2

4 4

2

1

0

33

1 1

3 33 3 3

2

3

7

1

0

6

000000 0 0 00

1 1 11111

2

5 5 5

6

44 4 4

111 111 111111

33 33

97

12

8

2

89
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過去10年間の火災発生状況

0

20

40

60

80

100

（件）

年

覚知別火災発生状況 道内消防本部火災発生状況

119
（携帯電話）

28件

加入電話
５件

事後聞知
　　１件　　

その他
　　１件　　

119（固定電話）
９件　　

警察電話
１件

札幌市消防局
387件

函館市消防本部
60件

旭川市消防本部
84件

釧路市消防本部
50件

小樽市消防本部
38件

とかち広域消防局
158件

江別市消防本部
22件

苫小牧市消防本部
51件

北見地区消防組合
45件

10 10
12

119 988

7

7
10

24

26

47

17 15 15
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関　係　団　体　の　活　動　状　況

○　北見地区防火管理協議会（昭和51年２月20日設立）

　(1)　目　　　的

　　　会員相互の連絡協調を図り、防火施設の強化及び防火管理技術の練磨、研さん等を促進し、自

　　主管理により火災の予防並びに災害による被害の軽減を図ることを目的とする。

　(2)　会　　　長　　　主　藤　隆　臣（株式会社　北見メッセ）

　(3)　会員事業所数　　　331事業所

　(4)　会　員　組　織

　(5)　事　　　業

○　北見地区危険物安全協会（昭和40年６月９日設立）

　(1)　目　　　的

　　　本会は、会員相互の親睦を図るとともに、危険物製造所等の位置、構造、設備の維持管理を完

　　全にし、適正を期して災害の絶無を図り、もって事業の繁栄に寄与することを目的とする。

　(2)　会　　　長　　　青　木　俊　康（株式会社 太陽商会）

　(3)　会員事業所数　　　216事業所
　

部　会

第１部会

第２部会

第３部会

第４部会

第５部会

第６部会

第７部会

第８部会

第９部会

第10部会

区　　　　　　　　　　　　　　　分

劇場・映画館・集会場・キャバレー・遊技場・飲食店等

百貨店・物品販売店舗・展示場

旅館・ホテル・宿泊所

病院・診療所・助産所等

老人福祉施設・介護老人保健施設・児童福祉施設・幼稚園等

小・中学校・高校・大学・専修学校・各種学校・図書館等

共同住宅・下宿・公衆浴場・神社・寺院・教会等

車両の停車場・自動車車庫・駐車場・工場・作業所・倉庫

官公署・その他事業所

複合用途防火対象物

会　員　数

32

36

14

31

50

55

27

26

29

31

情　　報　　交　　換

予 防 思 想 対 策

視察研修、講習等、火災概況資料、会報誌の発刊

予防運動特別行事協賛、防災フェスティバル共催、消火技術実
習の推進、防火資料購入（ポスター、防火ビデオ等）、防火管理
講習の後援、優良会員等の表彰

 事　　業　　名 内　　　　　　　　　　　　容
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○　北見市防火協会（昭和28年６月設立）

　(1)　目　　　的

　　　地域愛護の精神にもとづき、火災等各種災害の予防普及啓発に協力し、安全で住み良い街づく

　　りに寄与する。

　(2)　会　　　長　　　日　浦　　　洋

　(3)　会　員　数　　　130町内会

　(4)　区域及び会員

　　　北見市全域とし、町内会及び町内会を組織体とする団体を会員とする。

　(5)　事　　　業

　　１　火災予防思想の普及活動及び災害発生に関する警戒

　　２　防火に関する指導及び研修

　　３　防火協力者に対する表彰

○　北見地区幼年少年婦人防火委員会（昭和55年11月９日設立）

　(1)　目　　　的

　　　本会は、民間防火組織である幼年消防クラブ、少年消防クラブ及び婦人防火クラブの育成強化

　　を図り、火災予防思想の普及向上に努めるとともに、地域における火災予防の推進に寄与するこ

　　とを目的とする。

　(2)　会　　　長　　　山　内　克　也（北見太陽保育園）

　(3)　会　員　数　　　45クラブ

(4)　会 員 組 織

(5)　事　　　業

※置戸部会、訓子府部会、端野部会、常呂部会、留辺蘂部会　含む

第１会員

第２会員

第３会員

会　　員 区　　　　　　　　　　　　　　　　分

41

18

157

会　員　数

事　　業　　名 内　　　　　　　　　　　　　容

北見地区に危険物製造所、貯蔵所、取扱所を有し、販売、又は輸送を

業とする事業所 

北見地区において比較的少ない量を貯蔵し、又は取扱いをし、販売又

は輸送を業とする事業所 

危険物施設の視察研修、会報誌の発刊

危険物取扱者試験準備講習会の開催

法令研修会、保安講習の後援、法令改正等の通知

自主点検、研修会、予防運動特別行事協賛、防災フェスティバ

ル共催、防災資料の購入（ポスター、防災ビデオ等）、優良会員

等の表彰、危険物施設総合訓練の実施

北見地区に危険物の消費施設を有する事業所、又は本会の趣旨に賛同

する事業所

情　　報　　交　　換

防 災 思 想 普 及

危険物取扱者の育成
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 (4)  会 員 組 織

北見市常呂町農協女性防火クラブ

北見市北進地区婦人防火クラブ

北見市東相内地区婦人防火クラブ

北見市相内地区婦人防火クラブ

北見市上常呂地区婦人防火クラブ

北見市幸町連合町内会婦人防火クラブ

北見市中ノ島婦人防火クラブ

留辺蘂少年消防クラブ

北見市立上仁頃小学校少年消防クラブ

太陽わらべ太鼓少年消防クラブ

認定こども園さくら幼稚園幼年消防クラブ

北見のぞみ幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園北見太陽保育園幼年消防クラブ

認定こども園北見藤幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園北見くるみ幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園北見マリア幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園北見聖母幼稚園幼年消防クラブ

北見幼稚園幼年消防クラブ

高栄幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園北見大谷幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園北見北光幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園緑ヶ丘遊子幼年消防クラブ

認定こども園美山遊子幼年消防クラブ

北見ときわ幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園めぐみ幼年消防クラブ

夕陽ヶ丘認定こども園幼年消防クラブ

認定こども園ひかり幼年消防クラブ

認定こども園わくわく園幼年消防クラブ

認定こども園ほっこう幼年消防クラブ

認定こども園北進幼年消防クラブ

北見市立中央保育園幼年消防クラブ

北見市立東保育園幼年消防クラブ

みなみ認定こども園幼年消防クラブ

北見市立とん田保育園幼年消防クラブ

北見市立小泉保育園幼年消防クラブ

光西認定こども園幼年消防クラブ

あいのない保育園幼年消防クラブ

認定こども園北見みわ保育園幼年消防クラブ

北見市立高栄保育園幼年消防クラブ

ところ認定こども園幼年消防クラブ

北見市立端野中央保育園幼年消防クラブ

北見市立さかえ保育園幼年消防クラブ

北見市立温根湯温泉保育園幼年消防クラブ

認定こども園留辺蘂マリア幼稚園幼年消防クラブ

認定こども園置戸町こどもセンターどんぐり幼年消防クラブ

昭和59年６月25日

昭和60年７月１日

昭和61年４月13日

昭和62年２月１日

昭和62年８月10日

平成６年６月13日

平成24年11月７日

平成６年６月11日

昭和55年７月23日

平成22年11月５日

昭和63年12月１日

平成２年１月30日

平成２年６月１日

平成３年５月11日

平成３年10月12日

平成４年10月19日

平成５年12月１日

平成６年３月７日

平成６年４月12日

平成６年４月25日

平成６年10月18日

平成７年３月14日

平成７年５月19日

平成７年10月20日

平成８年２月27日

平成８年３月13日

平成８年５月23日

平成８年６月11日

平成９年10月17日

平成９年10月20日

平成10年４月24日

平成11年４月21日

平成11年４月27日

平成12年４月20日

平成12年４月21日

平成13年４月20日

平成13年４月25日

平成14年４月20日

平成14年４月25日

平成19年４月23日

平成20年４月21日

平成20年４月23日

平成20年４月24日

平成20年４月25日

平成20年６月24日

名　　　　　　　　称 結　成　年　月　日

婦

人

防

火

ク

ラ

ブ

ク

　ラ

　ブ

少
年
消
防

幼

　

年

　

消

　

防

　

ク

　

ラ

　

ブ

令和５年４月１日現在
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　(5)　事　　　業

　　１　防火思想の普及宣伝及び火災予防運動の推進

　　２　幼年、少年消防クラブ及び婦人防火クラブの育成指導の強化

　　３　優良クラブの表彰

　　４　その他本会の目的達成に必要な事業

○　北見地区消防設備安全協会（平成12年４月１日設立）

　(1)　目　　　的

　　　会員相互の連絡協調を図り、関係法令の周知徹底・消防用設備等に関する技術の研究とその向

　　上に努め、併せて科学的防災体制の充実と普及を促進し、もって火災予防の効果を上げ、社会公

　　共の福祉の増進に寄与することを目的とする。

　(2)　会　　　長　　　 田　中　寿　男（有限会社　ドライケミカル北見）

　(3)　会員事業所数　　　26事業所

　(4)　会 員 組 織

　(5)　事　　　業

　　　本会は、目的達成のため次の事業を行う。

　　１　消防機関、関係団体相互の連絡協調に関すること

　　２　関係法令の普及に関すること

　　３　会員及び消防設備士の講習、研修に関すること

　　４　消防用設備等の工事及び整備に関する技術の研究に関すること

　　５　特殊建築物及び特殊消防用設備等の研究、視察その他講習会等の開催に関すること

　　６　防火思想の普及宣伝に関すること

　　７　その他本会の目的達成に必要な事業に関すること

電 気 部 会

給水技術部会

消 火 器 部 会

会　　員

消火器、避難器具関係等の工事又は取扱う事業所

区　　　　　　　　　　分

自動火災報知設備、ガス漏れ火災報知設備、漏電火災警報器、
非常警報器具、誘導灯関係の工事又は取扱う事業所

屋内・屋外消火栓設備、スプリンクラー等の固定消火設備関係等の
工事又は取扱う事業所
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○　留辺蘂町防火管理者連絡協議会（平成５年４月１日設立）

　(1)　目　　　的

　　　会員相互の連絡協調を図るとともに防火管理に関する研究を行い、もって会員が所属する事業

　　所の安全とその振興発展に寄与する。

　(2)　会　　　長　　　田　中　裕　治

　(3)　会員事業所数　　62事業所

　(4)　事　　　業

　　１　火災予防運動への協賛

　　２　火災予防啓蒙品の購入

　　３　防火管理者研修会

　　４　防災施設等の視察研修

○　置戸町防火推進連絡協議会（置戸、勝山、境野、秋田）（昭和50年12月13日設立）

　(1)　目　　　的

　　　自主的な団体として、消防機関と密接な連絡協調のもとに、火災思想の高揚と普及徹底を図り、

　　火事のない明るい町づくりに寄与する。

　(2)　会　　　長　　　佐　藤　幸　一

　(3)　会　員　数　　　1, 387世帯　

　(4)　区域及び組織

　　　消防団の所属区域とし、各自治会、農村部から選出された消防係及び本会において特に必要と

　　認める者をもって組織する。

　(5)　事　　　業

　　１　火災予防思想の高揚と普及活動に推進

　　２　火災、その他の災害発生時における警戒

　　３　防火に関する指導及び研究

　　４　防火協力者等の表彰

○　訓子府町実践会防火査察員（昭和42年９月１日設立）

　(1)　目　　　的

　　　消防機関に協力して、実践会地区（農村部）での火災発生の未然防止と防火思想の普及に努める。

　(2)　会　員　数　　　34名

　(3)　組　　　織

　　　各実践会が担当区毎に防火査察員を選出する。

　(4)　事　　　業

　　１　定期又は臨時に住宅と附属家屋等の巡回指導

　　２　担当区域での火災発生時の情報提供等消防隊への協力

　　３　予防活動に必要な知識及び訓練
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